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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ろすと・あいらんど







　見み渡わたす限かぎりの、青い海。


　照てりつける陽ひの光が気持ちいい。


　海鳥の鳴き声。


　ゆったりと、穏おだやかに流れる時間。


　南の島で、日ひ頃ごろの疲つかれを癒いやす。


　そう。


　忙いそがしい毎日に別れを告つげて、いまはなにもかも忘わすれて楽しもう。


　ライナ・リュートはそう思った。


　波に身をまかせ、海を漂ただよいながら、いま彼にできる、精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおを顔に浮うかべて、


「……はぁ……ああ、なんというかその、やっぱあれだね……海ってのは、わくわくするよね…………ぷわ!?　しょっぱ……って、水が口に、ああくそ……あ、違ちがった。と、とにかくあれだよ。バカンスにいくなら海しかな……ってしょっぱいって言ってんだろうが波！　波起こんな！　口に入るから！……い、いやいや違う違う。だからその、あれだよ……い、いまの俺おれの気分は、最高だねって、言いたいっていうか……うう」


　ちなみに彼は現在。


　大おお海うな原ばらのど真ん中を漂ひよう流りゆう中だった。


「いやぁ……いつも仕事忙しい俺としては、こんな休みは久しぶりだし、う、嬉うれしい限りだね♪」


　という声が、空むなしく海風に流されていく。


　塩水に濡ぬれてぺしゃんこになってしまった黒い髪かみ。ぼんやりと眠ねむそうな黒い瞳ひとみ。木切れにつかまって海を漂っている長身瘦そう軀くからは、海の水をすべて怠たい惰だに染そめてしまいそうなほど、脱だつ力りよくした雰ふん囲い気きが放たれていて。


　そのまま彼は、やはり疲れた声で、


「で、ちょっと質問なんだけど、俺たちいま、どこに向かってるんだと思う？」


　言って、顔を横に向ける。


　するとそこには、信じられないほどの美女がいた。


　金色の長い髪を日の光にきらめかせ、ライナとは対たい照しよう的てきに、悠ゆう々ゆうと海を流れている姿は、まるで人にん魚ぎよを思わせた。


　しかし、妙みように愛あい想そがない人魚だが……


　その人魚は、やはり抑よく揚ようのない、平へい坦たんな声こわ音ねで言った。


「うむ。このまま真まっ直すぐいけば、だんごの王国へつくといいなと私は思っている」
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「お、いいねそれ。だがあいにくこのまま真っ直ぐいくと、昼ひる寝ねし放題の王国があるといいなって俺は思ってるぜ？」


「ふ。甘あまいな。私はおまえよりもっと、だんごの王国がいいなと思っているぞ」


「あ、そうなの？　フェリスほんとだんご好きだもんなぁ。んじゃ、だんごと昼寝の王国だといいなって俺は思っとくから、それでいい？」


「うむ。それならいい」


　というわけで、二人はいま、だんご昼寝王国へと向かっているらしいのだが……


　ライナが言った。


「……で、ちょっと質問なんだけど、俺たちいま、どこに向かってるんだと思う？」


　さっきとまるで同じ発言。


　するとそれにフェリスはこちらを見つめ、


「それは、現実的に、という意味でか？」


「うん。現実的に」


「…………ふむ。まあ、このまま真っ直ぐいけば、だんごの王国につくといいなと私は思っているが……さっき通ったイルカのイー君から聞いた話によると……」


「へ？　イルカのイー君？　ああ、なんかいいね。イルカと会話できるなんて、メルヘンだなぁ……」


　なんてライナの言葉を無視して、フェリスが続ける。


「イー君は『このまま真っ直ぐいったら、餓うえて死ぬんじゃない？』と言っていたな」


「…………前言撤てつ回かい。最近のイルカは、メルヘンがわかってねぇな。ったく、そんなリアル思考じゃ誰だれも救すくえないよって言っといて」


　なんて言いながらも、彼は空を見上げて、さらに顔をしかめる。


　空のかなたに見える、黒い雲。その雲が、こちらへと向かってきているのが見えて……


「あの雲……雨雲だよね……」


　それにフェリスが、


「ふむ。イー君はこうも言っていたな。『ふははは。俺が起こした嵐あらしで、死ぬがいいわ愚ぐ民みんどもが』」


「誰だよそれ。さっきと性格違うじゃん」


「うむ。イー君は双ふた子ごらしいぞ？」


「いやもう、イー君はいいから」


　と、そこまで言ってから、ライナは目を細めた。さっきまでとは違う、少しだけ真しん剣けんな声音で、


「で、実じつ際さいどう思う。あれ、嵐にな……」


　が、彼は言葉を止めた。


　すごい勢いきおいで近づいてくる雨雲の下が、かすかに見えたから。


　激はげしい雨。激しい雷かみなり。激しい波。


　いま、ライナたちがいる場所はまだわりと穏やかなのに、向こう側は、あきらかに地じ獄ごくに見えて．


　ライナはそれに、震ふるえる声音で、


「………………で、そ、その、ちょっと質問なんだけど、俺たちいま、どこに向かってるんだと思う？」


　また、まったく同じ質問。


　それにフェリスが大きくうなずき、


「うむ。このまま真っ直ぐいけば、だんごの王国へつくといいなと私は思っている」


「い、いいねそれ。だが俺だって昼寝……」


　と、現げん実じつ逃とう避ひしようとしたところで、ライナは目を大きく見開いた。


　そのまま、なぜか自分たちがすごい速はやさで海の中を移い動どうし始めているのに気づいた．


「え？　な、なん…………って、渦うずっ!?　うそ、巻まき込こまれ……ちょ……うわ……」


　しかし、どうにもならない。突とつ如じよ現れた強い渦うず潮しおの流れに巻き込まれ．


　フェリスとも、どんどんと離はなされていく。


　それにライナは手を伸のばし、


「フェリス！　手を……」


　が、届とどかない。


　伸ばした手の上、いや、頭の上から、信じられない量の水がかかって、海の中へと引きずりこまれる。


「うそぉ!?　って、あ、うわ……くそ……だからしょっぱいの嫌いやだって……ぐ、あ……」


　が、言葉はそれまで。


　彼はそのまま、海の中へと、消えた。





　　　　◆





　ちなみに少し時は戻もどって。


　見渡す限りの、青い海。


　照りつける陽の光が気持ちいい。


　海鳥の鳴き声。


　ゆったりと、穏やかに流れる時間。


　南の島で、日頃の疲れを癒す。


　そう。


　忙しい毎日に別れを告げて、いまはなにもかも忘れて楽しもう。


　いやそれどころか、


「うっみ─────！　海、海、海！　すごーい！　しょっぱ──い!!　うわ、イルカいる！　イルカいるよ、ルーク！　ラッハ、リーレ、ムー！　あ、逃にげちゃだめー！」


　と、ミルク・カラードは、大海原のど真ん中を漂流中なんてことは、まるで気にしていないようだった。


　亜あ麻ま色いろのポニーテールに、愛らしい童どう顔がん。まだ幼おさなさの残る元気一杯のこの少女は、しかし、弱じやつ冠かん十六歳さいにして、ローランド帝てい国こく『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部ぶ隊たいを率ひきいる、隊長の役やく職しよくにあったりするのだが……


　そのミルクの、背はい後ごに付つき従したがう四人の部下の一人……


　まだ二十五歳のくせに白はく髪はつのルーク・スタッカートが、言った．


「ああ、ミルク隊長！　そんなに速く泳いじゃだめで……ああもう。ラッハ、ムー、隊長を追いかけて。こんなところではぐれたらどうなることやら……」
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　それに、ミルクよりも少し年上というくらいの少年二人が、


「ミルク隊長！　いま俺もいきます！」


「あ、僕ぼくも僕も！　イルカつかまえるぞー！」


　と、すごい勢いで泳ぎはじめて……


　それにルークが困こまった表情で、


「イルカを捕つかまえたりしちゃ……」


　が、目の前ではもう、ミルクがイルカの背せに乗って、仲良さそうに跳はね回っていて……


　それにルークは微笑ほほえんだ。


「もう。ミルク隊長は、どんなところでも、すぐに馴な染じんでしまうんだから」


　と、まるで子こ供どもの成長を見守る親のような眼まな差ざしで、やさしくミルクを見つめる。


　そんな和気あいあいとした、ちょっとどこかの幼よう稚ち園えんのような雰ふん囲い気き。


　が、その背後から、冷静な声音でもう一人のミルクの部下、リーレが、


「しかしルーク先せん輩ぱい。状じよう況きようは、あまり思わしくないですね。周囲を見まわしても、陸地は見えないですし……いったい、なにがどうなっていることやら。『忌いみ破やぶり』である、例のライナ・リュートと、フェリス・エリスを追ってきたはいいですが……」


　その言葉にルークは、いま彼が置かれている状況を思い出し、顔をしかめた。


『忌いみ破やぶり』……それはつまり、ルークたちが所しよ属ぞくする、ローランド帝国の魔ま法ほうを習しゆう得とくした者が、国の許きよ可かなく国外へ逃とう亡ぼう、もしくは出しゆつ奔ぽんすることを言う。そしてミルクが隊長を務つとめている『忌いみ破やぶり』追撃部隊とは、そういった者たちが、他国にローランドの魔法体系を漏もらしたりしないよう、追撃し、捕ほ縛ばく、もしくは抹まつ殺さつするための部隊なのだが……


　その、彼らが追いかけている『忌いみ破やぶり』の一人、ライナ・リュートのことを思い出して、ルークはさらに大きく顔をしかめた。


「い、いけない。あのライナ・リュートという男だけは、ミルク隊長に絶ぜつ対たいに会わせてはだめだ。いくら遠い昔むかしに隊長と面めん識しきがあって、結けつ婚こんの約やく束そくをしたといっても、それは子供の約束……あんな気けだるい、どこの馬の骨ほねとも知れない男のお嫁よめさんに、うちのミルク隊長をやるわけにはいかない！」


　ちなみにもう一度言うが、『忌いみ破やぶり』追撃部隊は、その名の通り、『忌いみ破やぶり』を追撃する部隊なのだが……


　リーレが、冷静な声音で、


「もちろんです。我われ々われは、今後絶対に、あのライナ・リュートに接近するわけにはいきません」


　じゃ、どうやって『忌いみ破やぶり』を追撃するつもりなのか？


　という質問をするものは……


「あ、僕もイルカに乗せてー！」


　そんな質問をするものは……


「あ、ずるいぞムー！　俺だって乗りたいのに」


　そんな質問……


「じゃあみんなで乗ろー!!」


　ま、まあ、楽しそうだから、別にそんなことはどうでもいいのかもしれない。


　そこで、さらにリーレが言う。


「しかし、あの突然の大だい洪こう水ずい。あれほどの規き模ぼの洪水となると……我々がいたイエット共和国は沈没……いえ、それはいまは考えないとしても……いったいいま我々はどこにいるのでしょうか？　陸地が見えないことからも、ずいぶんと流されてしまったようですが……」


　そこで、一度空を見上げて、


「陽ひの光からすると、方角の見当はつきますが……」


　それにルークもうなずく．


「ああ。方角がわかっても、いま我々がいる場所の位置がよくわからないからなぁ。ううむ。このまま潮しおの流れに身をまかせていていいものか……」


　状況は、かなり悪かった。


　いや、このままいくと、全ぜん滅めつしてしまう可能性だってある。


　いったい、どうしたものか．


　とそこで、ルークはミルクを見る。


　こんな状況でも、無む邪じや気きな笑顔でイルカと遊んでいるミルクの姿を見て……


　ルークは表情を少し緩ゆるめて言った。


「この状況でもああして私たちを元気づけてくれる隊長は、やはりすごいなぁ」


　そのまま、再ふたたび顔を引き締しめて、


「隊長が心しん配ぱいする前に、なんとか、方ほう策さくを練ねらないと……さて、どうするリーレ」


　と、振ふり返る。


　しかし、振り返った先に、リーレはいなかった。


「え？」


　と、ルークが怪け訝げんな表情をしたところで、今度はミルクのほうから、


「あ、あ、ラッハ！　ムー！　だめ、いっちゃだめぇ！」


　と、叫さけび声が聞こえてきて……


　それに、慌あわてて振り返る。


　するとそこでは、信じられないことが起こっていた。


　ラッハと、ムーが、突とつ如じよ巻き起こった渦うず潮しおに引きこまれ……


　さらに、その渦の中には、リーレもいる。


　唯ゆい一いつ、イルカに乗っていたミルクだけは、渦に巻き込まれずにすんでいて……


　ラッハ、ムー、リーレが叫ぶ。


「き、きちゃだめですミルク隊長！」


「そのまま、そのままイルカで逃にげて！」


「ルーク先輩！　ミルク隊長は、お任まかせしました！」


　しかし、ミルクは首を振って、


「だめ！　助ける！　待っててねみんな！　イーちゃん、いって！」


　と、いつのまに名前をつけたのか、イルカのイーちゃんにそう命じると……


　イーちゃんはミルクを乗せたまま、飛んだ。


　水みず飛沫しぶきが飛ぶ。


　その飛沫が陽の光を受け、きらきらとミルクを輝かがやかせる。


　宙ちゆうを舞まうイルカに乗った救きゆう世せい主しゆが、渦へと一直線に向かう。


　その光景は、神こう々ごうしくすらあった。


　しかし。


　そのイルカは、そのままなぜか、ラッハ、リーレ、ムーの頭の上もさらに飛び越し、渦の中心へと突つっ込こんで、


「きゃあああああああああああああ!?」


　あっさり渦に巻き込まれ、一番最初に姿を消してしまって……


『た、隊長おおおおおおおおおおおおお!?』


　部隊の面々は、叫んだ。


　それにルークは慌てて、


「ぜ、全員、渦の中心へ突とつ撃げき！　隊長を助けるぞ！」


『は！』


　そしてミルク部隊は、海の中へと消え去ったのだった。





　　　　◆





「……………………がは……あう……」


　口から水を吐はき出し、ライナは目を開いた。


　初めに視し界かいに現あらわれたのは、晴れ渡わたった空。


　白い雲。


　そのまま少し身を起こすと、彼は自分が砂浜を目前にした、海の中に横たわっているのに気づいて……


「おー、すげぇ。俺ってば、生き残っちゃったよ。ぜってー死ぬと思ったのに」


　それから周囲をきょろきょろと見まわして、


「んで、フェリス。ここはおまえの言ってた、だんご王国なのか？」


　なんて言ってみるが、しかし、返事はない。


　聞こえるのは、寄よせては返す波の音だけで。小さな波がくるたびに、彼の白はく鎧がいとローブのようなものが合わさった奇き妙みような服が、濡ぬれて体にぴったりとはりつく。


　その感かん触しよくに彼は少し顔をしかめてから、


「………………ふぅむ。まあ、あれか。俺が生き残ってるからには、あいつのことだから、死ぬわきゃないだろうが……」


　そこで、彼は気だるげに立ちあがった。そのままびしょ濡れの髪かみの毛を後ろへとかきあげて、


「とりあえず、あれだ。ここはどこだ？」


　もう一度、今度はちゃんと周囲の状じよう況きようを確かく認にんした。


　晴れ渡る空。


　青い海。


　砂浜には、誰だれもいない。


　いやそれどころか、砂浜の、その先に広がる森林地帯を眺ながめても、やはりまったく、これっぽっちも人の気け配はいは感じられなくて．


　ライナは、引きつった笑えみを浮うかべた。


「ま、まさかとは思うけど……ここ、無人島だったりとか、そんなベタな展てん開かいは……ないよねぇ？」


　なんて言ってみても……当然、答えはどこからも返ってこなくて……


「…………ま、まあ、とりあえずなんにしても……海からあがらなきゃな。服も乾かわかさなきゃいけないし。潮の流れでここに流されたんなら、フェリスだって近くにいるかもしれないし。ここがどこなのかを調べるのは…………」


　が、そこで突如、腹がぎゅうっと鳴って、


「…………いや、その前に、飯か……」


　言って、ベタつく上着をしんどそうに脱ぬぎながら、海からあがった。


　そこからの彼の手て際ぎわは、華か麗れいだった。


　こういう孤こ立りつした環かん境きようで、一人で生き残る術すべは、ローランド帝てい国こく軍ぐんの訓くん練れん施し設せつですでに、嫌いやというほど学んでいるのだ。


　食料の調達方法も……


　とそこで、はやくもライナは、軍で学んだ、食べられる果くだ物ものを、木の上に見つけてしまう。


　それを彼はぼーっと見上げ、


「ああ、木、登るのしんどいから果物はパス」


　瞬しゆん間かん、ライナの腹が、再びぎゅうっとなって、


「ああ!?　やべぇ。このままじゃ餓が死しするって。どうしよ。なんとかしないと……」


　じゃあその果物取れよ、という突っ込みは、こんな人ひと気けのない場所では入らない。


　とそこで、今度は突如目の前に、鋭するどい瞳ひとみ。鋭い牙きば。あきらかに肉にく食しよく獣じゆうですよ、と言わんばかりの、猫ねこに似た巨きよ大だいな獣けものが現れて……


「おいおい、そんな俺を食う気満々ですよって顔すんなって」


　しかし、当然ライナは、そんな肉食獣を前にしても怯ひるんだりしない。


　ちゃんとその獣をやり過ごす方法も、軍で習っているからだ。魔ま法ほうで火をおこせば、この種の獣は、あっさり逃げ出す。


　だから、ライナは手近に火を移うつすことのできる木切れがないか、探さがした。


　肉食獣を前に、平然と目をそらし、キョロキョロと周まわりを見まわす。


　きょろきょろ、きょろきょろと周りを見まわして……


　それから、再び獣へと目を向けると、


「ああ、悪わりぃ、木、見つかんないや。ってことは、おまえ俺に襲おそってくるだろ？　そしたら……」


　と、そこまで言ったところで……


「グァオ！」


　と、獣は跳ちよう躍やくした。凄すさまじい勢い。


　一直線に、ライナの頭に喰くらいつこうと迫せまってきて……


　しかし、ライナは半はん眼がんのまま足を軽くあげて……


　刹せつ那な。


　パンっという音とともに、獣が吹ふっ飛んだ。


　ライナに、頭を蹴けり飛ばされたのだ。


　獣は、そのまま地面をごろごろと転ころがり、


「ぐ、クウゥウン……」


　なんて、かわいらしい悲ひ鳴めいをあげる。


　それにライナは困った顔で、


「ああもう、だから言ったのに。大だい丈じよう夫ぶか？　いまの、ちょっとカウンター気ぎ味みに入ったからな……首とか折おれてない？」


　が、当然獣はそんな彼の言葉など聞かずに、一いち目もく散さんに森の奥おくへと逃にげていって……


「ああ、そんだけ元気なら、大丈夫だな。うん」


　と、一人でうなずき、獣の後ろ姿を見送ったところで……


　ふと、ライナは気がついた。


「あ!?　いまの奴やつの肉、食えばよかった!?　なに撃げき退たいしちゃってんの俺……」


　そのまま、さらにお腹がぎゅうぎゅう言いだして、ライナは顔をしかめ、


「や、やばい……俺ってば、このままじゃ死ぬかもしれない……あ、もうだめ。腹減へり過ぎて、なんかなんもやる気しない。とりあえず、浜はま辺べに戻もどって、一度寝ねよう……」


　そう言って、ふらふらと元の道を戻り始める。


　彼は、無人島で生き残る知ち識しきも、実力もあったが……


　生活力は、壊かい滅めつ的てきになかった……


　そのまま、ライナは砂浜へと歩いていこうとして……


　しかし、ふいに立ち止まる。


　なにか、なにかかすかに妙な匂においが……


「なんだ？」


　と、周囲をもう一度きょろきょろと見まわしてから、さらに大きく息をする。


　すると、今度は確実に、その匂いがした。


　その匂いをかいだ瞬間、さらに大きく腹が鳴る。


　その匂いは……


「こ、これ、魚焼いてる匂いじゃねぇのか!?　どこだ？　人がいんのか？」


　さらにぐるぐる周りを見まわす。


　風の吹いてくる方向を見て、匂いの元を探さぐって……


　その方向へと、彼は歩き始めた。





　　　　◆





　再び時間は、少し戻って。


「これは……まいりましたね」


　と、困ったような表情でルーク・スタッカートは呟つぶやいた。


　彼がいまいる場所は、奇妙な島。


　渦うず潮しおに巻き込まれたあと、さらに嵐あらしに遭そう遇ぐうして、潮の流れに任せてここにたどりついたまではよかったが……


　完全にミルクたちとははぐれてしまったようだった。


「本当に、困ったなぁ。潮の流れでここにたどりついたからには、ミルク隊長も、リーレたちも、ここに流れついてると思うんだが……いや、そもそもこの島は、いったいなんなんだ」


　と、周囲を見まわす。


　島についてすぐに、彼は一度、ミルクたちを探すのもかねて、島を探たん索さくしていた。


　そしてこの島が、どうやら無人島である、ということは、わかっていた。


　本当に小さい島。ルークの足なら、一日でまわることができるほどの、小さい島。


　人が住んでいる形けい跡せきもない。そこは、完全に自然の王国だった……


　そんな中、ルークは独ひとり呟いた。


「少しでも早くミルク隊長に合流しないと」


　ミルク・カラード『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部ぶ隊たいの決め事では、部隊が離はなれ離ばなれになってしまった場合……ミルクがその場を動かずに、他の部隊の面々が集合するのを待つ、という取り決めになっている。


　だから、ルークは明日もう一度この島を探索したら、島を出て、近場の他の島を調ちよう査さしにいくつもりだった。


　潮の流れからすれば、絶対にこの周辺に流れついてるはずなのだ。


　死んで、いなければ……


　そんな嫌な考えが頭に浮うかんで……しかし、すぐさま首を振ふって、


「と、とにかく、もう日が落ち始めたし、今日は早く寝て、明あ日す一番に捜そう索さくを始めよう」


　いま、やれることをやることによって、無む理り矢や理り嫌な考えを振り払はらった。


　そのまま彼は、指を宙に踊おどらせる。


　すると光の魔ま方ほう陣じんが空間に描えがき込まれていって……


「求めるは雷らい鳴めい〉〉〉・稲光いづち」


　唱となえた瞬間、魔方陣から小さな稲いな妻ずまがほとばしり、さっき集めておいた数本の薪まきに火を点つける。


「よし」


　ルークは小さくうなずくと、今度は鼻はな歌うたまじりにあらかじめ捕とっておいた魚数匹ひきに木の串くしを通し、火の側そばに突つき立て、残りの魚は鮮あざやかな手並みでナイフで捌さばくと、さらにいくつかの果物の果か汁じゆうをその魚の身にこすりつけ、臭くさみを消して……


　用意していた大きなくぼみのある石に海水を入れ、そこに魚、きのこ、薬草、


　と……


　なぜか、どんどん本ほん格かく的てきになっていく。


　そこで、はっとルークは我に返った。


「しまった……無む意い識しきに部隊全員の分まで作ってしまった……」


　それから、少し悲しげな表情になって、


「ああ、ミルク隊長、こういうキャンプとか好きなのに、いまごろどうし……」


　が、言葉はそこで止まった。


　さっきまでの穏おだやかな表情とはうってかわって、目を、鋭するどく細める。


　まるで別人だった。


　いや、これが本来の彼の姿だと、言ったほうがいいだろうか？


『忌いみ破やぶり』追撃部隊というエリート集団の、実質の取りまとめ役……


　いや、ローランド帝てい国こく軍ぐんで、ルーク・スタッカートという名を知る者なら、こちらの姿を見なければ彼だとわからないかもしれない。


　森の、奥。その奥で、がさっと草が揺ゆれる音がして……


　ルークはそれに、足で鍋なべを蹴けって倒たおし火を消すと、地面に身を伏ふせて、息いきをひそめる。


　すると、相手もこちらを警けい戒かいしたようだった。突とつ然ぜん、気け配はいが消えて……


「………………この反はん応のう……獣けものではない、ということですね」


　ルークは、森のほうを見つめた。


　しかし、周囲はもう暗かった。


　火は消したから、こちらの姿は見えないだろうが……


　こちらも相手の姿は見えない。


　いや、もしかすると……


　ルークはそこで、


「エイ、ザー、ハスト、クルオール」


　声をあげた。


　やはりこれも、ミルクたち部隊の面々にだけ通じる、暗号のようなものだった。


　エイ、ザー、ハスト、クルオール。


　そう呼びかけたら、グロウスと答えるのが、決まりだった。これを決めたのはミルクで、なにやら、いまは失うしなわれた古代の言葉で、意味はわからないのだそうだが……


　とにかく、相手がグロウスと答えなければ……


「………………」


　答えない。ということは、部隊の者じゃないということだ。


　それを確かく認にんすると、ルークは走った。


　声を出したからには、こちらの位置は特定された。敵てきか、味方かもわからないが、とにかく敵なら、かなりまずい状じよう況きようだ。ルークは、この土地のことは、まるでわからないのだ。


「……しかし、こんなあきらかに未開の無人島に、何者だ？」


　相手との距きよ離りをとりながら、ルークはそんなことを考えていた。





　　　　◆





　さらに再び、時間は少し戻もどって。


　あまりのいい匂においに誘さそわれて、ライナがふらふらと匂いの元へと近づいていくと……


　砂浜で、なにやら火が焚たかれ、料理を作っている者がいるようだった。


　ただ、日はもう完全に落ちてしまっており、いまいち料理をしている者の姿は見えないが……


　ライナは思わず笑えみを浮かべていた。


　まだ全然調べてないが、どうやらここは、無人島ではなかったようだ。なら、聞けばここがどのあたりの、どんな場所かわかるだろうし、それに、料理もわけてもらえるだろう。


　助かる。


　そう思った。


　一度は、ずいぶんとめんどくさいことになったなぁと思ったものだが、なんのことはない。そうそう大変なことが連続で起きるはずないのだ。


「そうだよなぁ。第一、日ひ頃ごろの行いだって……俺ってば聖せい人じん君くん子しなみにいいしな……」


　と、言い切ってから、ライナは手をかかげ、


「おーい」


　そう声をかけようとした、瞬しゆん間かんだった。


　砂浜の料理人は、足で鍋を蹴って、火を消す。さらに、すぐに気配も消して．


　その動きは、あきらかに高度な訓練を受けたもので．


　ライナもそこで、足を止めた。


「って、なんだなんだ？　いきなり戦せん闘とう体たい勢せいか？　どういう状況なんだよおい」


　そのまま、こちらも気配を消す。


　そして相手の動きを探さぐる。


　しかし、どうやら料理人は、完全に気配を絶たてるようだった。


　それだけでも、いま、目の前にいる何者かの力量がわかる。


　ライナは顔をしかめ、


「かなり遣つかうな……ってか、なに？　こんなところでやっと会えた奴やつと、いきなり戦闘かよ……勘かん弁べんしてくれよもう」


　なんて言ってる間にも、突とつ如じよ、目の前の何者かがなにやら言ってきて……


「エイ、ザー、ハスト、クルオール」


　それを聞いた瞬間、


「え!?」


　思わず、ライナは小さくそんな声をあげてしまった。


　相手の放った言葉。それは、いまはもう失われた古代語だったから……


　それも、かなりマイナーな種類の古代語で……いまはもう学者たちも調べてないような言語なのだが……


「な、なんなんだ？　なんであいつ古代語でしゃべってんだよ。どういう場所なんだ、ここ。だいたい、エイ、ザー、ハスト、クルオールって確か……」


　と、その言葉の記き憶おくを、頭から引き出して、翻ほん訳やくする。


　するとそれは、こういう意味だった。


『私は……いま……トイレで……殺された』


「…………恐こわっ!?　ってか意味わかんねぇよ！　なに？　なにが言いたいの？　それとも俺が聞き取れてないだけか？　『殺された』って、殺すぞってことか？　俺をトイレで殺してやるとか、そんな意味なのか？　でもなぜトイレ？」


　もう、パニック状態だった。


　さらに相手が、突如走りだす。


　それもライナとは、まるで反対方向へと走り始めて、


「え？　逃にげんの!?　と、トイレで殺すんじゃなかったのかよ？　ってか、全然行動が読めねぇ……やべぇ。俺、どんな異い次じ元げんに迷まよいこんじまったんだ？」


　しかし、何者かは途と中ちゆうで足を止める。


　そしてまた気配を消して……


「やっぱまだやる気か？」


　ライナも、気配を消したまま移い動どうする。


　森から出て、さっき何者かがいた場所までくると、地面に刺ささっていた串くし焼やき魚を引き抜ぬき、口にくわえて、


「お、うまい。ちゃんと塩味もついてるし、臭みまで消してある……やるな」


　その魚の絶ぜつ妙みようの味付けに、ライナはますます敵を警けい戒かいした。


　彼の経けい験けんでは、海で捕とってきて、焚き火で焼くだけの料理に、こういう手間をかける奴は、手て強ごわいと決まっているのだ。


　というよりも、用心深く、策さく略りやくをきちんと張はり巡めぐらせて戦う奴が多い。


「こういう、知らない土地の、夜よ闇やみの中で戦う相手としては、一番やっかいな相手だな」


　とそこで、とっさにライナはその場を飛び退のく。すると直後、彼が元いた場所にナイフが突つき立って……


「……ほらね」


　それを見て、ライナは小さく、そんな声を漏もらした。


　しかし、いまの攻こう撃げきで、また新しい情報をライナは手に入れていた。


　ナイフが突き刺さった位置。それからすると、敵はどうやらいまのナイフで、ライナの足のあたりを狙ねらってきているようだった。


　ということは、少なくとも殺す気はないのか……


「もしくは足を動けなくしといて、それからトイレに連れていって殺すかの……どっちかだな……どういう風習なのかは知らんけど」


　言って、ライナは周囲に意い識しきを張り巡らせた。


　どうやら向こうは、こちらの位置を見つけたようだが……しかし、彼はその場を動かなかった。いま飛んできたナイフでもう、相手の力量はだいたい見当がつき始めていた。


　凄すさまじく強い。それこそ、どの国の軍でも、トップレベルの強さだろう。


　だが、それでも……


「俺には勝てない」


　そのままライナは、さらに意識を集中する。


　すると、完全に気配を絶っているはずの相手の、その奥おくに潜ひそむ気配を、感じ取ってしまって、


「めっけ」


　彼はそれに、少し眉まゆをあげた。


　そいつは、一直線にこちらへと迫せまってきており……


　しかし、ライナはそちらへとゆっくりと振ふり返って、


「さて、んじゃまた、カウンターでいっちゃおうかね。んで、もう一匹ぴき魚を焼いてもらおうぞー」


　と、軽く手を掲かかげる。


　次の瞬間。


　視界にそいつは現れた。


　そいつ。


　そいつは……見み覚おぼえのある男で……


「へ？　って、あれ、おまえって確か……」


　さらにそいつも、こちらの姿を見て、


「あ、あなたは……ライナ・リュート!?」


「そういうおまえはルークとか言ったか？」


　それで、戦せん闘とうは終わった。


　ルークが攻撃の手を止めて、驚きよう愕がくの表情でこちらを見つめて、


「それはこっちのセリフです。なぜあなたがここに？」


　が、それにライナはすぐさま顔をしかめて、


「あ!?　おまえがここにいるってことは、まさかミルクもここにいんのか？　うあ……めんどくさくなって…………って、どうした？　急にそんな寂さびしそうな顔になって……」


　するとルークは苦く悶もんの表情で、


「そ、それが……どういうわけか突然の大だい洪こう水ずいにあって海に流されてしまい、さらに渦うず潮しおに巻き込まれたまま、部隊の者たちとは離はなれ離ばなれになってしまっていまして……」


　ちなみに、その大洪水を起こしたハタ迷めい惑わくな張ちよう本ほん人にんは、ライナなのだが……


「ああ、そりゃ、災さい難なんだったな」


　ライナはあっさりそれだけで流した。


「まあ、ミルクがいないなら一安心だが……しかし、ルークとやら、おまえはここがどこだかは、わかってんのか？」


　が、それにルークは首を振って、


「それが……どうやらこの島は、無人島のようですよ？」


「え!?　やっぱそんなベタな展開なの!?　遭そう難なんの上に無人島漂ひよう着ちやく？　俺ってば、日ひ頃ごろの行い聖せい人じん君くん子しなのに？」


「なんですかそれは」


「いや、こっちの話だから気にしないで」


　とそこで、ライナはそこで話題をうち切った。そのまま腹を押おさえて、


「ああ、ところでおまえ、料理上じよう手ずだなぁ。もしよけりゃ、同じ遭難者同士、俺に料理作ってくんない？」


「は？　なんで私が『忌いみ破やぶり』であるあなたの食事を……」


「まあまあ、こんな無人島に『忌いみ破やぶり』もクソもないだろ？　ほっときゃ俺、餓が死しするぞ？　そしたら後あと味あじ悪いだろう？　ほらほら、お腹なか減ったー」


「なにを…………あなた、なんかずいぶんとタチ悪い人ですね……ああもう、やはりあなたなんかに、嫁よめにやるわけにはいきません」


「は？　なんの話だ？」


「いえ！　こっちの話ですから気にしないでください！　とにかく、さっき作ってた料理はだめにしてしまったので、魚を捕とってくるので、待っててください」


「おっけー。じゃ、昼ひる寝ねでもしながら待ってるから、うまいのよろしく」


「昼寝ってあなた、もう夜ですよ？」


「じゃ、夜寝」


「寝てばかりじゃないですか！　だいたい、あなたは少しは手て伝つだおうとか、そういう気持ちはないんですか？」


「え？　ないよ？」


「そこでなんであなたが逆に驚おどろいてるんですか……ああもう、やっぱりだめだ。絶対あなたになんかお嫁にはあげられない」


「あ、そだ。できれば俺は今日はハンバーグな気分だったり……」


「できるわけないでしょう！　非ひ常じよう識しきな」


　その言葉にうなずいて、


「うむ。そうだぞライナ。月夜の晩ばんにハンバーグなど、非常識この上ない。やはりここは、餡あんだんごを注文するのが正解だ。そういうわけでシェフ、私には餡だんごを一つ……」


『って誰だよ!?』


　突とつ如じよ会話に割わり込んできた何者かに、思わずライナとルークは同時に叫さけんでいた。


　そのまま振り向くと、そこにはまるで最初からそこにいたかのように、平然とした表情で、三色だんごをかじっているフェリスがいて……


　ライナはそれに、


「…………で、いつからおまえはそこに？」


　するとフェリスは、だんごをぱくついたまま、


「ん？　今日の昼到とう着ちやくしたばかりだが……」


「うん？　じゃあ、いま、流れついた……んじゃないよな……」


　とそこでライナは半眼になって、フェリスの手に持たれただんごを見つめて、


「……おまえ、漂流してるときはだんご持ってなかったもんな……それ……どこから手に入れた？」


　が、それにフェリスはあっさり、


「これか？　これはかの有名な、ウィニット……」


　しかしそこまでで、ライナは言葉を遮さえぎった。


「ちょ、ちょっと待て!?　ウィ……ウィニット？　おまえいま……ウィニットって言ったか？　それってあれだろ？　確か、おまえがお気に入りの、ローランドの？」


「うむ。やはりウィニットだんご店のだんごはうま……」


「だからちょっと待てぇえええ！　なんでそうなる？　おまえ、ローランドに帰っ……いやそれはおいといても……ってか、あれ聞かせろ。おまえ、渦潮に巻き込まれてからいままで、なにしてた？」


「ふむ。なにしてたと問われても……別に普ふ通つうだぞ？　この島に流されて、横を見ると、ずぶ濡ぬれで倒たおれているおまえの姿を見つけて、アホな奴やつめと笑って……」


「……おまえマジで殺……ま、まあいいや。そこはあえて突つっ込こまないでおこう……それで？」


「うむ。それで、少し島を歩いてみたら、ここが、我わがエリス家の所しよ領りようの一つだということがわかってな」


「はぁ？　じゃあここ、おまえんとこの領地なの？」


「うむ」


「じゃ、ここってば、ローランドなわけ？」


「うむ。エリス家の訓練地の一つだ。なのに昼から無人島だのなんだのと騒さわぎ立てる馬ば鹿かどもを見つめながらのだんごツアーは、なかなかに趣おもむきの……」


「だから殺すぞおまえ！　じゃあ、昼から俺のことを見てたのか？」


　するとフェリスは笑えみを浮うかべて、


「助けてママー。一人じゃ恐こわいよー。お腹減ったよー」


「………………それ、まさか俺の真ま似ねじゃないよな？」


「ん。そっちの白はく髪はつの男がそう叫んでいた」


　瞬しゆん間かん、ライナはルークを見て、


「ウソ!?　ま、マジ？」


　するとルークがあわてて、


「い、言ってませんよそんなこと！　な、なんなんですかあなたたちは……というよりじゃあ、ここはローランドなんですか？」


　それにあっさりフェリスがうなずいて、


「うむ。なのにおまえらは二人して、『助けてママー。一人じゃ恐……』」


　が、そこでライナが、


「いや、もうそれはいいから……それより……んじゃ、フェリス、おまえ王都の方角、わかってんの？」


「うむ」


　するとライナはなぜか、さっきまでとはうってかわって、突如張り切った表情になった．


「うお．まじで？　やった。よぉし。じゃあ、俺たちをこんなしんどい目にあわせてるあの極ごく悪あく非ひ道どうローランド帝てい国こく王おう、シオン・アスタールの奴を殺しにいくぞ」


　それにフェリスもうなずいて、


「もちろんだ。ついでに私が王になりかわって、今後はこの国をだんご帝国にするのだ」


「ちょっと待てって。それは約束が違ちがうぞ。だんご昼寝王国にするって言ったじゃん」


「うむ。ならそれにしよう」


　なんて会話をしながら、ライナとフェリスは、さっさとその場を去さっていく。








　それを……


　ルークは独り、呆ぼう然ぜんと見送りながら、


「か、帰るの!?　というか、いやあの……この展開は、あきらかにおかしくないですか？　その、なんていうか、ライナさん、そんなあっさり納なつ得とくして去ってくのはどうかと……だいたい、もっと疑ぎ問もん点てんとかいろいろ……」


　が、しかし、ライナたちはそのままあっさり去っていってしまって……


　そんな展開についていけないルークは、


「………………え、えーと……と、とにかくその、もう日が落ち始めたし、今日は早く寝て、明日一番に捜そう索さくを始めよう」


　言って、再び独り、魚料理を作り始めたのだった……








　ちなみに、そのすぐ隣となりの島では。


「エイ、ザー、ハスト、クルオール」


「グロウスです!!　ミルク隊長！」


「あ、ムーだー!!　やったーこれでラッハ、リーレ、ムーが揃そろったね!!　まったくもう、ルークってば、どこで道草してるのかなぁ？　クジラさんとかと、お友達になって遅おくれてるのかなぁ？」


「案外、ペンギンさんかもしれませんよ？」


「ペンギンさんっ!?　あ、みんな知ってる？　合い言葉の『グロウス』っていうのね、ペンギンさんって意味なんだよ!!　そこだけは古こ文もん書じよに訳やくが書いてあった！」


『へぇ～さすが隊長、物知りですね!!』


　と感心するラッハ、リーレ、ムー。


　しかしもちろん三人は……


　いや、翌日は運悪く反対方向の島へと移動してしまうルークを含ふくめて──


　自分たちが『私はいまトイレで殺されたペンギン！』、などと必死で連発しているなんてことは、知る由よしもなかった……







（ろすと・あいらんど：おわり）







　きる・ざ・きんぐ







「いまここで、俺おれたちが国を救すくわずして、誰だれが救うというのか！」


　なんてセリフを、ライナ・リュートはいつものやる気ない声こわ音ねとは別人のような張はり切った様よう子すで叫さけんだ。


　寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみに、やはりやる気なさそうな猫ねこ背ぜの長身瘦そう軀く。しかしそれでも、いつもは緩ゆるみきっているはずの彼の瞳ひとみは、いまはきらきらと輝かがやいて、


「あの、極ごく悪あく非ひ道どういぢめっこ王、シオン・アスタールの奴やつは、俺たちに無む理り矢や理り、勇ゆう者しやの遺い物ぶつを探さがしてこいだの、ちゃんと仕事しろだの、昼寝ばっかりするんじゃないだの、一日二十時間も寝てちゃだめだのと、思わず母親かてめぇは！　と叫びたくなるような、およそ常人には不可能な無理難なん題だいを言ってきやがって……いま状じよう況きようは、最悪なところまできている！　このままではあのダメダメ王のせいで、ローランド帝てい国こくが滅ほろびるどころか、世界が、いや、宇う宙ちゆうが崩ほう壊かいする恐おそれすらあるのだ！」


　と、熱く語る。


　それに今度は、澄すんだ、しかし、妙みように愛あい想そのない平へい坦たんな女の声が、


「うむ。よく言ったライナ。私も常つね々づねそう思っていたところだ」


　と、うなずいた。


　それにライナはそちらへ顔を向けて。


　するとそこにいたのは、信じられないほどの絶世の美女だった。


　艶つややかな長い金きん髪ぱつに、異常なほどに整ととのった顔。スタイルのいい華きや奢しやな肢し体たいに、腰こしには、あきらかにその細い腕うでで扱あつかえるとは思えない、長ちよう剣けんを差していて．


　とにかく彼女は、美人だとか美人じゃないとか、そんな次元を遥はるかに超こえた美人だった。


　まあ、そんな美人がさっきからひたすら串くしだんごを食べ続け、にもかかわらず、まったくおいしそうじゃない、無ぶ愛あい想そうな表情が気になるといえば気になるが……


　そんな奇き妙みような相あい棒ぼう、フェリス・エリスが言ってくる。


「……あの王の奴め、言うことをきかないと、私のお気に入りのだんご店を潰つぶすなどと恐きよう喝かつしてきおって……だんごなくしてなにが政治だ？　なにが英えい雄ゆう王おうだ？　国というものは、だんごが裏で動かしているということを、あの愚おろかな王は知らぬのか？」


　なんて発言に……


　ライナは一いつ瞬しゆん、手足の生はえた妙に賢かしこそうなだんごが、国の税率とかを決めている様子を思い浮うかべてしまい……


『いや、それはどうかと思うけど……』


　とは思ったが、話もだいぶ盛もりあがってきたところなので、


「そうだそうだー!!」


　と、適てき当とうにあいづちを打っといた。


　とにかく問題は、だんごじゃないのだ。


　この国の王は極悪非道で、なのに、国民やら、他の奴らはみんな、その王に騙だまされているということが問題なのだ。


　ちまたでは、前王の悪政を指し摘てきし、あざやかな手て並なみで革かく命めいを起こした英雄王だとか、完全無欠の王だとか呼ばれ……さらには、まだ弱じやつ冠かん十九歳さいのこの王は、高い能力、カリスマ性、容よう姿し、政治手しゆ腕わん、その全すべての面で絶大な支持を国民から集めている。


　などと評されているらしいのだが……


　そんなものはライナに言わせれば、


「調子に乗んなっ！」


　言ってやった。


　それにフェリスもだんごを食べながら、


「いいぞライナ。よく言った！」


　二人はさらに盛りあがる。


　ちなみに、彼らがいまいる場所は、どうやって忍しのび込んだのか、なんと、ローランド帝国王が住まう王城の、屋おく上じようだった。


　綺き麗れいな月が出ている真夜中。


　二人は王城の上で、


「そんなわけで、今日みんなに集まってもらったのは他ほかでもない！」


　といっても、集まってるのはライナとフェリスだけなのだが……


　ライナは気にせず続ける。


「いかにしてそんな、調子に乗りまくってる王シオンの奴を、いじめ殺してやるかについて、我々は話しあわなければならない！」


　するとフェリスは、だんごをぱくついたまま、すぐ高くさま手をあげて……


　それにライナが、


「はい、フェリス君。意見をどうぞ」


「ん。とりあえずは王やつのお気に入りのなにかを盗ぬすんで、『お、俺の大切な物がぁー!?　も、もうダメだ……バタリ』という暗殺方法はどうだろう？」


　と、あきらかにダメそうな計画を提てい案あんしてくる．


　しかしライナはそれに、


「お、いいねそれ！」




[image: ]


　ノリノリだった……


「で、おまえはシオンの奴のお気に入りのなにかってのが、なんなのか知ってんのか？」


　すると、なぜかフェリスはうろたえた表情で、


「…………………………だ、だんごか？」


「そりゃおまえのお気に入りだろうが」


　ライナはすぐさま突つっ込こんだ。


　とそこで、今度はライナがはっとひらめいて、高く手をあげた。


　それにフェリスが、


「はい、ライナ君。意見をどうぞ」


「任まかせろ。んで、こんなんどうかな？　シオンのベッドに、あいつが嫌きらいなもんをいっぱい入れてさ、『うぎゃー掛かけ布ぶ団とんめくったら、俺の嫌いなものがぁあああ……バタリ』計画！　これであいつも一巻の終わりだぜ！」


　と、こちらもあきらかに子供の悪戯いたずらと大差ない、ダメそうな計画を提案して……


　しかし、フェリスはそれに、


「おお、それもいいな」


　結局二人とも、暇ひま人じんだった……


　とりあえずそんな、いまいちしょぼいローランド王暗殺計画を立てているところで……


　突とつ然ぜんそれは、聞こえてきたのだった。


　野太い、男の声．


「…………こんな楽な仕事は初めてだぜ。貴き族ぞくの手引きで城内には簡かん単たんに侵しん入にゆうできるし、さらに脱だつ出しゆつルートまで貴族どもが手配してくれるとは……」


　続いて、あきらかにこちらは下したっ端ぱと思われる数人の男が、怯おびえた声音で、


「で、でもお頭かしら……相手はあの、噂うわさの英雄王ですよ？」


「そ、そうですよ。そんな簡単に暗殺できるとは……」


「だ、だいたい、完全無欠の王シオン・アスタールと言えば、いまやもう、伝説的な存在と言っても……」


　が、お頭は顔を歪ゆがめ、


「馬ば鹿か野や郎ろう！　ローランド随ずい一いちとも呼ばれたことがある、暗殺稼か業ぎようの名門、モス一族のエリートのおまえらが、仕し掛かける前からそんな弱気でどうすんだ！　そんな噂に惑まどわされて、暗殺稼業がやってられっかよ！　完全無欠の王だ？　高い知性にカリスマ性に美形で性格がいいだと？　ンな奴がいるわきゃねぇだろうが！　それをあの女ときたら、一度アスタールの野郎を見たことがあるだけで、毎日『ああもう、王様かっこいー[image: ]　アスタール様さいこー[image: ]　え？　クールな暗殺稼業、モス一族の頭とう領りよう？　もうそれ聞き飽あきたわよ。だいたい、自分の素す性じようをそんなあっさり明かす暗殺者がどこにいんのよ。モテたいなら、今度はもうちょっとマシな噓うそつくのね。さ、もう別れましょ。私はこれから、アスタール様一ひと筋すじで生きていくの[image: ]』とかはしゃぎやがって……もう絶対許ゆるせねぇ！　アスタールの野郎、ぶっ殺してやる!!」


　なんて怒ど鳴なり散ちらす．


　それに部下たちがあきれた表情で言った．


「……お、お頭、あんた……女にモテるためだけに、素性バラしたんですか……」


「……おまけに完全に逆さか恨うらみだし……」


「じゃかましい！　おまえらだって、王で美形で頭がいいなんて奴許せねぇだろうが！」


　しかしそれには部下たちが一いつ斉せいに首を振ふって、


「いや、別に王には王で大変なことがあるだろうし……いまの王になって、この国もなんかすごくいい感じになってきたような気が……」


　が、お頭は言葉を遮さえぎり、


「馬鹿が！　だからおまえらは考えが甘あまいってんだよ！　あの王になってから、この国がよくなっただ？　よく状じよう況きようを見てみろ！　あの王はいま、国中の女にモテモテなんだぞ？　おまけに女にモテモテで、さらに女にモテモテで、さらにさらに女にモテモテだったり、女にモテモテまくってたりする野郎なんだぞ？　二番街がいのカフェのパームちゃんだって、四番街の美容室で眉まゆ毛げカットしてくれるミントちゃんだって、みんなあの野郎のファンなんだぞ!?　そこらへんのことをよく考えて、もう一度発言してみろ！」


　そう怒鳴った瞬しゆん間かん、部下たちはなぜか、まるで雷かみなりにでも打たれたような表情になって、


「お、お頭、俺たちが間ま違ちがってました!?」


「まさか、まさかそこまでお頭がこの国のことを考えているとは……」


「お、俺、お頭に一生ついていきます……」


　なんて言ってくる部下たちに、お頭は涙なみだを流さん勢いきおいで、言う．


「わ、わかってくれたかおまえたち!!　いまここで、俺たちが国を救わずして、誰が救うというのか！　俺たちモス一族が、この国を、世界を……いや、それどころじゃない、宇宙すら救うのだ！」


　なんて……


　なぜか、さっきライナが言っていたのと、いまいち似に通かよった発言をするお頭を見て……


　フェリスが言った。


「ふむ。おまえと同類がいるな、ライナ」


　それにライナはげんなりと、


「うう、言われると思った……ってか、あんなアホそうな暗殺者とだけは一いつ緒しよにされたくなかったのに……なんてまあ、そんな冗じよう談だんはさておき。どうするよあれ。なんか、シオン殺すつもりらしいけど……」


　それにフェリスが目を細めて言った．


「…………ふむ。あやつらが殺してくれれば、手間が省はぶけるのだが……」


　しかし、ライナは肩かたをすくめ、暗殺者たちのほうをもう一度見て……


「ま、見た感じ、アホな言動はさておき、身のこなしはかなりのもんだぞ？　普ふ通つうに会話してんのに気け配はいは薄うすいし、あながち『ローランド随一と呼ばれたことがある暗殺一族』ってのも、噓じゃないかもな。まあ、呼ばれたことがあるだけで、随一じゃないだろけど……」


　とそこで、彼は言葉を止める。


　暗殺者、という言葉に、少し、なにかを思い出して……


　しかし、すぐに首を振り、続ける．


「でも、まあ無理だろなぁ。シオンには護ご衛えいもついてるだろうし……ああでも、あいつらがシオン襲おそって警けい戒かいが強まるのは、いただけないなぁ……俺たちが考えに考えた、『うぎゃー掛け布ぶ団とんめくったら、俺の嫌きらいなものがぁあああ……バタリ』計画が、実行しにくくなる」


「うむ。『お、俺の大切な物がぁー!?　も、もうダメだ……バタリ』計画もな」


「だな。んじゃめんどくさいが、やるか？」


「うむ」


　と、二人が立ちあがった……


　瞬間だった。


　突とつ如じよ、ライナの背はい後ごから、強大な殺気が吹ふき上がって……


　それにライナは慌あわてて背後を振り返ると、


「うお……え!?　な、なにが……」


　が、言葉はそこまでだった。


　彼の背後には、信じられない光景が広がっていて……


　異常な速はやさで迫せまりくる、剣けん。


　当たれば、即そく死し。


　すぐにそれはわかった。


　だが、その剣を見ても、ライナは驚おどろかなかった。


　かつてローランド軍の暗部において、天才と呼ばれた彼なら、そんな剣などかわすことはたやすいから……


　ではない。


　はっきりいって、こんな常じよう軌きを逸いつした速さで迫る剣を、よけられるはずなかった。


　なのに彼が平然としていられるのは……


「…………またかよフェリス……」


「うむ。一人でいってこい」


　瞬間、ゴンっという音とともに、ライナはフェリスの剣の腹はらに殴なぐられて、吹っ飛ぶ。


　そのまま彼は、空中をくるくるときりもみ状に回転しながら、相変わらず平然としていられるのは……


　すでに彼女の傍ぼう若じやく無ぶ人じんな態たい度どに、もう慣なれているからだった。


「……っていうか、日増しにどんどん慣れていく自分が恐こわいよ……」


　なんてため息いきまじりに言ってる間にも、彼は頭から着地。そのままごろごろと暗殺者たちの前に転がっていって……


　それから、ゆっくりと立ちあがる。


　そして、


「やぁ。調子どう？」


　なんて発言に、暗殺者たちは当然驚きよう愕がくの表情で、


「……………………」


　言葉もないようだった。


　が、すぐさま、


「な、なんだてめぇは!?」


「どっから現れやがった!?」


　その言葉にライナは、やはりやる気のない声音で、


「いや、実は俺たちのほうが先にここにいたんだけどね……あのへんに」


　と、指差すと、そこではすでに、屋上にゴザを敷しいて、フェリスが独ひとり、優ゆう雅がに月見だんごパーティーを開き始めていて……


「……………………」


　またも暗殺者たちは、絶ぜつ句く。


　ライナはライナで半はん眼がんで、


「…………ああそう。やっぱ手伝う気、ないのね……いいけどさぁ……」


　やはり慣れたものだった。


　とそこでお頭かしらが、


「な、なんなんだよてめぇら！　いったいここで、なにしてんだよ！」


　それにフェリスが、


「うむ。見てわからないか？　ローランド城の上、ゴザを敷いて月を見ながらすることといえば、この国の真の帝てい王おう様に、この国が進むべき次の道を示していただいているに決まっているだろう？」


　なんて発言に、やはり暗殺者たちは驚おどろきの顔で言った．


「ンな!?　真の帝王だと!?」


「この国の王は、シオン・アスタールじゃないのか!?」


　するとフェリスが、


「馬ば鹿かめ。あんなただカッコつけなだけの馬鹿王に、この国が治められるはずがないだろう。この国を本当の意味で動かしているのは、真の帝王様、ただお一人だ……」


　その言葉に、暗殺者たちはさらにたじろいで、


「し、真の帝王……響ひびきからして凄すごそうだぜ……い、いったい、いったそいつはどこに!?」


　それにフェリスが自信満々の表情で、


「ここだぁ！」


　と、手に持った串くしだんごを掲かかげてきて……


「真の帝王だんご様の御おん前まえであるぞ！　貴様ら、頭ずがたかぁい！」


　なんて叫さけんで。


　やはり今日はどうも、フェリスもノリノリのようだった……


　当然、そんなノリに暗殺者たちがついてこられるはずもなく、


「…………な、なんなんだよこいつ……」


「か、完全にイッちまってやがる……」


「も、もったいねぇ……こんな、こんな美人なのに……」


　なんて、むしろ逆に憐あわれまれてしまう。


　それにフェリスは……


「……………………ん」


　と、無言で腰こしの剣けんに手をやろうとしたところで、ライナは慌あわてた。


「あーあーフェリス！　ま、待て！　殺すな！　えと、その、あ、あれだって。ほら、なんての？　突然真実をつきつけられたって、愚ぐ民みんは理解できないっていうかさ。だんごが国を動かしてるだなんて、最初はなかなか信じられないっていうか、それにあれだろ？　今日はだんご様と、国の税率とか話しあって決める日じゃないの？　こいつらは俺がやっとくからさ、ま、まあ落ちつけって」


　と必死でなだめる。


　彼女が本気になったら、こんな暗殺者など、一いつ瞬しゆんで十回くらい皆みな殺ごろしにされてしまっても、まだ足たりないくらいなのだ。


　となると、誰がこの暗殺者を雇やとったのか、聞き出すこともできなくなって……


　となると、それがシオンにバレた場合、あとでまた、出で来き損そこないだの、役に立たないだの、愚ぐ痴ち愚ぐ痴ちいじめられることは間ま違ちがいなしで……


「ああもう、フェリスとシオンの板ばさみで、なんか俺って、すげぇ可哀かわい想そうだよなぁ……」


　なんて、彼がうめくように呟つぶやくと……


　それになぜか、憐れみたっぷりな表情でフェリスがうなずいた。


「うむ。私の冗じよう談だんを真に受けて、真剣な顔で『だんご様と税率とか話しあって決める日じゃないの？』だと？　だんごが言葉を話すわけがないだろうが……幻げん覚かくの見すぎだぞ。薬はほどほどにしておけよ、ライナ」


　続いて暗殺者たちが、


「お、おまえ、薬やってんのか？　だめだぞおい。あれはまじで人間をだめにするぞ？」


「最後は、うあーうあーしか言えなくなっちゃうんだぞ？」


「まだ若いんだ。絶対やめとけって！」


　そんな、愛情溢あふれるありがたい忠ちゆう告こくに……


「………………」


　ライナは、もう、あまりの嬉うれしさに涙なみだを流さんばかりの表情で、


「てめぇらぶっ殺したらぁああああああ!!」


　そうして、戦せん闘とうが始まった。


　さすがローランド随ずい一いちと呼ばれたこともあるという暗殺者たちは、ライナが叫んだ直後にはもう、戦闘体たい勢せいに入っていた。


　足音も、気配もないその動きはあまりに鮮あざやかで……


　ライナの見立てどおり、かなりやるようだった。


　それも相手は四人。


　状じよう況きようは、あまりいいとはいえない。


　お頭が言う。


「小こ僧ぞう……俺たちを相手にするってことが、どういうことかわかってねぇみてぇだな」


　続いて部下が、


「まあ、俺たちの恐おそろしさがわかったときにはもう、命はないけどな」


「俺たちは素人しろうと相手にも、手て加か減げんはしない。それが、プロがプロたる証あかし。こんな若者を殺あやめるのは気が引けるが、これも運命と……」


　が、そこまででライナは、やはりやる気のない半眼のままで、


「能書きはいいから、早くこいって。あんまりほっとくと俺、寝ねちゃうぞ？」


　と言った、刹せつ那な。


　一人が襲おそいかかってきた。


　凄すさまじい速さ。


　背後から音もなく忍しのび寄より、ライナの首筋へとナイフを……


　が……


「よっと」


　あっさりライナは、ナイフを持った暗殺者の腕うでを受け止め、


「な……」


　さらに、驚愕の表情の暗殺者の腕を、ねじりあげ、関節を極きめ、さらに首筋に手しゆ刀とうを入れて、


「ほい、一人終しゆう了りよう」


　流れるような動きだった。ゆったりとした、しかし、あまりに滑なめらかな動きに、まるでそれは、舞まいかなにかを舞まうかのようで．


　だが、次の刺し客かくはすぐに訪おとずれる。


　二人の暗殺者がナイフを突つき出してきて……


　しかし、


「二人できても同じだよ」


　と、左右から迫せまる二人の暗殺者の腕をやはりあっさりとらえ、ひょいひょいと、さっきと同じ要よう領りようでねじり、関節を極め、首筋に手刀をぶちこんで、昏こん倒とうさせ……


　が、そこで、


「ふはは！　かかったな！　ナイフを押おさえていては、この魔ま法ほうはかわせまい！」


　お頭かしらが叫さけぶ。


　ライナが顔をあげると、お頭はすでに手を空間に踊おどらせ始めていて……


　それにライナはうろたえて、


「お、おいおい、攻こう撃げき魔法撃うつつもりか？　おまえ、状況見てわかんねぇのかよ？　そっから撃ったら、仲なか間まに当たんぞ？」


　が、それにお頭はにやりと笑って、


「だから？　ようは勝てばいいのだ勝てば！　仲間など、プロの俺たちには関係ない！」


　その、言葉に．


「…………ほう。仲間を殺すのが、プロね」


　ライナの目が、細まった。


　すると突とつ然ぜん、普ふ段だんは緩ゆるんでいる彼の黒い瞳ひとみの中央に、奇き妙みような模も様ようが浮うかぶ。


　朱しゆ色いろに組まれた、五ご方ぼう星せい。


　その瞳が、目の前の光景を、見る。


　空間に手を踊らせ始めたお頭を見つめ、さらにその指先を見る。指先の光。ローランド特有の魔法……光の魔ま方ほう陣じんを描えがいて発動させるタイプの魔法が、空間に描かれ始めたのを見て……


　しかし、たったそれだけで、彼はすべてを理解してしまう。


　相手がなんの魔法を使おうとしているのか？　その構こう成せいはどうなっているのか？


　攻撃範はん囲いは？


　威い力りよくは？


　術の起動法は？


　特性は？


　術者当人よりも速く、深く、すべてを理解し、さらに、その解除キヤンセル法を見つけ、発動する。


　ライナは気だるそうに手を動かした。


　なのに、そんな怠たい惰だな動きにもかかわらず、まったく隙すきのない構成で編あまれていく魔方陣は、相手よりも先に完成してしまい……


「求めるは雷らい鳴めい〉〉〉・稲光いづち」


　唱となえた途と端たん、魔方陣の中央から、稲いな妻ずまが生まれる。その稲妻は、あっさり相手が描いていた魔方陣を撃ち抜ぬき、かき消してしまって。


　相手はそれに、


「な……なんだ!?　いったい、なにが起きたんだ!?　お、俺のほうが先に魔法を起動してたのに……そ、そんなはずが……」


　だが、ライナはまだ止まらない。一気にお頭との間合いを詰つめて……


　お頭が、それにとっさにナイフを抜こうと腰こしに手をかけ……


　が、


「させねぇよ」


　ライナがそれを、腰にかけた手ごと左足で踏ふんで、押さえてしまう。さらにそのまま右手でお頭の頭をつかむと、地面にぐいっと引き倒たおして……


　お頭は、おびえた目で、ライナを見る。


「き、貴様……いったい何者なんだ……こんな、こんなはずが……こんな若わか造ぞうに………」


　しかし、そこで言葉が止まり、お頭の顔が歪ゆがむ。そして、


「な……まさかそ、その目……おまえ『複写眼アルフア・ステイグマ』保ほ持じ者しやなのか……………………ば、化ばけ物ものめ……」


　化物……そう呼ばれた。


　彼の瞳、『複写眼アルフア・ステイグマ』は、いつだって嫌けん悪おと、畏い怖ふの感情を持って口にされる。


　誰だれもが忌いみ嫌きらう、生きていてはいけない、大量虐ぎやく殺さつの化物……


「…………」


　だが、ライナはそれにうんざりしたような声音で、


「…………仲間を見殺しにするような奴やつに言われたかねぇけどな。さ、遊びは終わりだおっさん。寝ねろ」


　言って、腹に拳けん打だをたたきこむと、お頭はあっさり昏倒してしまう。


　それを確かく認にんしてから、


「…………」


　ライナは、少しだけ悲しげな表情で、振ふり向いた。


　すると。


　背後ではフェリスが……ライナが倒した暗殺者の懐ふところを一いつ生しよう懸けん命めい探さぐって、金品を盗ぬすもうとしていて……


「……………………おまえさぁ、曲がりなりにも、貴族だろ？　そんな金に困ってんのかよ？」


　しかしそれに、フェリスはあっさりうなずいて、


「うむ。いや、別に私は金に困ってはいないが……とある人物が最近、多額の借しやつ金きんを抱かかえてな。私としては、ぜひ助けてやりたいのだ。だから少しでも返へん済さいの足しになればと……」


　なんて発言に、ライナは驚おどろきの表情で言った。


「え？　おまえが誰かを助けたい!?　なんて言葉、初めて聞いたぞおい。あ、あれか？　恋こい人びとかなんかか？　ってか、おまえ恋人いたの？」


　するとなぜか、フェリスはどこか夢見る少女のような瞳で、


「いや、恋人ではないが、私の憧あこがれの人だ。いまのだんご業界を心から憂うれいてる人でな」


「ほう。なんかおまえと話があいそうな奴だな。んで、それって、男か？」


　それにあっさり彼女はうなずき、やはり、恋する乙女おとめのような表情で顔を赤らめて、


「うむ。あれほどすごい男を、私は見たことがない。ついこの間も、だんご組合が借金の利子が払はらえず破は綻たんしそうになったときに『俺が払ってやるぁ！　借金全部、この金で返しな！』と、男らしく一気に返済してしまってな」


「ってか、そういう喋しやべり方の奴が、おまえの好みだったってことのほうが、ちょっと気になるところではあるが……」


　しかし、そんな発言はあっさり無視して、フェリスの言葉は続く。


「だがそのせいで彼は、多額の借金を抱えてしまったのだ。それはもう、一生かかっても払いきれないぐらいの……だから少しでも返済の助けになればと、ここのところ私も、一生懸命金きん策さくに走りまわっているのだ」


　それにライナは、今度こそめずらしいものでも見るような表情で、


「…………へ、へぇ……なんか、おまえでも好きな男のためだったら、そういう健けな気げなことすんのな」


　するとフェリスは心外だとばかりに、


「あたりまえだろう。あれほど男気のある男を見て、惚ほれぬ女などいるはずないではないか。ああ、彼のことを想おもうたびに、胸が熱く、苦しくなる……」


「へぇ」


「……ライナ……リュート様[image: ]」


「てめぇ人の名義でまた借金しやがったのかぁああああああああああああああ!?」


　今度こそ、ライナは悲鳴を上げた。


　しかしそれにフェリスはあっさり、


「すまん」


「すまんじゃねぇええええええってか、一生かかっても払いきれないってどういうことだよおい!!」


「…………すまん。だからほら、私も悪いと思ってるからこそ、こうして……」


　と、顔を赤らめ、


「…………ライナ……リュート様[image: ]」


「意味ねぇえええええええええええ!!」


　ライナは泣いた。


　そのまま、必死の形ぎよう相そうで、


「ど、どうする俺？　一生かかっても払い切れない借金って……ってかフェリス!!　おまえ、貴族だろ!?　借金肩かたがわりしてくれよ」


　するとフェリスは首をかしげて、


「なにを馬ば鹿かげたことを。なぜおまえごときの借金を私が……」


「てめぇがした借金だろうがぁあああああって、叫んでも意味ないところがマジでヤバい!?　ど、どうしよ。あーえーとうーんと………………あ……」


　とそこで、ライナの頭に突とつ然ぜん、名案が浮うかんだ。


　それも、二つも。


　そこで、ライナはフェリスのほうを見て、聞いた。


「あーちょっと質問。その借金ってさ、こんな方法で返済できないかな？　ほら、いま俺たちってば、ガラにもなくシオン守って、暗殺者ぶっ飛ばしたじゃん？　ってことは、俺たちはなんと、この国の王の危き機きを救ったわけだよな？　ってことは、なんか王から褒ほう奨しよう金きんとかでちゃっても、おかしくないと思うわけ。その褒奨金でさ、借金、返済できたり、する？」


　が、フェリスはそれに、


「おまえ、だんご組合の借金の額をなめるなよ」


「……………………俺はなんかもう、だんごが嫌きらいになりそうな勢いだよ……」


　と、ライナはげんなり言ってから、


「でもまあ、その案はだめとして……じゃあ、最終手段しかないな」


「ほう。おまえが度たび重かさなる女遊びで作ってしまったあの巨きよ額がくの借金を返せるほどの、なにかいい考えでもあるのか？」


「……すげぇ。いつのまにか段々俺が作った借金にすり変わっていってる……いやもう、いつものことだから、いいけどさぁ……その借金も、なんか簡単に返せる方法を見つけちゃったしね」


「ふむ。どんな方法だ？」


　その問いに、ライナはにやりと笑って、


「前にさ、おまえ言ってただろ？　『金持ちから金を奪うばうのは、いつの時代も義ぎ賊ぞくだ』ってさ。で、俺は考えたんだが……この国で一番の金持ちって、誰だと思う？」


「……ん？　一番の金持ち？　噂うわさでは海運業で名を馳はせた…………」


　が、そこで言葉を止め、フェリスも微び笑しようを浮かべ、


「ああ……おまえが言いたいことが、わかった。そういえばいたな。このローランドで、もっとも悪あくどい金持ちが……」


　それにライナも、悪わるそうな笑えみを浮かべ、


「だろぉ？　だからあれだよ。『ああ!?　金が、金が、俺の一番大切にしてる金がぁああああ……バタリ』計画だよ。そうすりゃ、俺の借金返すどころか、一生寝ねて暮くらせるぜ」


「だんごに埋うもれて暮らすのも夢じゃないな」


「だな」


「ふ、ふふ、ライナ、お主ぬしも悪わるよのう……」


「ふふふふふ、フェリス、おまえもな……」


『ふ、ふふふふ、ふふふふふ』


　二人で仲良く笑いはじめて．


　やはり結局二人とも、暇ひま人じんだった……





　　　　◆





　誰もが寝静まった深夜。


　闇やみ夜よにまぎれて、二つの影かげが走る。


　気配は、ない。


　音も、ない。


　ときには天てん井じように張り付き、ときには物もの陰かげに潜ひそみ、同じ廊ろう下かをすれ違ちがった者でさえ、彼らの存そん在ざいに気づかない。


　無む駄だのない動きで王城に忍しのび込み、見取り図を手に入れ、さらに隠かくし扉とびらの先に隠された宝ほう物もつ庫この前にたどりついてしまう……


　あまりに巧たくみだった。


　本職の暗殺者や盗とう賊ぞくなんかよりも、あきらかにその動きは巧みで……


「楽勝だな」


　というライナの言葉に、


「うむ。さすが日ひ頃ごろ女の下着を盗ぬすんでるだけはあるな。素す晴ばらしい動きだったぞ。ほめてやる」


「……あー、なんか、すげぇ嬉うれしくないなぁ……」


　なんてげんなり呟つぶやきつつも、さっそく、鍵かぎのかかった扉に手をかける。そのまま、かちゃかちゃと鍵を外はずそうとしながら、


「しっかし、ほんとに宝物庫なんてもんがあるとはな……シオンの奴やつ、あんな好青年ヅラしといて、意外に金に汚きたない？」


　言ってから、懐ふところから城の見取り図を取り出す。するとそこには、王の間の奥おくに隠し部屋があり、さらにその先には、宝物庫がある、なんてことが描かれていて……


　それを見てフェリスが、なぜかちょっと遠い目をして、


「……所しよ詮せん男なんてそんなものよ。初めは『君が男だろうが、女だろうが関係ない！　君という存在が好きなんだ！』なんて優やさしい言葉をかけといて……なのにジョニーの奴、結局はあたしの財ざい産さんが目当てだったなんて！……もうあたし、男なんて信じないわ!?」


「…………いや、ジョニーって誰だよ…………っと、一応突つっ込こんで欲ほしい？　ってか、そんなセリフを、今度はどこで仕入れてきたんだ？」


「うむ。最近ベストセラーになっていると書店で勧すすめられた本でな、『女飼がい３・すべての女は俺のモノ編』という本なのだが、知ってるか？」


「ってかそれ、絶対ベストセラーになってない！　どこの世界のベストセラーだよ……それにいつも思うが、おまえ、読む本いつも絶対間違ってると思うぞ……」


「ん？　そうか？　なら、今度はおまえがお勧めの本を紹しよう介かいしろ」


「あ？　いや、そりゃいいけど、フェリスって意外と本好きだよなぁ……」


「うむ」


「どんなジャンルがいいかね。とりあえずメジャーなところを……って、あ？　お？　鍵、開きそう……」


　とそこで、ライナは鍵をさらにかちゃかちゃと動かすと……


　次の瞬しゆん間かん、ガチャンっという、それらしい音が鳴って、鍵が開く。


　それにライナはにやりと笑って、


「成功～。ってなわけで、俺たちはこれで、一いち躍やく金持ちだな」


　するとフェリスも少し微笑を浮うかべ、


「うむ。さあライナ。例のあのセリフを言うぞ」


「へ？　あのセリフって？」


「悪あく逆ぎやく無む道どうの限かぎりを尽つくし、民たみをいじめて私し腹ふくを肥こやす悪あく魔まめ！　いまこそ正義の使し徒と、フェリス・エリス様の鉄てつ槌ついをくらうがよい！」


「…………というセリフは、どの本で読ん……いや、タイトル聞くのが恐こわいから、もういいや……ま、まあ、んじゃ、悪徳王を、『ああ!?　金が、金が、俺の一番大切にしてる金がぁああああ……バタリ』状態にしにいこうかね」


　と、ライナは扉に手をかけた。


　そして、開く。


　するとその先には、金や銀に輝かがやく、色とりどりの宝物……


　ではなく。


　あまり大きくない部屋に、部屋を埋うめ尽くさんばかりのとんでもない量の書類の山と、貧ひん相そうな机つくえが一つ、置いてあった。


　本当に汚い、雑ざつ多たな部屋。


　だが、机がある中央だけが、別の世界であるかのように輝いている。


　いや、中央の机で書類仕事をしている、一人の男を中心に、輝いて見えると言ったほうがいいだろうか？


　高貴な生まれを感じさせる、艶つややかな銀色の長い髪かみを後ろにくくり、意志の強そうな鋭するどい金色の瞳ひとみ。均きん整せいのとれた容姿に、ライナと同い年にもかかわらず、その動きには優ゆう美びさと、そして風ふう格かくが漂ただよっていた．


　ぱっと見ただけでも、彼が常人ではないことが、わかる。


　選ばれた者。


　王者になるために、生まれてきた者……


　誰もが嫉しつ妬とか羨せん望ぼうの色に染そまり……しかし、最後には心しん酔すいし、彼の手を取りたくなる。


　シオン・アスタールとは、そういう男だった。


　とそこで、シオンはライナたちに気付いたのか顔をあげて、


「よおライナ。遅おそかったな」


　そう言って、まるで王らしくない、無む邪じや気きな笑みを浮かべた。


　とろけるような、微び笑しようだった。




[image: ]


　本当に常人なら、その笑え顔がおだけで、彼にひれ伏ふしたくなってしまうかもしれない。さっきの暗殺者の言葉じゃないが、ローランド中の女がこの男に夢中な理由もわかる。


　だが……


　ライナは、そのシオンの微笑を見た瞬間、顔を歪ゆがめた。


　彼は、知っているのだ。このシオンという男の本ほん性しようを。ローランド中の女たちが、いかにこの男に騙だまされているかを。


　ライナは震ふるえる声音で、


「………………遅かったな？　ってことは、俺がここにきたのって、もしかして、まぁたおまえの手の平の上？　ってことは、この見取り図は、おまえが……？」


　しかしそれにシオンはあっさり、


「いや、それよりずっと手前から、俺の手の平の上だぞ？」


「ずっと、手前？　って……」


　するとシオンはそれに、嬉うれしそうに笑いながら机の引き出しから一枚の紙を取り出し、こちらに掲かかげてきて……


「あ？　なんだ？」


　ライナが目を細めて、その紙を、見る。


　するとそこにはこんなことが書いてあった。


『借用書。ライナ・リュートは、ワクワク商会より金一○○○○○……』


「てめぇら組んでやがったのかぁあああ！」


　と叫さけぶライナに、フェリスが後ろで、


「……お、落ちつけライナ。私は知らない。いったいこれは……」


　が、さらにシオンは机の引き出しからもう一枚紙を出して……


『借用書。ローランドだんご組合は、どきどきローンから、金一○○○○○……』


「き、貴様がだんご組合を陥おとしいれたのか!?」


　と、やはり叫んでシオンをにらみつけるフェリス。


　どうやら、フェリスも騙されていたらしい。


　そんな二人の様よう子すを楽しげに、いじわるな笑顔で眺ながめながら、シオンはさらに言う。


「というわけで、金に目が眩くらんだ二人は、俺のところに金を奪うばいにくる……と。全部予想どおりで、仕事がしやすいよ。で？　金が欲ほしいってことは、仕事が欲しいってことだよね、君たち」


　とそこで突とつ然ぜん、今度は好青年風の表情にころっと変わって、


「大だい丈じよう夫ぶ。僕ぼくに任まかせておけ。仕事はちゃんと用意してある。この部屋はライナ専せん用ように作った研究用の部屋だし、フェリスにはフェリスで、四番街で最近活動してる盗賊団の壊かい滅めつにいってもらおうと思ってるし。いやぁ、本当に君たちには感かん謝しやしているよ。僕は仕事好きな部下を持って幸せだなぁ」


　なんて一気に言ってきて……


　シオンは、状じよう況きように応じて自分の呼こ称しようを、俺、僕、私と変える。


　それだけ見てもあきらかにこの男は……


「こ、この詐さ欺ぎ師し王め……」


「ん？　なんだライナ？　借金の利率を上げて欲しいのか？」


「……ご、ごめんなさい……」


　続いてフェリスが、


「わ、私はおまえの言うことなんか……」


「あ、そうそうフェリス。なんか、だんご組合がまた、俺が趣しゆ味みで作ってるワクワク商会に借金を申し入れてね。どうもいまお金が借りられないと、破産しちゃうらしいんだけど……お金、貸したほうがいいかな？」


「……ご、ごめんなさい……」


　悪魔だった……


　悪魔としか、言いようがなかった……


　ライナとフェリスはもう、あまりの恐きよう怖ふに思わずぶるぶると肩かたを寄よせ合い、怯おびえた瞳ひとみでシオンを見つめると、


「も、もしかしてシオンってば、ちょっと怒おこってるのか？　あの、俺たちが勇ゆう者しやの遺い物ぶつとか、まったく見つけないで手ぶらで帰ってきたこと……」


「…………」


　シオンはにこにこと笑う。


「いや、それはシオンに失礼だぞライナ。仮にも英えい雄ゆう王おうと呼ばれた男だ。その程てい度どのことでいちいち怒ったりはしない」


「…………」


　シオンはにこにこと笑う。


「あ、そりゃそうか。ごめんごめんシオン。俺ってば、おまえのことちょっと過か小しよう評ひよう価かしてたわ。そうだよな！　英雄王だもんな！　そんなことで、怒ったりはしないよなぁ？」


　それに。


　シオンはやはりにこにこと、一点の曇くもりもない明るい顔で笑ったまま、


「…………言いたいことはそれだけか？」


『…………』


　今度こそ二人は、本当に震ふるえた。


　するとシオンは満まん足ぞくげにうんっとうなずいて、


「さてと、じゃ、みんなで頑がん張ばって、この国をよくしていこう！」


　なんて爽さわやか発言に……


　ライナとフェリスは小声で、


「…………この国オタクめ」


「…………この政治オタクめ」


「うん。というわけで、ライナとだんご組合の借金は……」


『ちょ、ちょっと待ったぁああああああ!?』


　こうして、ライナとフェリスの、苦く難なんの日々は、始まったのだった……







（きる・ざ・きんぐ：おわり）







　いん・ざ・べっどるーむ







「ねえ陛へい下かぁ、いいでしょう？　私とほら……ね？　絶ぜつ対たいよくしてさしあげますから[image: ]」


　女の、声。


　それに対して、自信溢あふれる男の声が、


「いえ、お美しい女性からのせっかくのお誘さそい、大変嬉うれしいのですが……残ざん念ねんながらちょっといまは仕事が忙いそがし……」


「ま、ま、ま、ほら。堅かたいこと言わないの。お仕事ばかりじゃお体に障さわりますわ。ね？　さあ、私も服を脱ぬぎますから、陛下も……」


「ええ!?　脱ぐって……ちょ、ちょっと待っ……うわ」


　そんな、会話。


　それに、


「なんだぁ？」


　ライナは目を覚さました。


　寝ねグセのついた黒くろ髪かみに、いつもの気けだるい長身瘦そう軀く。


　ライナがいまいる場所は、彼が最近、昼寝場所として一番気に入っている場所だった。


　ローランド帝てい国こく王おう、シオン・アスタール専用執しつ務む室しつ……と、扉とびら一枚だけでつながっている、隣となりの寝しん室しつ。


　王専用の執務室や寝室の割には、別にそれほど広くもないし、家具やらなにやらが豪ごう華かでもないので……


『ああ、この王は、横おう暴ぼうだった前王とは違ちがい、無む駄だな贅ぜい沢たくをしない、いい王だなぁ』


　なんて部下に言われ、はては国民たちにも英えい雄ゆう王おう！　だの、稀き代たいの名君！　だの呼ばれているのだが……


　そんなものは、みんなごまかされてるだけだと、ライナは知っている。


「なにが贅沢をしないだよ。このベッドマットは、間違いなく、最高級品だぞ」


　昼寝マスターである彼にとって、それを見破るのは簡かん単たんなことだった。


　マットに手で触ふれる。なめらかな肌はだ触ざわり。夏は涼すずしく、冬は熱を逃にがさない……


　それをなでてるだけで、また眠ねむ気けに襲おそわれて……


「……ああ、やっぱ違うわ。さすが最……高……級……ふわ」


　とそこで、ライナがまた、夢の中へと入りかけたところで、


「まあまあ、陛下。ここが寝室なんですよね」


「いやだから、ちょっと待ちなさい。私にはそんなつもりは……」


「んもぉ。大だい丈じよう夫ぶですって。私が全部してしまいますから。少しだけ。少しだけです。ちょっとで終わりますから。ね？　それともなんですか？　女の私に、恥はじをかかせるつもりですか？」


「いえ、そんなつもりは……」


「はい決まり。じゃ、いきましょう」


「ああ、だからちょっと待っ……」


　そして、ドンっと音をたてて、寝室の扉が開かれる。


　ライナが薄うす目めを開けると、そこには、服をはだけている女と、そして、その女の服がはだけないようにと、必死におさえているこの国の王、シオン・アスタールの姿があった。


　高貴な生まれを感じさせる、艶つややかな銀色の長い髪。意志の強そうな鋭するどい金色の瞳ひとみ。


　英雄王……誰だれもが彼をそう呼ぶ。


　しかし……


　ライナはそれに半はん眼がんで、


「………………ああ～その、なんだ？　こういう場合は、どう言えばいいのか……えーと……お盛さかんなことで？　違う？　いやまあとにかく、俺おれ、邪じや魔まかな？」


　そう、言いかけたところで。


　女がライナを見る。そのまま驚おどろいたような顔になって、


「へ？　なんで他の人が陛下の寝室に？　それも……男の人……」


　それから、はっと、なにか重要なことに気づいたような表情になって、


「ま、まさか陛下にはそういうご趣しゆ味みが!?」


『違ぁあああああああああああう!!』


　ライナとシオンは、思わず同時に叫さけんでいた。


　だがそれに、女はまた、


「こ、声までハモって……ずいぶんと仲がおよろしいのですね……そう。そういうことだったんですか……何人もの女が陛下に言い寄り、しかし、誰も陛下の寵ちよう愛あいを受けることができない……まさか、まさかそんな理由だったとは……」


　そんなことを言って、よろよろと後ずさりする。


　それにシオンは困こまったような表情で、


「いや、君はあきらかになにか大きな勘かん違ちがいをしているぞ。ちょっと私の話をちゃんと……」


　だが女は、どこかもう、悟さとりを開いてしまったかのような悲しげな顔で首を振ふる。


「これ以上なにも……なにも言わないでください陛下。お二人のことはわかりました。本当の邪魔者は、私のほうだったんですね。私、私誰にも言いません……」


　そこで、目に涙なみだを浮うかべ、


「お幸せに!?」


　なんて叫んで、部屋から走り去っていく。


『………………』


　そんな光景を、ライナとシオンはただ、呆ぼう然ぜんと見つめて……


　続いてライナは、自分の胸むねを押おさえ、恐きよう怖ふの表情でシオンをにらみつけて、


「ま、まさかマジでおまえ、そういう趣味が……」


「そんなわけないだろうが！」


　シオンはうんざりした顔で言う。そのままあきれきった声こわ音ねで、


「おまえが勝手に俺の寝室に忍しのび込んで昼寝なんかしてるから、勘違いされたじゃないか」


　それにライナは、女が去っていった扉のほうを見て、それから再びシオンを見つめた。


「ふむ。あの娘こ、泣いてたぞ？」


「泣いてたな」


「恋こい人びとなら、早く追いかけて誤ご解かいを解といたほうがいいんじゃないか？」


　するとシオンは顔をしかめ、


「ああ……恋人なら、楽なんだろうけどな。あいにく恋人じゃないんだ」


「へ？　じゃあ、愛人？」


「それも違う」


　瞬しゆん間かん、ライナは目を丸くして、


「ま、まさか、体だけの……おまけに『もう飽あきたから君とは会えない』的な展てん開かいか？　うわぁ……さすが権力者。でもなんかすごい嫌いやな話聞いたなぁ。フェリスともここで待ち合わせしてるから、あとで教えて……」


「いや、教えなくていいから……というより、なんでおまえたちは、俺の寝室を待ち合わせ場所に使うかな……」


　シオンは疲つかれた表情で言ってきた。そのまま彼は額ひたいを軽く押さえて、


「だいたい、あの娘ことは初対面だよ。愛人とか、そういうのじゃない」


　その言葉にライナは、


「初対面？」


　シオンがうなずく。


「おまけにここのところ、彼女みたいな女の子が、毎日のようにここを訪おとずれててな……ちょっと困ってるんだ」


「ほう。なんで？　ま、まさかやっぱりそういう趣味があって、女は受け付けないとか……!?」


　そう言ってまた、ライナが体をすくめてみせるが、シオンは大きくため息をつくだけで、


「というおまえの発言は、無視の方向でいいか？」


「え、無視しちゃうの？　大人おとなだなぁ……」


「だろ？　おまえも早く大人になりたい？」


「いや全然」


　ライナはあっさり首を振る。


「だって大人って仕事しなきゃいけないじゃん。俺は、寝る子は育つ方式だから」


「……うらやましい方式だなぁ。早く大人になって、勇ゆう者しやの遺い物ぶつ探さがしの任にん務む、きちんとこなしてくれると嬉うれしいんだけど……」


「大人になったらね」


「ああ。早く大人になってくれるといいなぁ」


　ちなみにライナとシオンは、同い年だったりするのだが……


　シオンはまたもため息いきをついてくるだけで、そこのところは突つっ込こんでこなかった。


　ライナはそれに、勝った！　と、心の中で微び妙みようにほくそ笑えみながら、言った。


「そんで？　なんでそんな初対面の美人さんが、毎日おまえの部屋を訪れるんだ？」


　するとシオンは、さらに疲れた表情になって、


「それが最近の、俺にとっての一番の問題だな……ライナとは対たい照しよう的てきに、やり過ぎなほど過か激げきに、ちゃんと仕事をしまくる部下がいてな……」


　ライナはそれに、なるほどとうなずいた。


「んで、そいつに、俺のような立りつ派ぱな人間を見習って、もっと昼ひる寝ねをして欲ほしいと？」


「それは絶対ない」


　あっさり否ひ定てい。


「………………そ、そう？」


「絶対ない」


「………………」


　もう、気持ちいいくらいに否定してから、シオンは続ける。


「そいつ……最近どうしても俺に嫁よめをとって欲しいらしくてな」


「嫁？　って……結けつ婚こんってことか？」


「うん」


「おまえが？」


　そのライナの驚おどろいた顔に、シオンは救すくわれたとばかりに、


「な？　まだ早いだろ？　だからちょっと困って……」


　だが、ライナはそれを遮さえぎって、腕うで組ぐみをする。そして、


「ああ……でももう、そんな時期かもなぁ。王の仕事は、後こう継けい者しや作りも含ふくまれてるってわけだ。さすが大人。恋れん愛あいとかはとりあえず関係ないわけね」


「いやだからしないって。それにそれをしたら俺は……」


　そこで一度言葉を止め、それからシオンは、なにかを思い出すかのような表情になる。


　そして。


「……後継者作りは王の仕事だからって、いろんなところで子供作ってたら、俺は、前の王と変わらなくなるだろう？　だから、しない」


　強く、そう言った。


　ライナはそれに……


「…………」


　シオンは、最悪の暴ぼう君くんと呼ばれた、前王の妾めかけに生まれた子こ供どもだった。その王との間に、どういう経緯いきさつがあったのか……


　それはよく知らないが。


　しかし。


　いまのシオンの表情を見れば、わかる。


　だからライナは目を細めた。


　そう。


　そういうことなのだ。


　ライナは真しん剣けんな表情で、言った。


「………だ、だからおまえは思わずそういう趣しゆ味みに……」


「どういう展開でそうなるんだよ？」


　シオンが突っ込んできて……


　ライナはそれに、笑う。


「という冗じよう談だんはさておき……んで？　その熱心な部下のせいで、毎日、嫁候こう補ほがおまえの部屋にくると？」


　だが、シオンは肩かたをすくめ、


「いや、散さん々ざん断ことわったかいあって、嫁候補はこなくなったんだが……今度は子供だけでも作れと……」


　それに、ライナはさっき女が部屋でわーわー言っていた言葉を思いだす。


『大だい丈じよう夫ぶですって。私が全部してしまいますから。ね？　少しだけ。少しだけです。ちょっとで終わりますから』


　これは言いかえれば、そのシオンの部下とやらが、


『さっさと子供を作れ』


　と言ってきてるようなもので……


「……色気もなんもない話だなぁ……」


「…………うん」


　二人がそう、げんなりと呟つぶやいたところに……


　再び、執しつ務む室しつの扉とびらが開く。


　現あらわれたのは、一人の美女。それも、ただの美女じゃない。絶世の美女。


　ライナがここで、待ち合わせをしていた相あい棒ぼうだった。


　艶つややかな金色の髪かみに、澄すんだ青い瞳ひとみ。スタイルのいい、華きや奢しやな体には不ふ釣つり合あいな長剣を腰こしに差していて……


　ライナはベッドの上から美女を見て、言った。


「お、フェリス。遅おそかったな」


　続いてシオンが振ふり向いて、


「……だからおまえら、俺の寝しん室しつを待ち合わせ場所に使うのやめろって」


　なんて言葉に、しかし、


「………………」


　フェリスは、答えない。


　なぜか、わなわなと震ふるえながら、ライナと、そしてシオンを見つめ……


「も、もうだめだ。私はもう……」


　そんなことを言って、さらに震える。


　あきらかにそれは、いつものフェリスじゃなかった。いつもなら入ってくるなり好物のだんごを無表情で食べまくり、なにかといえば、ライナを殴なぐってくるハタ迷めい惑わく極きわまりない美人のはずなのに。


　いまはまるで、恐きよう怖ふに震える少女……


　そんな様よう子す。


　ライナはそれに、首をかしげる。


「ん？　どうかしたのか？」


　その言葉に、フェリスはゆっくりと、口を開いた。声はやはり、いつものいまいち感情に乏とぼしい声音だが……


「た、大変な事件が起きてるんだ、ライナ。もう、私の手には負おえない……」


　そんな言葉に、今度はシオンが、


「事件？　いったい、なんのことだ？」


　ただそれが、尋じん常じような事じ態たいではない、ということだけは、わかった。いつも冷静で……というか、まるで人形のように感情の起き伏ふくというものがない彼女が、これほど震えるほどの、事件……


　シオンがライナのほうを見て、それに、ライナもうなずいた。


　そして、


「とにかく、落ち着けフェリス。で、ゆっくり話してみろ」


　するとフェリスはやっとうなずいて、話は始まった。


「私は常つね日ひ頃ごろ、そこの『言うことを聞かなければおまえのお気に入りのだんご屋を潰つぶすぞ！』などと脅きよう迫はくしてくる、極ごく悪あく非ひ道どう王おう、シオン・アスタールをこらしめ、この国を解放するために、悪い評ひよう判ばんを各地で流してるのだが……」


　なんて言葉に、シオンがあきれ声で、


「そんなこと、常日頃してるの？」


　が、ライナがすぐさま、


「ああ、俺もそれ、してるしてる」


「………………」


　シオンがあきれ顔で静かになったところで、話は再開される。


　フェリスが言う。


「事件は、ほんのついさっき起きたばかりなのだ。というのも、今日は一つ、ライナと待ち合わせがてら城しろの中での脅迫魔まシオン・アスタールの評判を落としてやろうと、私は貴き族ぞくの娘むすめらしき女を一人つかまえてな……『あの王は、女だろうが子供だろうが、果はては男まで手込めにする、変へん態たい王なのだ』と、噂うわさを流してやったのだが……」


　が、そこでライナは半眼で、


「その噂の流し方……俺をいじめるときとまるで一いつ緒しよじゃねぇかよ」


　という言葉は当然、完全無視で、話は進む。


「そうしたらその女は、なんと言ったと思う？　なんと、こう言ったのだ」


　とそこで、突とつ然ぜん声色が、妙みように甘あまえたような、くねくねした声音に変わって、


「『ななななななななな、なぜそれをっ!?


　あ、もしかしてあなたも、陛へい下かにフラれた女性の方なのですね……』


『ん？　なんの話だ？』


『え!?　あ、違ちがうんですか？　ど、どうしよう……私、誰だれにも言わないって陛下に約やく束そくしたのに……』


『ほう？　しかし、そのワリには話したいという顔をしているぞ』


『なななななななななな、なぜそれをっ!?』


『ふふ。話したいか？』


『話したいです』


『なら、さっさと吐はいて楽になれ』


『そ、それがですね……さっき陛下の寝室に男性の方がいて……それであの……あの……あの……あんなことやこんなことが……」


　とそこまで言ったところで、フェリスはなぜか顔を赤らめ、


「わ、私の口から言えるのは、ここまでだこの悪党どもがっ！」


「…………」


「…………」


　ライナとシオンはまた、顔を見合わせて、ため息をついた。


　あきらかに噂に、どんどん尾おひれがついていっている。


　おまけに……


　フェリスは、ライナとシオンを見つめ、どこか嬉うれしそうに、


「ふふふ。ついに世界を救すくうときがきた！　この事実を世間に公表して、私はこの国を、いや、宇う宙ちゆうを、だんご業界を救うのだ!!」


　言って、部屋を飛び出していく。


　その動きはもう、見えないほどの速はやさで。


　シオンはそれに、


「え、あ、ちょっと……ライナ！　フェリスを止めろ！」


　なんて言ってくる。


　しかしライナは首をぶるぶる振ふって、


「む、無理だって。あいつ止められる奴やつなんて……」


　が、そこでシオンが言う。


「豪ごう華か夕食三日分」


「えっ!?」


　一いつ瞬しゆん、ライナは体がびくりっと動くのを感じて……


　しかし、慌あわててまた、大きく首を振る。


「おっとやばいやばい……危あやうく騙だまされるところだった。いつもの俺だと思ったら、大間違……」


「高級安あん眠みんマクラ！」


「うおっ!?　って、そんなことじゃ……」


「ここの寝室にあるベッドマットと同じ物を、おまえの宿に運び込ますことすらできる！」


　だが、ライナはその言葉を、鼻で笑ってやった。こっちにだって、誇ほこりはある。そんな、物につられて動くような男ではないのだ。


　だからライナは、シオンをにらみつけ、言い放った。


「う、羽う毛もうの掛かけ布ぶ団とんも……」


「許きよ可かしよう」


「いってきます！」


　あっさりだった……


　ライナは指を踊おどらせる。すると高速で、空間に光の文字が描えがき込まれていき……


　それは、かつてエスタブールの魔ま法ほう騎き士しから、彼の特とく殊しゆな瞳ひとみ……『複写眼アルフア・ステイグマ』で奪うばいとった魔法だった。


「我われ・契けい約やく文ぶんを捧ささげ・大地に眠ねむる悪意の精せい獣じゆうを宿す」


　すぐに魔法は完成。


　刹せつ那な。


　ライナの体がかすかにきらめく。


　そして、加速する。


　高級ベッドから跳はね上がり、勢いきおい余あまって天てん井じようを蹴けってから、一気に部屋を飛び出す瞬間。


　もう一度振り向いて、


「絶対、約束守れよ！」


　そう、言った。





　　　　◆





「絶対、約束守れよ！」


　その言葉に、シオン・アスタールは大きくうなずきながら、


『今回はけっこう安く、動かせたな……』


　そんなことを思った。


　最近の彼の趣しゆ味みは、ライナとフェリスを、いかに安く、やる気を起こさせて動かすことができるか？


　その限げん界かいを見み極きわめることだったりする。


　なんて……


「言ってる場合じゃないよな……」


　そのまま誰もいなくなった執しつ務む室しつを見回し、それから、開けっ放しになっていた扉とびらを閉め、崩くずれた書類を片づけ始めながら……


　シオンは、ため息をついた。


　さっきの、そういう趣味がある……という噂は、あまり好ましくないのだ。そうでなくとも彼には、女性関係の噂がまるでない。


　いまは国の土台造りに忙いそがしくて、それどころではない、というのが本当のところなのだが……


　どちらにせよ、部下たちの間でも、いや、国民の間からも、後こう継けい者しやを求める声が上がっているのは知っている。


　なのに、浮うわついた話が一つもないシオンに、さらにあんな噂が流れるのは、あまりうまくない。


　いやそれどころかすでに、そういった噂がまったくないわけでもないのだが……


　どちらにせよ、今日きようきたあの女の誤解も早急に解かないと、特に面めん倒どうな奴やつが……


　とそこで。


　再び扉がノックされた。


　それにシオンは顔を上げ、


「誰だ？」


　すると、ライナやフェリスとはまた違ちがう、落ち着いた……というより、冷たい、淡たん々たんとした声音が返ってくる。


「フロワードでございます、陛へい下か」


「…………」


　それにシオンは、顔をしかめた。


　そして、さっきの言葉の続きを思い出す。


　特に面倒な奴……ライナとは対照的に、やり過ぎなほど過激に、ちゃんと仕事をしまくる例の部下……


　ミラン・フロワード中ちゆう将じようだった。


「入れ」


　シオンが言うと、ゆっくりと扉が開く。


　入ってきたのは、一人の男。


　漆しつ黒こくの長ちよう髪はつに、線の細い長身。


　そして、悪あく魔まのように冷たい、濃のう紺こんの瞳。


　どんな犠ぎ牲せいを払はらおうとも、もっとも効こう率りつ的てきな道を選ぶ。


　それがこの、フロワードのやり方だった。


　シオンはその、冷たい瞳を見つめて、言う。


「用件はなんだ？」


　するとフロワードはうなずいて、


「少し、陛下におききしたい案件がありまして」


「ほう？　それで？」


「失礼を承しよう知ちで、申し上げます。例の、あの情報は……本当なのですか？　陛下」


　そんな言い方をしてきて……


　シオンはそれに首をかしげる。


「ん？　あの情報？　というと、どの情報のことだ？」


　するとフロワードは、やはり瞳と同じ、冷たい声で続けた。


「……つまりその……陛下がそういうご趣味の持ち主である、という情報です」


　それに……


「………………」


　シオンはもう、あきれきった顔で頭を抱かかえる。


　だがそれをどう勘かん違ちがいしたのか、フロワードは、いつにも増まして暗い、というよりも、深しん刻こくそうな顔になって、


「…………やはり、事実ですか……美女を送りこむ度たびに何度も何度も追い返され……薄うす々うす、気づいてはいたのですが……やはり」


「いやいやいやいや、おまえ、ちょっと待て。なに勘違い……」


　が、フロワードは首を振ふり、


「いえ陛下。私は、陛下のご趣味をとやかく言うつもりはございません。ただ、お世よ継つぎだけはどうしてもお作りいただかなければ……」


「だから……」


　そこで、今度こそシオンは、頭を抱えた。


　だから、噂うわさを止めたかったのに……


　非常に、まずい状じよう況きようだった。


　シオンは、フロワードの顔を見る。顔に浮いているのは、微び笑しよう。


　そのままフロワードは……
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「では、あの噂は誤りだと？」


「ああ」


「根も葉もない噂だと？」


「そうだ」


　シオンはうなずく。


　しかし、フロワードの笑えみは、さらに広がって……


「しかし陛下。真しん偽ぎのほどはともかく……一度このような噂が立ってしまっては……その噂を打ち消す、なにか大きな証しよう拠こが必要です」


　その、言葉に。


　シオンはもう、辟へき易えきとした顔で、


「わかってる。それで……おまえの脚本シナリオでは、こうなってるんだろう？　噂を払ふつ拭しよくするために、おまえが連つれてきた女たちと結けつ婚こんしろとか、子供を作れとか……そんな展開か？　おまけに……この脚本シナリオに持っていくために、最初にこの手の噂を流したのも、おまえじゃないのか？」


　するとフロワードは嬉うれしそうに、


「さすが、我わが王。そこまでお見通しで」


　こんな奴やつばっかりだ……


　シオンは心の中でうめいた。


　ライナにしろ、フェリスにしろ、言うこと聞かない奴らばっかり。


　だから、早急に手を打ちたかったのに……


　シオンはきいた。


「当然おまえは、さっききた、貴族の女の子の口は……」


　その言葉に、フロワードは悪魔の笑みを浮かべたまま、


「ああ、すっかり忘わすれておりました」


「…………」


　いまごろ、城中その話題で持ちきりだろう……


　素す晴ばらしい。


　あまりに素晴らしすぎて、とりあえずライナと約束した豪ごう華か夕食、高級マクラ、ベッドはなしにしようとか、考える。


　結局噂は広がってしまっているらしいし……


　フロワードが続ける。


「ご安心ください。すぐに婚こん姻いんし、世継ぎを……とは、私も思ってはおりません。ただ、私の用意した美女たちと、会っていただければそれだけで……」


　シオンはそれに浮かない顔で、


「美女……ねぇ。女性と付き合う時間は、いまはあまりないから、出来れば避さけたいんだが……」


　仮に付き合ったとしても、かわいそうなことになるのは、目に見えている。


　だが当然フロワードは、


「いえ、別に付き合わずとも、後こう継けい者しやさえ作っていただければ……」


　それが嫌いやなんだって……と言っても、無む駄だそうなので、もう言わない。


　フロワードが続ける。


「ローランド全土から立りつ候こう補ほしてきた美女ばかりを審しん査さし、素す性じよう、気き性しよう、才気……そのすべてが、陛下の妃きさきになるに相応ふさわしい女性ばかりを厳げん選せんしてあります。素晴らしいお世継ぎが生まれることでしょう。期き待たいを裏切ることはないかと」


　それにシオンは、


「………………」


　もう、降こう参さんとばかりに、天を仰あおいだ。





　　　　◆





　数日後。


　早くもお見合いの手はずは、整ととのえられていた。


「…………仕事、山やま積づみなのになぁ」


　なんて愚ぐ痴ちりながら、シオンはお見合いの会場へと向かう。


　フロワードは、いない。


　昨日きのう、


『いえ、こういうことはやはり若い男女だけのほうが、なにかと都つ合ごうがよいかと……私は他の仕事もありますし』


　などと言っていた彼の言葉を思い出して、


「…………おまえだって俺と大して年変わらないだろうが。おまけに……俺も他の仕事があるんだぞ……」


　さらにぶつぶつと愚痴る。


　そうこうしているうちにも、会場に到とう着ちやくして。


　いや、会場と言っても、それほど大きくない広間に、食事が用意されているだけの、簡かん単たんなものらしいのだが……


　広間にはすでに、色とりどりに着き飾かざった美女、美人、美少女たちが、六人も待たい機きしていた。


　黒くろ髪かみやブロンド……透すけるような肌はだや、きめ細こまやかな肌。


　あらゆる美が、そこには並び……


　シオンがやってきたのを見るなり……


『陛へい下かっ!?』


　我先にと……彼の……いや、このローランド帝てい国こく王の寵ちよう愛あいを一身に受けようと、一いつ斉せいに集まってくる。


　それにシオンは……


「………………」


　笑った。


　しかしそれは、王の笑み。自信溢あふれる微笑。そして優やさしげな、好青年然とした声音で、


「これはこれは、噂通り、お美しい方々だ……しかし私は少し、遅おくれてしまいましたか？　女め神がみを待たせてしまうとは……あとでどんな天てん罰ばつが私に下ることか……」


　困ったように眉まゆをひそめてみせる。


　その言葉に、半分の女は顔を赤らめ、シオンを見つめてきて……


　この女たちは、問題ない、とシオンは思う。彼女たちの誘さそいは、うまくはぐらかすことができるだろう……


　しかし、残りの三人の美女たちは……淡たん々たんとした、どこか事務的口く調ちようで言い始める。


「陛下。ご安心ください。私はもう、すぐに子供を産む準備が整っています。健康です」


「私もです陛下。なんの心配もいりません。健康です」


「結けつ婚こんやお付き合いは望んでおりません。安心して後継者作りを……」


　そこまでで、シオンは言葉を聞くのをやめた。


　シオンはまたも頭ず痛つうを抑おさえるかのように、額に手をあてて、


「……さすがフロワード……」


　うめくように言った。


　目の前の美女、三人。


　それぞれ全員見た目は違ちがうのに……彼女たちの言葉を聞くごとに、どんどん彼女たちが同じ顔に見えてくる。


　それも……フロワードの顔に……


「うう……」


　その中の一人が、言う。


「さあ陛へい下か、もうお選びください」


「え!?　もうっ!?　お、お見合いは？」


　シオンは驚おどろきの表情で言った。


　だが、やはり淡々と、


「どれを選んでも結果は同じですから。さあ」


「いやだから……」


「さあさあさあ」


「ちょっと、あの……」


　だがそこでさらに、


「それともなんでしょう？　やはり陛下にはそういったご趣しゆ味みがあると……そう理解してよろしいのでしょうか？」


　そんなふうに詰つめ寄よられて……


「………………」


　はぐらかす暇ひまもない……というより、お見合いも、それどころか、後ろに用意された豪華な料理にすら意味がなかった……


　フロワードがこなかった理由がわかる。


　完全に教育が行きとどいているから、くる必要がなかったのだ。


「なにが、会うだけでいいだよ……」


　シオンは小声で言った。


　しかしそこで、彼はすぐに平静を取り戻もどす。ここまでとは思ってなかったが、近い展開はもう、予想済みなのだ。


　だから、すでに手は打ってある。


　ただ、その頼たのみの綱つなが、あのライナとフェリスだということが少し不安……


　いや、すごい不安なのだが……


　そんな内心を隠かくして……シオンはやはり、自信溢れる笑えみを浮うかべた。


「では、まいりましょうか。美しいお嬢じようさん」


　手を、さしだす。


　最初に顔を赤らめた、一番年若い、素す直なおそうな……言い換かえれば、簡単に騙だましてはぐらかしやすそうなブロンドの女性を選んで……


　シオンは、お見合い会場をあとにした。





　　　　◆





　一方そのころ。


　シオンの、薄うす暗ぐらい寝しん室しつ……それも、いつも彼が使っている質素な寝室ではなく、無む駄だに広い、無駄に豪ごう奢しやな、王の寝室。


　鮮あざやかな刺し繡しゆうがされた、天てん蓋がい付きの巨きよ大だいなベッドのまわりを、必死でライナは、ぐるぐる走り回りながら……


「いーやーだー!?　って、まじで嫌いや！　お願い、勘かん弁べんして……」


　叫さけんでいた。


　その後ろからは、手に、長い金きん髪ぱつのカツラを持ったフェリスが、やはりぐるぐると追いかけてきながら、


「観かん念ねんしろ、ライナ。任務は一刻を争うのだ。早くしないとシオンが戻ってくるぞ。我々はあたかもシオンに女の、本当の恋こい人びとがいるよう、演出する必要があるのだ。さあ、このカツラをかぶって、服をはだけてベッドに横になれ。おしとやかにな！」


　なんて言葉に、


「…………」


　ライナは思わず、ベッドに横たわる、おしとやかな自分の姿を想像してしまい……


「ぜ、ぜってー嫌だぁあああああ!!　気持ち悪!?　ってか、なんで俺っ!?　なんで俺が女じよ装そうしなきゃなんねぇんだよっ!!　シオンだっておまえに頼んでただろうが！　おまえなら美人で説得力あんだから、女たちもすぐに帰……」


　だがフェリスは急に、


「いや、そのことについては、散々私も悩なやんだのだ。国の一大事だからな。私だってこのローランドを愛している人間の一人だ。この国を救いたい。だが……残念ながら、どうしても私ではだめなのだ」


　そんなことを言って、悲しげな顔になる。


　それにライナは怪け訝げんな表情できいた。


「あ？　なんで？」


　するとフェリスは悲しげな顔のまま、あっさり、カツラを掲かかげて見せてきて、


「このほうが、おもしろいだろう？」


「やっぱりそんな理由かぁあああああっ!?」


　しかし当然、ライナのそんな悲鳴などおかまいなしに、フェリスはカツラを掲げ、それどころかさらに、もう片方の手には、真まっ赤かな口くち紅べにをシュパっと取り出し……


　そして。いつにない、女口調で、


「さあお嬢様～。お化け粧しようのお時間よ～。キレイキレイしましょうね～[image: ]」


「[image: ]が怖こえぇええええええええ!!　ってか、まじやばい。まじこのままじゃやばい……俺、ちょっと本気になっちゃうぞ」


　叫びながら、ライナは空間に光の文字を描えがき始める。体を加速させる、エスタブールの魔ま法ほう。


　ライナは本気でこの場から逃にげ出すつもりだった。


　シオンの、


『今回の仕事をうまくこなしてくれれば、ちゃんと高級マクラと高級ベッドを届とどけさすよ』


　なんて言われて、安あん易いに引き受けてみたが……


　俺が馬ば鹿かだった……


　貞てい操そうの危き機きなのだ。


　男の誇ほこりの問題なのだ。


　彼は目を鋭するどく細め、真しん剣けんな表情で、


「我われ・契けい約やく文ぶんを捧ささげ……」


　が、そこで。


　ガチャ。


　寝室の扉とびらが開く音がする。


「ここです、お嬢さん」


「は、はい……」


　そんな会話。


　それにライナとフェリスは、顔を見合わせ……


　小声で。


「や、やばい……もうきた。どうしよ」


「うむ。だからおまえがこのカツラをかぶって……」


「いや、頼むからそんな冗じよう談だんはおいといて、マジな話……」


　とそこで、シオンが、


「明かりをつけますね」


　その言葉に、ライナは顔をしかめる。


「ま、まずい……とりあえずここはいったん隠かくれ……」


　しかし、言葉はそこまでだった。


　突とつ然ぜん、シュパン！　と、なにかがなにかを斬きり裂さく音が響ひびいて……


「へ？」


　と、音の方向を見たときには、フェリスはもう、剣を鞘さやに納おさめているところだった。


「おまえ……いったいなにを……」


　が、すぐにわかった。


　いつの間にやら、ライナの上着が斬り裂かれ、ぱらっと床ゆかに落ちる。


「うお……!?　って、ちょ、ちょっと……」


　その言葉も、そこまで。


　フェリスは嬉うれしげにライナにカツラと口紅を手て渡わたしてきて、


「この国の未来を、任まかせたぞ！」


　言って、ライナの肩かたを踏ふみ台に、飛び上がる。


　彼女は天てん井じように剣を突つき刺さし、ぴたっとそこに張り付いて。


　しかし、肩を踏み台にされた反動で、ライナは後ろへと倒たおれてしまって……


　そこで、明かりが灯ともった。


　扉の入り口に、シオンがいる。


「さあお嬢さん、どうぞ」


　背後に控ひかえていた、まだ十六、七の、かわいらしい金きん髪ぱつの女の子を招まねき入れて……


　少女は、顔を赤らめながら、おずおずと部屋に入ってくる。


　そして……


　入ってくるなり、


「……………………あ」


　ライナと目があった。


　彼女は、上半身裸はだかで、手には女性用のカツラと口紅を持った姿でベッドに倒れているライナを見つめ……


「…………あ……う」


　じっと見つめながら、震ふるえ出す。


「あ、う、あ……」


　なにかを言おうとして、しかし、口をぱくぱくするだけで、なにも言えない。


　それから今度は、シオンがこちらを見て……


「…………うわっ!?」


　驚きよう愕がくの表情。ライナの持ってるカツラと、口紅へと視線を交こう互ごに動かして、


「あ……ええ？　あ……」


　しかし、やはりこちらも、なにも言えずに……


　とそこで、女の子がわなわなと震えたまま、


「や、やっぱりあの噂うわさは……」


　それにシオンはは慌あわてて、


「いや、ちょっ待ってくれ……君は勘かん違ちがいを……」


　だが女の子は、この間の女と同じ、どこかもう、悟さとりを開いてしまったかのような悲しげな顔で首を振ふる。


「い、いえ、これ以上なにも……なにも言わないでください陛へい下か。お二人のことはわかりました。私、私誰にも言いません……」


　そこで、目に涙なみだを浮うかべ、


「お幸せにっ!?」


　なんて叫さけんで、部屋から走り去っていく。


　そんな光景を、ライナとシオンはただ、呆ぼう然ぜんと見つめて……


『………………』


　そこで、フェリスが天井からひょいっと降りてくる。


　少女が駆かけ去さったほうを見て、それから、ライナと、シオンを見てから……


　一言。


「うむ。危機一いつ髪ぱつだったか、どうやら任務は成功したようだな……」


　なにがっ!?


　と、叫ぼうと思ったが……


　しかし。


『………………』


　ライナとシオンは、あまりのことにもう、やはり口をぱくぱくと動かすだけで。


　なにも言えなかった……





　　　　◆





　翌よく日じつのこと。


　シオンは、執しつ務む室しつにやってきたフロワードが、


「いえ……もう、陛下のご趣味をとやかく言うつもりはありません。ありませんが……」


　なんて言ってくる言葉を聞き流しながら、


「…………ライナとフェリスは、早くローランドから出さないと、ほんとに国が滅ほろびかねないな……」


　半眼で、げんなりと呟つぶやいたのだった。







（いん・ざ・べっどるーむ：おわり）







　みすてりあす・ろばー・ばんど







　英えい雄ゆう王おうシオン・アスタールが治おさめるローランド帝てい国こくにはいま、とんでもなく大きな問題が起きていた。


　王の執しつ務む室しつへと向かう廊ろう下かを歩きながら、ライナ・リュートは緊きん張ちようの面おも持もちで言った。


「……あ、あの噂うわさは、まさかマジのことなのか？」


　寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみに、覇は気きが感じられない寝ぼけ眼まなこ。


　しかし、その声は恐きよう怖ふに震ふるえている。


　すると横から、こちらは深しん刻こくそうな無表情で、金きん髪ぱつの絶世の美女が答えてくる。


「ふむ。いまこのローランド中の男たちを恐怖のどん底に陥おとしいれているという、あの噂か？」


　相あい棒ぼうの、フェリス・エリスだ。


　ちなみにあの噂……というのは、ローランド王シオン・アスタールが実は、男色趣しゆ味み者なのではないか？　という噂なのだが……


　ライナはやはり震えながらうなずいた。


「いや、最初は俺おれも、おもしろ半分で噂を広めてたんだけどさ……ふと、驚きよう愕がくの事実に気づいちゃったんだよ。あの、いや、どこから説明すればいいかな。えーと、とりあえず、シオンってば、いま何歳さいだと思う？」


　するとフェリスはそれに少しだけ首をかしげ、


「ん？　シオンの年ねん齢れい？　そういえば聞いたことがないな。外見からすると、私たちと同年代に見えるが……」


「おまえ何歳なの？」


「十八だ」


「え!?　フェリスって俺より一個年下なわけ？　なのにおまえいつもあんな偉えらそうに……」


　が、言葉はそこまで。


　フェリスがそっと、腰こしの剣けんに手をおいたのを見て、あわてて、


「い、いや、まあ、年なんて一、二歳はあんま関係ないよな……そ、それに女の子のほうが精せい神しん年齢、高いって言うしさ……」


　するとフェリスはそれで納なつ得とくしてくれたのか、うむっとうなずいてから、きいてくる。


「で、シオンの年齢が、どうしたというのだ？」


「え？　あ、ああ……だからその、俺と同い年だから、十九なわけだよ」


「それで？」


「それで、十九といえば、あれだ。お年とし頃ごろだ。なんというかその、そういう方向に興きよう味みが一番ある時期だろ？　人によっちゃあ、結けつ婚こんだってしてるだろうし」


　ちなみにここローランドでは、男女ともに十四から婚こん姻いんが認みとめられている。


　ライナはさらに続ける。


「でもってシオンの奴やつは民みん衆しゆうをだまくらかして英雄王とか呼ばれてるわけで、モテるわけだ。おまけにこの国の最高権力者だ。ってことは、なんでもかんでも好き放題できると言っても過言じゃない。なのに、そういう浮ういた話がまったくないとなると、やはりあの噂は本当なの……かも……って、なんだ？」


　そこでライナは言葉を止める。


　フェリスがなぜか両手で自分の胸むねを押おさえ、怯おびえるような表情でこちらを見つめてきたから。


「んぁ？　なんの真ま似ねだ？」


　だが、やはりフェリスは怯えた顔のまま、


「な、なんの真似だと？　いまおまえが自分で、『俺も今年でついに十九！　男がもっとも野や獣じゆうになる季節だぜ！』と宣せん言げんしたばかりではないか。だが、貴様の好きなようにはさせないぞ!!」


　なんてことを怒ど鳴なってきて……


　それにライナは、


「…………はぁ？　ええと……そうか。そうなるか。なるほど。俺も十九だもんな……俺もそういうことに興味がある年齢なのか……そういや、そんなこと考えたこともなかったな」


「む、無む意い識しきのうちに女を襲おそって……」


「襲ってないから！」


「ということはやはり、シオンと同じで男を……」


「それも違ちがう！」


　遮さえぎってから、ライナはため息いきをつく。


　そして少しだけ目を見開くと、その瞳ひとみの中央にある朱しゆの五ご方ぼう星せいが、一いつ瞬しゆんだけ浮き上がって……


　誰だれもが忌いみ嫌きらい、恐おそれる、特とく殊しゆな瞳。


『複写眼アルフア・ステイグマ』と呼ばれる、殺さつ戮りくの瞳。


　触ふれた者を、側そばにいる人を、傷つけ、殺してしまう瞳。


　ライナは薄うすく笑った。


　そんな俺に恋れん愛あいなんて……


「ああ、なんていうの？　俺の場合はでも、あてになんねぇよ。女なんかより、昼寝のほうが好きだしな」


　するとフェリスは納得とばかりにうなずいて、


「つまりはモテないからフテ寝すると、そういうことか？　哀あわれだな」


「え？　いやその……うう……こ、今度ナンパでもしてこようかな……」


　ライナはどこかうちひしがれたような声で言った。それからすぐに気をとりなおし、


「い、いやまあ、それはともかく、だ。シオンの話。例の男色の噂だけど、どう思う？」


「真剣に？」


「真剣に」


　するとフェリスは思案げに天てん井じようを見上げる。


「ふむ。噂は噂だろう。本当に男色の趣味があるのなら、噂ではなく、もっと大問題になってる」


「だよな。俺らもこれでもかと噂広めまくったのに、相変わらず噂だもんな。となると、お年頃の権力者に浮いた話がない理由は他ほかにあるってことだが……なんだと思う？」


　その問いに、フェリスはますます思案げな顔になり、


「やはり色いろ恋こい沙ざ汰たなどより、だんごのほうが好きとか……」


「却きやつ下か。おまえを基き準じゆんに考えるな」


　するとフェリスは憮ぶ然ぜんとした顔で言ってくる。


「じゃあ、おまえはどういう理由だと思うのだ？」


　その、言葉に。


　再びライナは、恐きよう怖ふに震ふるえた表情になって言った。


「それ！　それなんだよ！　今日俺が言いたかったことは！　シオンはお年頃なのに、まったく浮いた話がない。それはなぜか？　実は、好きな人がいるから……という理由じゃないかと……」


　それに、フェリスは無表情の中に、微び妙みように好こう奇き心しんが隠かくれた顔になって、


「ほう。好きな人……か。で、それは私たちの知ってる相手か？」


　ライナはそれに、さらに青ざめた顔で震え、


「そ、それがさ、心当たりっていうかなんていうか……俺とおまえ、ここのところ、ちょっと頻ひん繁ぱんに呼び出され過ぎてるような気がしないか？」


　瞬間、フェリスも緊きん張ちようした顔になる。


「シオンが好きな相手……いや、狙ねらっている獲え物ものは、私かおまえのどちらかじゃないか……そういうことか？」


　ライナも緊張の面おも持もちでうなずく。


「これから俺たちはあの好青年面づらした野獣の住処すみかへと足を踏ふみ入れるわけだが、くれぐれも奴が出すお茶やなんかには口をつけないように。薬が入ってるかもしれない」


「く、薬!?　おのれ卑ひ怯きような奴め！　もうこの際、襲われる前にこちらから仕し掛かけるべきではないのか？」


「あ、いいねそれ。それじゃ執しつ務む室しつにつくなり」


「殺す」


「んじゃ、死体はどの山に埋うめたらいいかを俺は考えとくよ」


　なんて、二人が物ぶつ騒そうな話題でわいわい楽しんでるうちにも、執務室に到とう着ちやくして。


　するとそこで、執務室の扉とびらの中から、かすかに女の声が響ひびいてくる。


「ねえねえねえねえ、シオン兄ちゃんシオン兄ちゃん……」


　元気な、それでいて甘あまえるような声。


　それにライナとフェリスは顔を見合わせた。


「女？」


「恋人か？」


「お兄ちゃんとか言ってるぞ？」


「シオンに妹はいなかったはずだ」


「じゃ、じゃあ、恋人にお兄ちゃんとか呼ばせてんのか？　うわぁ……なんか衝しよう撃げき的てき事実が出ちゃった。噂うわさ？　噂広める？」


　するとフェリスがまあ待てとばりにそれを制して言う。


「とりあえず、情報収集だ。中をのぞくぞ」


「え、まじで？　のぞくの？　俺、なんか中がすっごい大人おとなの展てん開かいになってたら、見たくないんだけど……」


　そんなことを言いながらも、二人はノリノリで気け配はいを消すという、高等技術を発動させる。


　そのまま、まったく音を立てずに扉を開いていき、中の様よう子すを確かく認にんする。


　ローランド帝てい国こく王が常用している執務室。もう、見み慣なれた光景だった。


　それほど広くない、質しつ素そな執務室。


　いくつかの大きな本ほん棚だなに、執務卓たく。


　その席に、この国の王、シオン・アスタールはいた。


　高貴な生まれを感じさせる銀色の長い髪かみに、意志の強そうな鋭するどい金色の瞳。


　英えい雄ゆう王おう……誰もがそう呼ぶだけの雰ふん囲い気きと風格を、まだ十九というお年とし頃ごろにして備そなえている。


　だがいまは、シオンのことなどどうでもいいのだ。それよりも、彼の恋人が誰なのかが重要なわけで……


　ライナは、見た。


　シオンがいま、困ったような、それでいてどこか優やさしげな微び笑しようを浮うかべ、女……というより、少女のスカートをめくり上げているのを。


　そう。そこにいたのは、少女だった。


　まだ、十歳くらいの、美少女。


　それも、ライナのよく知っている少女だった。


　綺き麗れいな金きん髪ぱつに、フリルのたくさん付いたドレス。その背中にはリュックという、いまいち意味不明な服ふく装そう。そして陶とう器きのような白い肌はだに、信じられないほど整ととのった美び貌ぼうは……


　フェリスにそっくりで。


　なんとそれは、フェリスの妹、イリス・エリスだった。


　彼女はライナたちが勇ゆう者しやの遺い物ぶつを探たん索さくしに、諸しよ国こくを巡めぐっていたとき、彼らとシオンとの間の、情報伝達係をしてくれていたのだが……


　そ、その少女のスカートをなんと、シオンはめくり上げているのだ。


「…………」


　あまりのことにライナは言葉を失っていた。


　ま、まさかこの二人がそんな……


　いやいやいや、で、でもいくらなんでもシオンだってそんな犯はん罪ざいまがいなこと……


　一いつ瞬しゆん頭が混こん乱らんして。


　とそこで、シオンがこちらに気づいて、


「お、ライナにフェリス。やっときたか。入ってこい。話があるんだ」


　は、話!?　って、まさかイリスと付き合ってるんだとか、結けつ婚こんしようと思うんだとか、王の権力をフルに使って王は十歳さいの女の子と結婚していいという法を作ろうと思うんだとかそんなこと言い出すつもりか!?


　い、いや、ちょっとそれは……


「ちょ、ちょっとたんま」


　ライナはとりあえず扉を閉じた。


　それからすぐにフェリスのほうを見る。


　すると彼女はもう、腰こしの剣けんを引き抜ぬいていて。
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「殺す。奴やつを埋める山を考えておけ」


「いやいやいやいや、こ、殺すのはまずいから。ってか、きっとなにかの勘かん違ちがいだと思……」


　と、言ったときには、執務室の部屋の扉は、五十以上の破片に斬きり刻きざまれていた。


　執務室の中。


　シオンは驚おどろきの表情で、


「うわ。なんだ？　今日はまた、どういう理由で扉を壊こわ……」


　という言葉も、やはり言い終わらないうちにフェリスがシオンの胸むなぐらをつかみ、壁かべにたたきつける。そのまま首筋に剣を突つきつけ、


「質問に答えろ。返答の次し第だいによっては、おまえを山に埋めることになる」


「へ？　山？　って、なんの……」


　とそこで、シオンは言葉を止め、それから助けを求めるような表情でライナのほうを見てきて、


「おいライナ。ちょっと、誤ご解かいを解いてくれよ」


　それにライナはまず、執務室を見回した。


　それから今度はイリスのほうを見る。


　するとすぐに、いまここで、なにが行われていたのかが理解できた。


　だからライナはため息をついて、


「あー、おいフェリス。なんか、やっぱ勘違いみたいだぞ。ちょっと見てみ」


　と、イリスのフリルのついたスカートを指さす。


　彼女のスカートは、背中のリュックに引っかかって、完全にめくれ上がってしまっており……


「これを直そうとしてたんだろ？」


　するとシオンはわかってくれたかとばかりに、安あん堵どの息をついてうなずいた。


「じゃ、誤解が解けたらとりあえず剣を引いて……」


　が、その言葉を遮さえぎり、ライナは続ける。


「そして直そうとイリスに近づいたとき、シオン・アスタールは自分の心の中にある変態的な要素に目め覚ざめることになる。


『俺、俺、十歳くらいの女の子が……』」


「殺す！」


「ちょっと待てえええええええええええ!!」


　シオンが悲ひ鳴めいを上げ、それを十分堪たん能のうしたところで、ライナとフェリスは顔を見合わせた。


　そして満足げに、


『よし』


　そううなずく。


　シオンはあきれ顔でため息をついた．


「おまえらなぁ……」


　が、今度はイリスが、相変わらずスカートがめくり上がったままの姿できょろきょろと周まわりを見回して、


「なになになに？　みんなばっかりずるーい！　なにごっこ？　なにごっこしてるの？」


　わくわくした顔で言ってきて。


　フェリスがそれに答えた。


「ふむ。幼よう女じよ趣しゆ味みの変態王を殺して山に埋うめようごっこを……」


「子供に妙みようなことを教えない！」


　シオンが怒ど鳴なって、またため息をつく。


　ライナはそれに苦く笑しようした。





　まあ、それはさておき。


　フェリスがシオンを解かい放ほうしたのを確かく認にんしてから、ライナは言った。


「で？　今日俺らを呼び出したのは……」


　という言葉を遮って、イリスが、


「姉ねえ様さま、姉様！　見てみて、新しいリュック！　シオン兄ちゃんにもらっちゃったー!!」


「ほほう。前より大きいな」


「うん！　前よりいっぱいだんご入るよ！　姉様喜ぶ？　喜ぶ？」


「うむ」


「やったー！　聞いた？　聞いた？　野や獣じゆう君!?　姉様喜ぶって！」


　と、今度はライナのほうへと笑え顔がお全開で言ってきて。


　ちなみにイリスは、姉あねの教育が悪いせいか、ライナのことを野獣君と呼ぶ。


　ライナはそれにおざなりに相あいづちをうって、


「はいはい、そりゃよかったな。でもとりあえずあれだぞ。人の話を途と中ちゆうで遮るのは、マナー違い反はん……」


　という言葉はまた、


「じゃあじゃあイリスさっそくだんご買ってくるね！　姉様待っててね！」


「だ、だから人の話を遮るのは……」


「いってきまーす！」


　と、元気いっぱいに窓まどから飛び出していく。


　ちなみにこの執しつ務む室しつは、城の中では四階に位置しているのだが……


　フェリスと同じ、この国最強と噂うわさされる剣の一族エリス家の娘むすめであるイリスには、なんの問題もないのだろう。


　むしろ問題があるとしたら……


「なぁフェリス。やっぱイリスの将来のためにも、もうちょっとエリス家の教育はなんとかしないとまずいんじゃないか？」


　と、振ふり向いたときにはもう、たったこれだけの会話の間に、いつのまにやら部屋の隅すみにお茶セットを広げ、だんごを頰ほお張ばってるフェリスがいて……


「ん？　ふぁにふぁふふぉ？」


「……いや、なんでもない。忘わすれてくれ」


　ライナはすぐにいろいろあきらめた。


　それからシオンのほうを向いて、話を再開させる。


「んで話を戻もどすけど、どういう理由で俺を呼んだんだ？　ちなみに仕事しろとかそういう用件なら俺はすぐに帰って寝ねるぞ？」


　そう言い切ると、シオンは肩かたをすくめ、


「なんだまた仕事拒きよ否ひか？　イリスをどうこう言う前に、まずはリュート家の教育方ほう針しんをなんとかしたほうがいいんじゃないか？　将来子供が生まれたとき、親が働かずに昼寝ばっかりしてたら、子供に悪あく影えい響きようだろう」


「何度も言ってるが……」


「寝る子はよく育つ、だろ？」


　シオンはあきれた声で言う。


「なにごとも程てい度どの問題だぞ。寝過ぎは酸さん欠けつで脳のうの細さい胞ぼうを壊こわすって説もあるし……」


　なんて言葉に、ライナは耳を押おさえて、


「聞きたくない聞きたくない」


「いや、仕事さえちゃんとしてくれれば、聞かなくてもいいんだけどさ。これでも俺は、君らに毎月給料払はらってんだから、ローランドにいる間も相応の仕事はしてもらわないと。ちゃんと働かないと給金ストップするぞ……というわけで、今回の君らの仕事なんだが……」


「聞きたくない。聞きたくない」


「ふふふぁくない。ふふふぁくない」


　と、ライナとフェリスが今度こそ怯おびえきった顔で言うが……


　シオンはそんなの完全に無視で続ける。


「最近、金持ちや貴き族ぞくばかりを狙ねらう、とある盗とう賊ぞく団だん、確か名前は……ゴンダゴンダ団とかいうのがローランドで暗あん躍やくしていてな。その盗賊団の退たい治じを、毎日を昼寝やだんごと無む為いに過ごしている君たちにしてもらい……」


　が、それをライナは遮り、


「えーめんどくさいから……」


　が、シオンがすぐさま遮って、


「断るのか？　君らにとっても悪くない話だと思ったんだが……盗賊団壊かい滅めつのあかつきには、奴やつらがいままでため込んだ金品はおまえらの……」


　するとさらに、ライナはそれを遮り、


「なんだよシオン。それを早く言……」


　なんて言葉も、さらに遮り、今度はいつのまにだんごを食べ終わったのか、フェリスが、


「なにをぐずぐずしている。さっさといくぞライナ！」


「あいよ」


　二人は執務室を出て行った。








　そしてシオンはそれを見送ってから、


「……教育もなにも……遮ってばっかりで結局誰だれも人の話を最後まで聞かないじゃないか……」


　ぼやくように言ったのだった。





　　　　◆





　ゴンダゴンダ団。


　そのふざけた名前の盗賊団は、わりかし有名なようだった。


　シオンの言っていたとおり、貴族や金持ちばかりを狙う盗賊団で、その盗ぬすみの手て際ぎわは鮮あざやか。


　誰にも気づかれずに金品を奪うばう。


　殺せつ生しようはしない。


　奪った金の一部を、民たみにばらまく。


　ようは典てん型けい的な義ぎ賊ぞくというやつだ。


　当然、民衆からは人気があって、ゴンダゴンダ団の情報を聞きだそうとしてもなかなか教えてくれない……はずなのだが。


　ローランドの城下町にある、とある酒場。そこでくだを巻まいていた荒あらくれ男たち数人にフェリスが質問してみたところ、


「ひ、ひぃ、は、話しますから、もう殴なぐらないで……」


「言うことを聞きますから、剣けんを納おさめてください……」


「ど、どうか家族だけは、家族だけはぁあああああ!!」


　と、みんな快こころよく答えてくれて……


　フェリスはそれに満足げにうなずくと、きいた。


「で、そのだんごだんご団とかいう奴らのアジトはどこなのだ？」


　それにライナは、テーブルに並ならんでいた酒のつまみを勝手に食べながら言う。


「いや、だんごだんごじゃなくて、ゴンダゴンダだよフェリス」


「ん？　ふむ。とにかくそれだ。そいつらのアジトの場所を言え」


　すると男たちは震ふるえる声こわ音ねで、


「東の街まち外はずれに最近、拠きよ点てんを構かまえたらしいです。でも、ゴンダゴンダ団は俺たちか弱い民衆の味方なんです。アネさんが、どこの組のお方なのかは存じませんが、どうか、どうか見み逃のがしてやってくれま……」


　が、当然そんなのは無視で、フェリスは剣を腰こしに納め、踵きびすを返す。


「街外れだ。いくぞライナ」


　そんな、もう、いままで各地の酒場で散々見てきた光景に、


「ほいさ、アネさん。しかし、フェリスと一いつ緒しよだと、情報収集が楽だなぁ」


　ライナは頼たのもしげにフェリスを見て、言った。





　　　　◆





　そしてあっさり東の街外れ。


　ゴンダゴンダ団のアジトは、簡かん単たんに見つかった。


　田園風景の中に、ぽつんと建たつ洋館……というよりは、廃はい墟きよ。


　かつて貴族が道楽で建てたらしいのだが、どういう理由で田園地帯にこんなものを建てたのかはわかっていない。


　いや、理由などどうでもいいのだ。


　とにかく周囲の農家の人たちに聞いたところによると、ゴンダゴンダ団は現在、ここを根ね城じろにして活動しているらしい。


　ライナは、あきれた顔で洋館の巨きよ大だいな扉とびらを見上げて言った。


「しっかし、間ま抜ぬけな盗賊団もいたもんだよなぁ……ちょっと調べただけでアジトがわかっちゃうし、終しまいにゃ農家のおばさんに道きいただけでも教えてくれちゃうし……ま、ちゃっちゃと退治して、さっさと帰るか」


　するとフェリスはうなずき、剣を抜き、そして洋館に向けて、声を張り上げた。


「さあ、年ねん貢ぐの納め時だ、だんごだんご団！　この超ちよう絶ぜつ世界爆ばく裂れつ美少女天使フェリス・エリス様が、貴様らの悪行を裁さばき、ため込んだ金品を受け取りにきてやったぞ！」


　なんてことを叫さけんで。


　ライナはそれに横から、


「ま、なんというか、どうでもいいことだけど、ゴンダゴンダ団ね」


「ん？　ふむ。とにかくそういうことだ！　金を寄よこせ！」


　そんな、どっちが盗賊かよくわからない発言をしたところで……


　洋館の扉が、開き始める。


　それにライナは目を細め、口くち許もとに薄うすく笑えみを浮うかべると、腕うでをぐるんっと軽く回しながら言った。


「お、くるか？　ほいじゃいっちょやりあおうかね。あ、フェリス。くれぐれも言っとくけど、殺すなよ？　生いけ捕どりだから」


「うむ。財ざい宝ほうの隠かくし場所が、他ほかにもあるかもしれないしな」


「いや、そういうことじゃないけどそういうことでいいや。じゃ、いこか」


「ん」


　そうこうするうちにも扉が開く。


　そして、戦せん闘とうが……


　戦闘が……


　始まらない。


　そのかわりに二人は、


「へ？」


「む？」


　思わずそんな声を上げた。


　開いた扉の中にいた、人物。


　見覚えのある金きん髪ぱつ。フリルがたくさんついたドレス。そして、なにかがぱんぱんに詰つまったリュックという姿の美少女が……


「あ、やっときた！　姉ねえ様さまああああああ！」


　イリスだった。


　イリスはさっき見たばかりの笑顔全開で駆かけ寄ってくる。


　フェリスの胸へと飛び込もうとして、しかし、空中であっさり、彼女に顔面をつかまれ止まる。


　しかしそれでもイリスは嬉うれしそうにその腕にじゃれつきながら、


「見てみて！　だんごいっぱい買って持ってきたよー！　早くみんなで一緒に食べよ！」


　そんな言葉に、ライナとフェリスは顔を見合わせる。


　その瞬しゆん間かんにはもう、ライナは心のどこかで、『やばい』、と気づいていた。


　おそらくそれはフェリスも同じだろう。


　彼女は少し緊きん張ちようした声音できいた。


「これは、どういうことだイリス。なぜおまえがここにいる？」


　するとイリスは相変わらずフェリスの腕にじゃれついたまま、


「え？　え？　だってここでみんなでだんごパーティーするんでしょ？　シオン兄ちゃんがそう言ってたよ？」


　それにライナは顔をしかめ、


「シオンがここで、パーティーするって言ったのか？」


「うん！　みんなで食べられるだけのいっぱいのだんごを買ってくるのがイリスの任にん務むなんだよ！　だからシオン兄ちゃんにおっきなリュックもらったの！」


　と、イリスは自じ慢まんげに、おそらくだんごでぱんぱんに膨ふくらんだ背中のリュックを見せてきて……


　ライナはそれに、ますます顔を歪ゆがめる。


　と同時。最近寝ね過すぎで、酸さん欠けつのせいか脳のう細さい胞ぼうが死し滅めつしてずっと寝ぼけていた彼の頭が、久しぶりに回転を始める。


　かつてローランド最高の魔ま術じゆつ師しと呼ばれた、ライナ・リュートの思考が、動き始める。


　するとすぐにいくつかのおかしな出来事に、気づいた。


　いや、よく考えてみると、今回の仕事は、おかしいところだらけだった。





　おかしいところ１。


　シオンは、貴族や金持ちばかりを狙ねらう、ゴンダゴンダ団という盗とう賊ぞくを退治してほしいと言った。


　しかしゴンダゴンダ団は、義賊だ。義賊といえば、お偉えらいさんの敵てき、民衆の味方。


　貴族たちとは仲が悪いシオンにとっては、どちらかと言えば、お偉いさんなんかよりも義賊と仲がいいはずだ。


　なのに、その義賊をシオンは退治してほしいと言った。


「……うう」


　ライナはうめいた。





　おかしいところ２。


　この国では絶対的な権力を持っているはずの貴族を相手に、派は手でに立ち回っている盗賊、ゴンダゴンダ団のアジトを発見するのが、ひどく簡単だった。


　あまりに簡単過ぎた。アジトを教えてくれた酒場の男の言葉によると……


『東の街外れに最近、拠点を構えたらしいです』


　最近？


　最近!?


　そんな都つ合ごうのいい話があるだろうか？


　むしろこの簡単に見つかるアジトは、盗賊団の罠わなだと考えたほうがいいくらいなのに……それに対するライナの言葉。


『しっかし、間ま抜ぬけな盗賊団もいたもんだよなぁ……ちょっと調べただけでアジトがわかっちゃうし、終しまいにゃ農家のおばさんに道きいただけでも教えてくれちゃうし……』


　間抜けは俺だ……


「……うううう」


　ライナはうめいた。





　おかしいところ３。


　ゴンダゴンダ団。


　だんごだんご団。


　ゴンダゴンダ団。


　だんごだんご団。


「……ううううううう」


　もう、自分の馬ば鹿かさ加か減げんにうちのめされながら、ライナはきいた。


「……ちなみにイリス。ゴンダゴンダ団って名前、おまえがつけたの？」


　するとイリスは目を輝かがやかせて、


「うん！　かわいいでしょ！　だんごをね、逆さかさまに読んでね、それでね、ゴンダでね、それをね、二回ね……」


　なんて、一いつ生しよう懸けん命めい説明する姿はかわいらしかったが、最後まで聞くほどの気力はなかった。


　とそこで、洋館の中からさらに数人の黒くろ装しよう束ぞくの男たちが飛び出してくる。


「イリス団長！　陛へい下かからの情報どおり、貴族たちの軍がやってき……」


　言葉はそこまで。


　男はライナを見るなり歓かん喜きの表情になって、


「あ、黒くろ髪かみの眠ねむそうな男……あなたが囮おとり役のライナさんですね!?」


「お、囮!?」


「ということはそちらの金きん髪ぱつの女性が、護ご衛えい役のフェリスさん……た、助かった！　陛下から話は聞いてます！」


「い、いや、俺のほうは全然聞いてないんだけど……」


　なんてライナの言葉も、誰も聞いてない。


　しかしもう、事情は完全に理解していた。


　イリスが団長を務つとめる義賊、ゴンダゴンダ団は、シオンの命令で動く秘ひ密みつの軍団で……不正を働く貴族たちから金品を盗ぬすんでは、それを民衆に還かん元げんする、という組そ織しきなのだろう。


　しかし、しばらく活動しているうちに、どうもあのゴンダゴンダ団とシオン・アスタールの間につながりがあるんじゃないか、と勘かんぐる貴族が現あらわれ始める。


　そしてその疑うたがいを晴らすために……


「…………」


　ライナは、洋館の向こう側から響ひびき始める馬の蹄ひづめの音へ、あきれきった表情で目を向けた。


　そこには百人ほどの馬に乗った兵が集結してきており……


　その中央には真っ白な馬に乗った、銀髪金きん瞳どうの英えい雄ゆう王おうが、その英雄王という呼こ称しように相応ふさわしい威い厳げんのある声音で叫さけんでいる。


「義賊を名乗り、悪逆非道の限りを尽つくす盗人ぬすつとどもを壊かい滅めつさせるぞ！　狙ねらうは首領リーダーただ一人！　頭さえたたけばこんな盗賊団、おそるるに足りん！　情報では、首領は黒髪黒目の眠そうな男らしい。そいつを見つけだして、殺せ!!」


　もう、ノリノリだった。


「あ、あんにゃろ……今夜一晩中俺に、あの百人と鬼おにごっこしろってのかよ……」


　ライナがうめくように言う間にも、事態は進む。


　ゴンダゴンダ団の黒装束の男が、


「では、大変でしょうがよろしくお願いします。フェリスさん、誘ゆう導どうしてください。ライナさんを含ふくめた指し揮き権けんはフェリスさんにと、陛下から言い渡わたされております。条件は、死者を一人も出さないことです」


　なんて言葉に、ライナは蒼そう白はくになる。


「え？　ちょ、ちょっと待って。俺の指揮もフェリスがとんの？　いや、俺ちゃんと一人で囮になって鬼ごっこするから、おまえら勝手に逃にげ……」


　が、やはりエリス家の人間は、人の話を最後まで聞かない。


　フェリスは大きくうなずき、


「よし。では指揮をとるぞ。ゴンダゴンダ団は私について退たい却きやくだ。必死でついてこい。で、ライナは……」


「いや、だから俺は俺で適てき当とうに……」


　だが、やはり無視で、フェリスはひどく嬉うれしそうにローランド軍百人が集まるほうを指さす。


「私たちが逃げ切ることができるよう、突つっ込こめ」


「言うと思った!?　ってか、無理だって！　あんな兵百人も一人で相手にしたら……」


　が、そこまでで言葉を止める。


　ローランド兵たちが、一いつ斉せいに魔ま法ほうの詠えい唱しようを始めて。


「うおうおうおうおマジでっ!?　し、シオンの野や郎ろうマジで俺ら殺す気なんじゃないのか？　ちょっと、あんな量の魔法、俺一人じゃさばききれな……」


　と、振ふり返ったときにはもう、誰もいない。フェリスを先頭に、ゴンダゴンダ団は退却を始めていて……


　フェリスは一いつ瞬しゆんだけ振り返って、やはり嬉しそうに言う。


「なるべく死ぬな」


「死ぬわっ!!」


　と叫さけんでも、聞いちゃいない。


　ライナはそれに舌した打うちして、


「ああもうっ！」


　再び兵のほうを見た。


　彼の黒い瞳ひとみが、もう、完成間近の魔法を、見つめる。


　すると黒い瞳の中央に、朱しゆの五ご方ぼう星せいが強い光を放って浮うき上がった。


　特とく殊しゆな瞳。


　誰もが忌いみ嫌きらう、呪のろいの瞳。


　しかしその瞳は、ただ見ただけで、目の前に発動してる魔法の、すべてを読み取ってしまう。


　構成。術式。発動方法。


　そのすべてを一瞬で見取り、そしてライナはそれを解かい除じよする魔法を展開する。


　それも、


「求めるは雷らい鳴めい〉〉〉・稲光いづち」


　誰よりも速はやく。


　刹せつ那な、光の魔ま方ほう陣じんを空間に描えがき込み、稲いな妻ずまの魔法を放つ。


　それだけで七つの魔法を消し飛ばしてしまった。


　と同時に、彼は走り出す。


　ローランド兵百人へと向けて、一直線に。


『複写眼アルフア・ステイグマ』だけをきょろきょろと左右に走らせ、


「ええとそれで？　順番はどうだ？　どれが一番効こう率りついい？」


　右う翼よく、左翼、前方の魔法……当たりそうにないのは無視する。


　次々と魔法を解除しながら、軍に突っ込んでいく。


　解除した魔法の数は、十、十五、二十、二十五……
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　すれ違ちがいざまに、数匹ひきの馬に蹴けりを入れると、すぐに兵たちは混乱し始める。


　無能な軍に、無能な指揮官。


　こんな兵を引っかき回すのは簡単だった。


　そして乱れた兵たちの態勢を整えようともせず、ただおろおろしているだけの、無能な指揮官をライナは発見した。


　白馬に乗ったその指揮官は、もう、ただ混乱するばかりで、おろおろしているように見えるのに……なぜか口くち許もとには笑えみが浮いてる。


　その笑みを見て、ライナはうんざりした。


　そして笑みの浮かんだ口くち許もとが、ぱくぱくと動く。


　声は出していない。


　だが、唇くちびるの動きだけで、ライナはその、白馬に乗った無能な指揮官が、なにを言っているのかわかる。


『軍の一番後方に小太りの貴族がいる。そいつを死ぬほど脅おどせ。それで任務は終わりだ』


　そう。


　すべてはシオンの筋すじ書がきどおり。


「…………ったく」


　ライナは顔をしかめたまま、縫ぬうようにして兵を突っ切る。


　するとシオンの言ったとおり、小太りチョビひげの貴族の男が馬に乗っていて、ライナを見るなり、


「ひ、ひぃ!?」


　という、悲ひ鳴めいを上げさせる間もなく、ライナは跳ちよう躍やくして男の頭をつかむと、地面に引きずり降おろした。


「だ、誰か、誰か助け……殺され……」


　なんて無ぶ様ざまにわめく男の耳元に、ライナは小声で囁ささやいた。


「黙だまれよブタが。そうやって命いのち乞ごいした人間を、おまえは何人殺してる？　おまえはここで死……」


　が、しかし。


　そこで突とつ然ぜん、背後から声が上がる。


「求めるは雷鳴〉〉〉・稲光いづち」


　シオンの声。


　そして放たれた稲妻は、


「うわっ!?」


　ライナがとっさによけなければ、確実に彼を貫つらぬいていて……


「あ!?　ええええ？　て、てめぇいまマジで……」


　が、それを遮さえぎるように、シオンが言う。


「無事ですか！　ゼスフォール侯こう爵しやく！」


「あ、アスタール殿どの、た、助かりました。このご恩おんは一生忘れませんぞ」


　それにシオンは大きくうなずき、今度はライナをにらみつけて、


「この盗人ぬすつとめ。逃にがしはしないぞ！　全軍、魔法の用意！」


　なんてことを言って……


　ライナはそれにもう、あまりの怒いかりに声も失って口をぱくぱくと動かすばかり。


　だがそれだけでシオンにはライナの怒りが通じたのか、また唇だけで、


『ああ、ああ、わかったから。帰ったらおまえが欲ほしがってた高級ベッドマットをおまえの宿に届とどけさすから』


　それにライナも唇だけで、


『噓うそつけ！　そう言っておまえ、この前もくれなかっただろうが！』


『今度はほんとだって。明あ日すの朝には届けさせるよ』


『噓だ』


『ほんとのほんとだから』


『信じないね。じゃあ証しよう拠こ見せろよ』


　するとその言葉に、シオンはなにか思案するように首をかしげ……それからなにか思いついたのか、ふむっと大きくうなずいてから、言った。


「撃うてぇ！」


「うそぉ!?」


　とライナが声を上げたときにはもう、視界いっぱいに魔法の光が広がって……


「うう……あ、あんにゃろ絶対殺す。あとで絶対殺してやる」


　ライナは必死に逃げたのだった。





　　　　◆





　ちなみに．


　その、翌よく朝あさの出来事。


　約束通りライナが泊とまっている安宿に高級ベッドマットは届けられた。


　だが、大きすぎて宿には入らなかった上に、


「…………」


　返品不可、支し払はらいはライナ名義の十二回払いになっていた。







（みすてりあす・ろばー・ばんど：おわり）







　すぺしゃる・れくちゃらーず







　見たこともない、新しい魔ま方ほう陣じんの形。


　幾き何か学がく模も様ように、小こ難むずかしい言い回しの文章。


　質しつ素そな執しつ務む室しつの中、いくつもの魔法についての論文を眺ながめながら、


「……う～ん」


　ライナ・リュートはうめいた。


　寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみに、やる気ない眠ねむそうな黒い瞳ひとみ……しかし、そのやる気なさとは対照的に、その瞳はここのところの仕事のし過ぎで少し充じゆう血けつしていた。


　意い識しきも少し朦もう朧ろうとし始めている。


　それでもなんとか気を取り直し、


「……う～……え～……それで……この論文の魔法は使いもんにならんと。んでこれは……あー面おも白しれぇけど、開発に金がかかり過ぎんだろう。おいシオン、これやっていいか？」


　と、部へ屋やの中央の机つくえでやはり目を充血させているこの国の王に声をかける。


　すると王はこちらを振ふり向いた。


「ん？　なんかいいのあったか？」


　高こう貴きな生まれを感じさせる、艶つややかな銀色の長い髪。意志の強そうな鋭するどい金色の瞳。


　シオン・アスタール。


　彼はここローランド帝てい国こくに生まれた、稀き代たいの名君やら、英えい雄ゆう王おうやらと呼ばれる男なのだが……


　ライナは言った。


「ってかシオン、おまえ目、赤いぞ」


　するとシオンは苦く笑しようして、


「ああ、まあ、さすがにこんだけ寝ないとちょっとな。で、なんかいい魔法でもあったか？　目の充血取るような医い療りよう系けいの魔法なら即そく採さい用ようだ」


「あいにく軍事用」


「じゃ却きやつ下か。いまの情じよう勢せいじゃ、軍事にはそれほど国費はさけないよ」


「だな。じゃ、これは却下」


　と、ライナは論文の頭の部分にバッテン印じるしをつけて処しよ理り済ずみの書類の上に重かさねる。


　そしてまた次の書類。処理しても処理しても、終わる気け配はいはなかった。


　それにライナは思う。


　なんて、充実した毎日なんだろう。


「…………」


　俺おれがこうやって書類を一つ処理するたびに、この国は前へと進むのだ。この国に暮くらす人々が、幸しあわせになっていくのだ。それはなんて、やりがいのある仕事なのだろう？


　たとえば……


　とそこで、ライナは顔を上げる。


　すると部屋の隅すみでは、幸せそうにだんごパーティーを開いている姉し妹まいがいた。フェリス・エリスと、その妹いもうとのイリス・エリスだ。


　さすがに姉妹はよく似ていて、艶やかな金きん髪ぱつに、切れ長の青い瞳。この世の美をすべて集めたような、完かん璧ぺきな容よう姿し。


　姉あねのフェリスが、いつもの無表情で言う。


「うむ。さすがは最高級だんご。味のレベルが違ちがうな。よしイリス。次はこのだんごをいってみよう」


　すると妹のイリスが、姉とは対照的な、元気な笑え顔がおで言う。


「はぁい姉ねえ様さま！　だんご、だんご、ごーごごー！」


「うむ。いい歌だ」


「ほ、ほんと!?　やったああああ！　姉様にほめられたぁああああああっ!!　イリスすごい？　イリスすごい？」


　そんななにげない、しかし、幸せな光こう景けい。


　平和だ。すばらしく平和。


「……………………」


　それをライナは満まん足ぞくげな顔で見つめる。


　そうだ。この姉妹の、こういう幸せなひとときも、俺が支ささえてるんだ。


「…………………………」


　というか、あれだ。


　書類を一つ処理するたびに、彼女たちに高級だんごが一つ、また一つと、プレゼントされることになっているのだ。


　でも彼女たちの笑顔が見られるなら、どんなきつい仕事だってこなせる。


　あの、まるで妖よう精せいのような二人の笑顔を見るためなら、なんの苦く痛つうもない。


　むしろ、彼女たちの笑顔を見るたびに体にうち震ふるえるような喜びが……


「む。しまった。もう次のだんごがない。ライナ。早く次の書類を片づけろ」


　喜びが……


「片づけろー！」


　喜びが……


「てめぇらぶっ殺してやらぁあああああ！」


　あるわけなかった……


　あまりの怒いかりにライナは立ち上がり、空間に攻こう撃げき用ようの魔方陣を描えがこうとする。


　それを見て、シオンが、


「お、ライナ、八回目の限げん界かいか？　まだまだ元気だなぁ」


　と言ったときには、ライナは通常ではありえないほどの速はやさで魔方陣を描ききろうとしているのに……


「させん」


　それよりもありえない速さで、フェリスが剣けんを片手にライナの描いていた魔方陣を、たたき斬きってしまう。


「ああ、くそ」


　それにライナは舌した打うちをして、とっさに一歩後方へと下がる。


　だが、下がったところにはもう、


「イリスちゃん、パァアアアアンチ！」


　などというかわいらしい名前からは想そう像ぞうできないほど凄すさまじい拳けん打だが……


「ってかてめぇえら二人がかりなんて卑ひ怯きよう……ぎゃば」


　ライナは、奇き妙みようなうめき声を上げて吹ふっ飛ぶ。しかしまだ悪あく夢むは終わらない。


　姉悪魔はその吹っ飛んだ先にすら待ちかまえていて、地面に倒たおれ伏ふしたライナの腕うでの関節をあっさり極きめ、言ってくる。


「で、ここでおまえの右腕が折られると見せかけて、実は首がフェリスちゃん粉ふん砕さい骨こつ折せつによって大変なことになってしまうわけだが……言い残すことはあるか？」


　それにライナはもう、怒りの表情でフェリスをにらみつけて言ってやった。


「……す、すみませんでした。僕が早まったことをしました」


　するとフェリスは満足げにうなずく。


「うむ。以後気をつけるように」


　続いてその横で、イリスがやはり偉えらそうにうなずく。


「そうだよ野や獣じゆう君。イゴイゴだからね！」


「はい……本当にすみませんでした」


　ライナがそう言うと、やっと悪魔の姉妹は彼を解放して、再びだんごパーティーに戻もどる。


　それをもう、いまにも泣なきそうな顔でライナは見送ってから、シオンをにらみつけ、


「…………おまえ、このシステムはマジでやばいって」


　するとシオンは困こまったように肩かたをすくめる。


「あれ、もうけっこう死にそう？」


「死にそうに決まってんだろうがっ！」


「じゃあそろそろ休みたい？」


「や、休ませてくれんのっ!?」


「仕方ないなぁ」


　そう言うシオンに対し、ライナは、


（仕方ないっててめぇ何十時間ぶっ続けで働いたと思ってんだあとで殺す、絶対殺す、間違いなく殺す！）


　と思ったが、ここはとりあえず、


「おまえあとで絶対殺……ってああ違う。眠ねむくて思わず本ほん音ねが……じゃなくて、さすが英雄王だなぁすごいなぁ尊そん敬けいしちゃうなぁ～」


　それにシオンは苦笑してから、窓まどのほうを見た。


　つられてライナもそちらを見る。


　するとさっきまで暗かったのに、いつの間にやら光が差し始めていて……


　ライナはそれにげんなりと、


「うっわ……徹てつ夜や三日目……寝ねてなさ過ぎでもう溶とけそうなんだけど」


　すると部屋の隅すみでだんごを食べていたフェリスもそれに目を細める。


「うむ。厳きびしい戦いだったが、お互たがいなんとか乗りきったな。私もだんごを食べ過ぎて満腹だ」


「イリスもおなかいっぱぁい！」


「……おまえらうらやましい人生だなぁ」


　そんな三人の会話にシオンは笑いながら、


「あはは。とにかくみんな頑がん張ばった。だからご褒ほう美びをあげようと思うんだけど……」


　それにライナはもう、いまにも死にそうな顔で言った。


「いや、ご褒美なんかいらないから、帰らして。眠くてもう死にそうだから」


「いやいや、まあ待てって。俺だって今度ばかりはちょっとライナには頑張らせ過ぎたって思ってるんだ。だから礼くらいはさせてくれよ」


「礼ぃ？　ああもう、んじゃ、手て短みじかにな」


　するとシオンはうなずいて、机の引き出しを開ける。そして小さな二枚の紙を取り出してこちらへと掲かかげてくる。


「さあ、ご褒美にこの、ローランド帝てい国こく王立軍事特とく殊しゆ学院で今度行なわれることになった、学院祭の入場チケットをあげよう」


　なんて言葉に、


「は？　学院祭？　って……あの学院祭？」


　ライナは、思わず耳を疑うたがった。


　ローランド帝国王立軍事特殊学院……


　そこはかつて、国の異い端たんばかりが集められていた場所だった。孤こ児じや、Ａ級犯はん罪ざい者しやの子こ供ども。社会には居い場ば所しよがない者たちが、戦争の道具として育成されていた場所。


　ライナや……いや、ライナだけじゃない。シオンも、キファも、かつてはそこにいた。


　シオンと初めて会ったのもそこ。


　いまあるすべてが始まった場所。


　だが、ライナの記き憶おくの中の特殊学院では、学院祭などというものが行なわれた記憶はなかった。


　というよりも、そういう娯ご楽らくとはまったく無む縁えんの学院だったはずだ……


　だからライナは思わず、


「あの学院で……学院祭？」


　そう聞いた。


　するとシオンはにんまり笑って言う。


「ああ。あの学院で学院祭だ。ちょっとすごいだろう」


　確かにすごい……と、ライナは思った。


　そういう身近な部分の変化を聞くと、改めて実感させられる。シオンが王になり、やはりこの国は変わり始めているのだ。


　もう、前王の時代とは違ちがう。


　あの戦争に狂った時代とは違う。


　この英えい雄ゆう王おうが、この国を変えるのだ。


　だからライナは言った。


「いや、その前に頼たのむから俺の労働体系も変えて……」


　が、それは当然無視でシオンは続けてくる。


「というわけで、せっかく母校で学院祭があるんだ。たまにはデートでもしてこいよ」


　なんて言葉に、


『デート？』


　ライナとフェリスは顔を見合わせた。


　それからライナは再びシオンを見て、


「ってかおまえまさか……そんなんがご褒美とか言うつもりじゃ……」


　だがシオンはあっさり、


「ここのところ仕事仕事で忙いそがしかったからな。たまにはデートでも……」


「いやいやいやいや、ちょっと待てって。だからなんでそれがご褒美？　そんなんいいから、普ふ通つうに休ませてくれよ」


　続いてフェリスもうなずいて、


「うむ。こんなデートした女をすべて妊にん娠しんさせてしまうという新種の動物『ポケスケ』とともに行動しろなどと、貴様いったいなにを企たくらんでいる!?」


「ってか、おま……」


　と、ライナが突つっ込こもうとするのを遮さえぎって、イリスが目を輝かがやかせて言ってくる。


「ぽ、ポケスケ!?　ライナ兄ちゃん、ほんとはポケスケなの？　すごぉーい！」


「……………………そうだね。俺もなんかすごそうな気がしてきたよ……」


　ライナはもう、疲つかれ果てた声こわ音ねで言った。


「ってか、ポケスケでもなんでもいいから、もう俺、帰って寝ていい？」


　するとイリスは寂さびしそうな顔で、


「えええええ、ポケスケもう巣すに帰っちゃうの？」


　続いてフェリスが、


「気をつけろイリス。最近の学会の報告では、『ポコスケ』は巣に帰るとき、女をさらっていくらしい」


「ポコスケ怖こわぁああああああい!!」


「いやおまえら、いつの間にやら名前がちょっと変わって……」


　が、ライナはため息いきをついて言葉を止めてから、


「あああああ、ってか、ンなことはどうでもいいんだよ！　とにかくそういうわけで、俺帰るぞ？　帰って寝る。それどころかもう失しつ踪そうするから。探さがさないでください」


　なんて言って、さっさと踵きびすを返す。


　するとイリスがなぜかちょっと緊きん張ちようした顔で身み構がまえた。


「危き険けん！　危険です姉ねえ様さま！　パタスコの奴やつ、巣に帰りそうです！」


　するとフェリスもうなずいて、


「うむ。ではそろそろ私たちも帰るぞ。今日きようは夕方からだんごの特売だ」


「はぁああい！」


　そう言ってやはり踵を返し、チケットを掲げたままのシオンなどまったくの無視で帰り始める。


　その後ろからシオンが、


「ちなみに学院祭は今日なんだけどなぁ」


『………………』


　なんてのは当然無視。


　しかし、さらにシオンは言ってくる。


「ほんとにいかないのかい？　惜おしいなぁ。昔のおまえの教室でやる出し物なんかは、けっこう面おも白しろそうなんだけどなぁ」


『……………………』


　なんてのも、当然無視。


　だが、さらにさらにシオンは、


「出し物の名前、なんだっけかな。確か……だんごカフェ？」


　瞬しゆん間かん……フェリスが振ふり向くのと、ライナの顔が歪ゆがむのが、同時だった。


　だが、さらにシオンはだめ押おしのように言ってくる。楽しげな声音で、


「ペアだと半はん額がくなんてことも言ってたなぁ。だからデートって言ったんだけど」


「デートだライナ！　いくぞ！」


　と、フェリスが言ったときにはもう、ライナは逃とう走そう態たい勢せいに入っていた。


　光の文字を空間に描えがいていく。魔ま方ほう陣じんを描くローランドとは、まったく違う形式の魔法。


　かつてエスタブールの魔法騎き士し団だんから彼の特とく殊しゆな瞳ひとみ、『複写眼アルフア・ステイグマ』で奪うばった魔法だった。


　その魔法を、通常では考えられないほどの速さであっという間に完成させ……


「我われ・契けい約やく文ぶんを……」


　が、呪じゆ文もんを唱となえ終わる前にやはり、光の文字はフェリスの剣けんに斬きり裂さかれてしまう。


「ああああああああああくそおおおお」


　と、ライナが叫さけんで一歩下がったところで、フェリスが言う。


「イリス！　パプローを捕ほ獲かくしろ！」


「はぁああい。パピコ死ねぇえええええ！」


「だからてめぇらなんで毎回名前が違…………ぎゃば……ぐふぁ……」


　三回転半。


　それで終わりだった。





　　　　◆





　ところ変わって。


　そこはライナがよく見知った場所だった。
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　ローランド帝てい国こく王立軍事特殊学院。


　広大な敷しき地ちに用意された演習場。その演習場を抜ぬけ、いまは校こう舎しやの廊ろう下かを歩きながら、


「……やばい。あきらかにこれはやばい」


　ライナはその校舎の中を満たしている危険な雰ふん囲い気きを感じて、震ふるえていた。


　それに横を歩いているフェリスが首をかしげてきいてくる。


「ん？　やばい？　いったいおまえはさっきからなにをそんなに怯おびえているのだ？」


　続いてイリスはきょろきょろしながら、


「がっくいんさーい♪　がっくいーんさーい♪　がっくいんさいは、楽しいな～！」


　などと『学院祭』の歌を歌っているが、それにライナは周囲を見回す。


　しーんっと静まり返った校舎に、かすかに聞こえてくるのは、あきらかに教師による授じゆ業ぎようの声。


　いくら探さがしてみても、出し物などは出ていない……どころか、学院祭など、まるで開かれようとしている雰囲気すらなくて……


「いやおまえ、ここで学院祭が開かれてるように見えるか？」


　ライナがそう聞くと、フェリスも周囲を見回す。そして首をかしげ、


「……ふむ？　開かれて……ないのか？」


「いや、ないどころの騒さわぎじゃ……ってまさかおまえ、学院祭ってのがなんなのか知らないんじゃ？」


　するとあっさり、


「知らん。イリスは知っているか？」


「え？　え？　なになに？　かぷいんぱいのこと？」


　とそこで、フェリスがはたとなにかに気づいたように表情が変わる。


「あ、ま、まさかライナ貴様、かぷいんぱいとは、なにかいかがわしいところなのでは……おのれいったい何を企んでいる！」


「……………………いや、かぷいんぱいのことは俺も知らないけどさぁ……とりあえず俺の説明を聞いとけ」


　と、ライナは説明した。


　学院祭がなにかということ。しかしあきらかにここでは学院祭が行なわれている気け配はいがないということ。ということはまぁああああた、シオンの陰いん謀ぼうでいいように使われてるんじゃないかということ。


「な？　危険だろ？」


　するとフェリスも腕うで組ぐみをして、


「なるほど。つまりはあれか。シオンが噓うそをついているかもしれないと」


「そ。というわけで、また厄やつ介かいなことに巻まき込まれる前に、俺はここで帰……」


　が、ライナの言葉を遮さえぎって、フェリスは続ける。


「だがその、かぷいんぱいとやらがやっていなくても、だんごカフェだけやっているという可能性も」


「ないない」


「ほんの少しくらいは可能性が……」


「ないって」


「し、しかしもしやっていたら、おまえはどう責せき任にん取るつもりだ」


「だぁから責任もくそも、こんな状じよう況きようでだんごカフェだけやってるわけが……っておまえ、そんな悲しそうな顔すん……ってこれはもう仕方ない、みたいな顔で剣抜くなぁああ!!　ってもう、はいはいわかったよ。連つれてくから。でもやってなくても俺にあたるなよ？」


「うむ！」


　とフェリスは満足げにうなずき、その妹もそれをあわててまねして、


「う、うむ！」


　とりあえずこちらも満足げだった。


　そして結局、だんごカフェをやっているという、昔ライナたちがいた教室へと向かったのだった。





　　　　◆





　なつかしい扉とびら。それをガラガラっと大きな音を立てて開く。するとそこに現あらわれた光景は、まるで昔のままだった。


　かつてライナが、一日中昼ひる寝ねをして過ごしたこともある教室。


　その教室の教きよう壇だんには、眼鏡めがねをかけた初老の教師が立っている。そしてその教師の声に、真剣な表情で耳を傾かたむけている生徒たち。


　とそこで、生徒たちの視線が、突とつ然ぜん入ってきたライナたちへと集まる。


　いらっしゃいませ！　ようこそだんごカフェへ～！　という顔では、あきらかにない。


　それにライナは居い心ごこ地ち悪そうに、


「あ～、なんというかその、授業続けてくれ。お邪じや魔ましま……」


　が、その言葉を初老の教師が遮ってくる。


　まるでライナたちがくるのを知っていたかのような顔で、


「ああ、あなた方が、臨りん時じの講こう師しの方たちですか？」


　瞬しゆん間かん！


「ほらきた！　ほらきた!!　もう嫌いや！　ぜってーこうなると思ってたよ～」


　ライナは半泣きの表情で言った。


　だが、事じ態たいはどんどん進行していく。


　教師がライナたちのほうをしげしげと眺ながめ、


「ええと、フェリスさんは……」


「私だ」


「ああ、なるほどなるほど。金きん髪ぱつの美人さん……えーと確か……ごほん」


　と咳せき払ばらいを一つしてから、教師は言う。


「ど、どうかお助けください。だんごカフェ始まって以来の危機なのです」


「だ、だんごカフェの危機？……いったい、なにがあったのだ？」


「ってだからちょっと落ち着けって。これ絶対罠わな！　ごほんって言ったからこいつ！　ごほんって！」


　だが、ライナの訴うつたえむなしく、やはりどんどん事態は進行していく。


　教師が書面を手て渡わたしてくる。


「詳くわしくはこれに」


　その書面の表紙には、こうあった。


『臨時講師の依い頼らいの件について』


「ってこれシオンの字じゃねぇか。おいフェリス、中読んだら絶対終わ……」


　だがもう遅おそかった。


「ふむ。なになに……」


　フェリスが書面を開く。すると中には、こんなことが書かれていた。シオンの字で。


『せっかく平和になったこの学院の生徒たちの間にいま、新種の薬物が出回っているという噂うわさがある。なんとかしろ。こんな状況で学院祭を開くわけにはいかない。ということはだんごカフェの企き画かくもお流れだ。それが嫌いやならなんとかしろ。以上』


「以上じゃねぇえええええええええええ！」


　と叫さけぶライナの横でフェリスが、


「ううむ。これはなんとかするしかないなライナ。子供たちのためだ」


「だんごのためだろうが！」


「うむ！　だんごのためだ！」


「……………………そうだよね……」


　もう、なにも言うことはなかった……


　すると教師が眼鏡をくいっと上げて、言ってくる。


「では臨時講師の件よろしくお願いします」


「……………」


　そうしてライナたちは先生になった。





★一組の場合★





「新しい講師がくるらしいぜ？」


「おお？　今度はどんな先生だ？」


「俺はやっぱ美人の女の先生がいいなぁ」


「私は若い男の先生がいー！　そんでそんで、教育熱心な先生と生徒の間にやがて愛が」


「おまえまたそれかよ、質たち悪いなぁ。それで問題になってこないだの先生もやめたろ」


「なによ～そんなこと言ってあんたたちだって女の先生いじめてやめさせちゃったじゃない！」


　などなど、教室は新しくくる講師の話題でもちきりだった。


　といっても、この一組は少々問題のある生徒ばかりが集まっているクラスで、


「ま、熱血教師ほどすぐやめるよな」


「さて、俺たち一組の教師になろうなんて、今度はどんな物好きな奴やつだ？」


　話題の中心は、今回の教師はどれくらいもつのか、なんてものだったが……


　とそこで、ガラガラと音を立てて教室の扉が開いた。それに生徒たちは、


「…………」


　急に私語をやめた。彼らは知っているのだ。


　最初が肝かん心じん。


　最初に礼れい儀ぎ正しい生徒の振ふりをして、あとで裏うら切ぎる。それが、どれほど講師の心を傷つけるのか。だから一組は最初、どのクラスより礼儀正しい。


　一人の生徒が言った。


「あ、みんな新しい先生に挨あい拶さつしよ！　全員起立！」


　それに一瞬、クラス全員がにやにやしそうになるのをこらえた。


　そして立ち上がって、講師がくるのを待つ。


　純じゆん粋すいな少年少女の笑え顔がおを装よそおって。


「…………」


　そう、最初が肝心。


「………………」


　最初が肝心なのだ。


　クラス二十人、引きつった笑顔のまま、先生をお迎むかえしようと待ち続けるが……


「……………………」


　しかし、一向に入ってくる気配がない。


　それに一人の男子生徒が言った。


「あ？　なんだ？　一組の噂うわさに急にびびって入ってこれなくなったか？」


　すると女生徒がきゃははと笑って、


「それありえるぅ～」


　と、言った瞬間だった。


　教室の外で、知っている声があがる。この学院の教頭の声。


「ら、ライナ先生！　なんでそんなところで寝ねてるんですか！」


　それに続いて、もういまにも死にそうなほど気けだるい男の声で、


「いや、頼たのむ。頼むからもう寝かせてくれ……やっと解放され……これ以上は死……あ、いや、もうあっちの世界が見えて……じゃあ俺はいくから」


「どこにいくつもりですか！　こんなところで寝ないでください！　生徒が待ってます。とりあえず教室に」


「うあ～もうあっちにいかせてくれよぉ……限界だよぉ～」


　なんて言葉とともに、眼め鏡がねの初老の教師と、その教師に引きずられながら、一人の若い男が現れる。寝ね癖ぐせのつきまくった黒くろ髪かみに、いまにも閉じそうな緩ゆるんだ黒目。


　教頭が困こまった顔で言う。


「あ～はい、今日から君たちのめんどうを見ることになった、ライナ・リュート先生です。みんな先生の言うことを聞くように。このクラスのこの時間は確か魔ま法ほう概がい論ろんです。では、リュート先生、よろしくお願いします」


　言ってから、そのライナとやらを教きよう壇だんの前に無む理り矢や理り立たせると、さっさと教室を出ていってしまう。


　そんな光景を、生徒たちが呆ぼう然ぜんと眺ながめていると……


　ライナは一度生徒たちを半はん眼がんでぐるりと見回してから、疲つかれた声音で言った。


「あ～なにおまえら。なんで立ってんの？」


　それに生徒の一人があわてて笑顔をとりつくろう。


「あ、いや、新しい先生をお出迎えしようと思いまして」


　ライナはそれにあからさまに顔をしかめ、


「うっわ、おまえらまさかまじめ君？　授業受ける気満々だったりしちゃうわけ？」


　その言葉に、生徒たちはにやりとした。まずは成功だ。まじめだと思わせておいて、あとで裏切る。


　女生徒が言った。


「先生の授業を聞かせてください！」


　が、


「めんどいから嫌いや」


『えっ!?』


　と、生徒たちが驚おどろいたときにはもう、ライナはその場に横になっていて、


「ほいじゃ、俺は寝るから。邪じや魔ましたら殺すからな」


「は？　ね、寝るんですか？　授業は？」


「あぁ？　授業だ？　ンなもんこんな眠ねむいのにできるわけないだろうが。とりあえず一か月休講。一か月後に起こして」


「い、一か月……いやでも、もうすぐ中間試し験けんも近いし……一か月も休講したら……」


　それにライナはもう、うんざりした顔で生徒たちを見て、


「ああもうおまえらさっきからうるせぇな。中間試験だ？　ンなめんどくさいもん受けなくていいよ」


「えええええ!?　い、いや、さすがに俺たちも試験は受けないと、落第しちゃいます」


「じゃ全員落第」


「ええええええええ!?　ちょ、ちょっと待ってください！　俺たちが悪かったです。先生をいじめようとしたりしてすみませんでした!?　こ、これからはまじめに勉強……」


「うるさいうるさい。もう全員退学」


『えええええええええええええええ!?』


　と、クラス全員が絶ぜつ望ぼうの表情で叫さけんだ。


　それからおろおろと、


「こ、こいつめちゃくちゃだ」


「いやでも、あれじゃないか、お、俺たち先生いじめすぎたから、ほんとに退学なんじゃないか？」


「う、噓うそぉ？　そ、それはまずいって……教頭先生に全員であやまりにいこう。いままで俺たちが悪かったって……」


「そ、それだ！　そうしよう」


　そう言ってクラスを出ていく生徒たちをライナは薄うす目めで見つめ……


「……あーおまえらちょっと待て。まぶしいからカーテン閉めてってくれない？　あと戻もどってくるときには枕まくらも忘わすれ……」


『うっさい！』


　そう怒ど鳴なって、生徒たちは教室を出ていく。


　それにライナは肩かたをすくめて、


「……ふむ。ここがあの特とく殊しゆ学院ね……」


　と、少し、昔を思い出す。しかしここにはもう、あのころの狂った学院の様よう子すは、まるで残ってなかった。


　それにライナはもう半分目を閉じかけながら、


「……ったく。確かにシオンの奴やつは、英…………あ、やば、またあっちの世界が……」


　しかしそこまでで、力尽つきた。





★二組の場合★





「フェリス先生！　こ、こんなの試験にでるんですか！」


「馬ば鹿かめ。次の試験はすべてだんごについての問題だ！」


『ええええええええええええ!?』


「さあ腕うでのいいだんご職しよく人にんを目指して特とつ訓くんだ！」


「は？　だ、だんご職人？　僕ぼくらはローランド軍に入るために勉強を……」


「安心しろ。すでに書類上ではおまえらはこの学校を退学することになっている。そしてローランド帝てい国こく王立だんご学院に編へん入にゆうだ」


『ええええええええええええええ!?』


「卒業後だんご屋就しゆう職しよく率りつ１２０％のエリート校だ。ということはおまえらはエリートだ」


「え、エリート？」


「うむ。順じゆん風ぷう満まん帆ぱん、だんごエグゼクティブ街かい道どうまっしぐらだ」


「な、なんかそれはいいかも……」


「うむ。理解したならもう、時間はないぞ。なにせエグゼクティブだからな。さあさっき教えたことの復習だ！」


『は、はい！』


　そんな光景。


　ちなみに。


　フェリスはエグゼクティブの意味はいまいちよく知らなかった。





★三組の場合★





　生徒たちは、教壇の上に立って周まわりを見回す少女に、呆ぼう然ぜんとしていた。


　一人がおずおずと質問する。


「あの、君は誰だれかな？」


「え？　私？　私はイリスちゃんでしたー」


　と、胸むねを張はる少女に、今度は女生徒が、


「そ、それでその、イリスちゃんはここでなにしてるの？」


　するとイリスは自信満々で大きくうなずき、


「うんとねーイリスねーあのねーえっとねー……えっと、かぷ……かぷいんぱいがねー」


「か、かぷいんぱい？」


「そう！　かぷいんぱいだよ！」


『…………』


　まるでわけがわからなかった。
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　するとイリスがまた大きくうなずいて、


「じゃあイリス歌うねー！」


『う、歌うの!?』


「だーだんだだーだーだーだだだーだーだーだーだだーだーだんごっぽいーのかー!?」


　と、教壇の上、またも意味不明な歌を歌い出すイリス。


　それを生徒たちは呆然と眺ながめながら……


　教室の一番後ろの席の男の目つきの悪い男が言った。


「なんだよありゃ。臨時の講師は？」


　続いてその隣となりの、小太りの男が言う。


「休みじゃねぇのか？」


　さらにその横の背がひょろ高い男が、


「お、じゃあ休講？　やったね！」


　再び目つきの悪い男が言った。


「んじゃあれやろうぜあれ」


　するとその後ろからひょこっと顔をだした金きん髪ぱつの少女が、わくわくした瞳ひとみで、


「やろうぜやろうぜ！　あれやろうぜ！　でもあれってなぁーに？」


「んぁ？　そりゃ、あれはあれに決まってんだろ。薬だよくす……っておまえいつの間に!?」


　と、男は驚おどろく。だがイリスはそんなの無視で、かわいらしい顔をきゅっとしかめ、


「イリスお薬嫌きらーい。だって苦にがいもーん」


「ああ？」


　それに、男たちは顔を見合わせた。


　それから目つきの悪い男が笑えみを浮うかべ、


「いやいや、これは苦くないぜ。苦いどころか、一口なめりゃ、すごい楽しいところまでぶっ飛べる」


　それにイリスは不ふ思し議ぎそうに首をかしげ、


「ピクニック？」


「ピクニックよりも全然いいところさ」


「どこどこ～!?」


　目を輝かがやかせるイリスに、目つきの悪い男が懐ふところから紙に包つつまれた粉こなを取り出して、


「この薬をなめればいけるよ。ちょっとなめてみるか？」


　が、またイリスは顔をしかめ、


「い、イリスお薬嫌……」


「薬が飲めないお子様はいけないんだよねぇ」


「こ、子供じゃないもん！」


「じゃあなめる？」


「う、うん」


　それに、周まわりの男たちが、


「ちょ、こんなガキにやばくねぇか？」


　しかし目つきの悪い男は、


「なぁに、ほんとちょっとだけだって。ほら、これなめてみ」


　それにイリスは目をぎゅっと閉じて、それをぺろっとなめた……瞬しゆん間かん。


「やっぱり苦…………うわあああああすごおおい、お魚が空飛んでるぅー!!」


「な、すごいだろ？」


「すごいすごーい！　イリスあのお魚捕つかまえてくる～!!」


　と、教室を飛び出していき……


　それに目つきの悪い男は笑う。


「かわいいもんだ」


「ったく悪い奴やつだなぁ。あんなガキに薬やらせるなんて」


「はっ。俺はまだまだこんなもんじゃないぜ。なんせ後ろには組そ織しきがつい……」


　が、そこで言葉は遮さえぎられる。


　教室の外から響ひびき渡わたるイリスの声。


「野や獣じゆう君はっけぇん！　捕ほ獲かくしまーす！」


「うわ、てめぇ、なんで殴なぐ……あ、ちょっ、やめて、お願い。やっと寝ね……って……あ？　おまえ、なんだ？　酔よっぱらっ……ああ」


　と、そこで言葉は途と切ぎれたが……


　なにが起きたかはわかる。


「お、おい、これまずいんじゃないのか？」


「うろたえんじゃねぇ。先公なんてこわかねーよ」


　言ってから、目つきの悪い男は、さらに目つきを悪くして周囲の生徒たちをにらみつけ、


「おい、てめぇらもいまあったことチクリやがったら、ぶっ殺すからな！　なんてったって俺にはバックに組織が……」


　が、またもその言葉は途切れる。


　突とつ如じよ、教室の扉とびらが、どういうわけか細こま切ぎれになって吹ふっ飛んだから。


「うそ……」


　と、声を上げる間もなく、教室にはイリスにそっくりな金髪の美女と、黒くろ髪かみのやる気なさそうな男が入ってきて……


　美女が言う。


「妹に薬を飲ませたのは誰だ」


　その言葉に、


『………………』


　教室は静まり返る。


　それに男たちは笑みを浮かべた。そうだ。チクったらどうなるか、このクラスの奴らはよーくわかってる。


　先公なんて、怖こわくね……


　がそこで、突とつ然ぜん、金髪美女が腰こしの剣けんを引き抜ぬく。


　瞬間、今度は教きよう壇だんが、なにをどうしたのかあり得ないほどの数に粉々になり……しかし美女は止まらない。さらに一番前の席の、クラス委員の男の首をつかんで持ち上げると、


「貴様がやったのか」


「ぼ、僕じゃない!?　僕じゃ……」


「なら誰だれだ。隠かくし立てするとおまえの頭はいまの教壇と同じ末まつ路ろだ。五秒以内に答えろ。五、四、三……」


「ひ、ひぃいいいいいいい!?」


　クラス委員は叫さけぶ。するとそれに後ろの黒髪の眠ねむそうな男があわてて、


「お、おい、早く答えろって！　そいつマジだから！」


　だが、金髪の女はあっさり、


「二、一……終わりだ」


「ま、待ってくれぇええええ！　あ、あいつらです。後ろの席のあの三人組！」


　それに目つきの悪い男は、


「あんにゃろ……」


　と言いかけたが、そこで、金髪の女がこちらを見てきて、言葉を止めた。信じられないほどの美び貌ぼう。しかし美しいが、まったく感情を映うつしていない青い瞳。


　それに男たちはたじろいだ。


　しかし、それでも目つきの悪い男はなんとか虚きよ勢せいを張はって、


「お、おまえらなんか怖くねぇぞ！　お、俺のバックには組織……がふぁっ!?」


　が、やはりまた、その言葉は言い終わる前に遮られる。金髪の女は、どうやって間合いを詰つめたのか、いつの間にやら彼の首をつかみ、持ち上げてきて……


「その組織のところへ案内してもらおうか」


　するとその後ろから眠そうな男が言ってくる。


「えええええおいおいちょっと待てフェリス。案内って、まさかおまえ、俺たちでその組織まで壊かい滅めつすんの？」


「当たり前だ。妹を薬漬づけにし、はては青少年たちをたぶらかす悪の組織め……私のだんごカフェの邪じや魔まだけは絶対にさせんぞ！」


　なんて言葉に、黒髪の男はあきれ顔で、


「……おまえ……前半と後半の言葉の内容が食い違ちがっ……ってかンなことより、俺はいったいいつ寝れるの？」


　もう、半泣きな顔で言っていて……


　それに目つきの悪い男は二人をにらみつけて、


「馬ば鹿かが！　俺を敵に回して、ぐっすり眠れる日がくるはずないだろう！　なんせ俺のバックには組織がついてんだぞ！　だがもう、後こう悔かいしてもおそいからな！　無事でいられると思うなよ！」


　そう怒ど鳴なった。


　怒鳴ったが……





　　　　◆





　三時間後のこと。


　まるで悪魔のように暴あばれ回る金髪の美女があっさり組織を壊滅する様さまを見て……


「お、俺……やっぱりまっとうに生きていこう」


　彼はあっさり不良をやめた……





　　　　◆





　見たこともない、新しい魔方陣の形。


　幾き何か学がく模も様ように、小こ難むずかしい言い回しの文章。


　質しつ素そな執しつ務む室しつの中、いくつもの魔法についての論文を眺ながめながら、


「死ぬから！　まじで死ぬから！」


　ライナ・リュートは悲ひ鳴めいをあげていた。


　部屋にはいつもの面々。


　仕事馬鹿一代のシオンに、部屋の隅すみでは金きん髪ぱつ悪魔姉し妹まいがだんごパーティー。


　とそこで、フェリスが言った。


「む。しまった。もう次のだんごがない。ライナ。早く次の書類を片づけろ」


　続いてイリスが、


「片づけろー！」


「てめぇらぶっ殺しぎゃあああああああああああ殺さないでぇええええええ！」


　なんて光景を見ながら、


「あはは。相変わらず三人とも元気だなぁ」


　と、シオンが苦く笑しようする。そのまま彼はふと、窓の外を見た。するとさっきまで暗かったのに、いつの間にやら光が差し始めていて……


　ライナはそれに、


「もう六日寝てねぇえええええええええってか殺す気かてめぇ！」


「なんだライナ。もう限界か？」


「あたりまえ！　あたりまえだから！」


「仕方ないなぁ。じゃあ、ご褒ほう美びあげるからもうちょい……」


「いらねぇえええご褒美なんていらないから寝かせてくれええええええええ！」


　だがそんなのは当然無視でシオンは続ける。


「いやぁ、最近いい薬が手に入ってね。一発で疲つかれが取れるし、全然寝なくていいらしいんだが……試ためしてみろよ」


　と、懐ふところから白い紙に包まれた白い粉ふん末まつ状じようのなにかを取り出す。


「……って、おまえそれまさか……」


　が、シオンはにやりと笑って、


「なんてな」


「なんてなじゃねぇえええええええ！」


「なんだよ。冗じよう談だんだって。これは砂さ糖とう。疲れにはやっぱり糖分だからな。なんなら飲んでみるか？」


　と、砂糖……なのかなんなのかいまいちわからない粉末をシオンは差し出してきて……


　ライナはもう、恐きよう怖ふの表情で言った。


「……殺されるんだ……俺もうここで殺され………………がふぁっ!?」


「どう？　やっぱり糖分取ると、疲れがとれるだろう？」


「はい！　ありがとうございます！　とても元気になりました」


「う、うわ、ちょっと効きき過ぎたか……？」


「はい！　ありがとうございます！　世界平和のために僕ぼく頑がん張ばります！」


　そしてまた、彼らは仕事を再開する。それはやりがいのある仕事だった。


　国民の幸せのため。


　だんご姉妹の笑え顔がおのため。


　不ふ眠みん不休でライナはがんばり続け……





　三日後。


「だあぁあってかもう無理だって。まじで俺このままじゃ死……がふぁ!?　はい！　ありがとうございます！　僕がんばります！」


　どうやら、世界平和の日は近いようだ。







（すぺしゃる・れくちゃらーず：おわり）







　たちくらみ伝勇伝



　天才の流りゆう儀ぎ








『ローランド最高の魔ま術じゆつ師し』





　彼は、そう呼よばれていた。





　その、『ローランド最高の魔術師』が、


「[image: ][image: ]？　おいそこのガキ。てめぇいま、俺おれになんて言った？」


　そんなふうに怒ど鳴なりつけてきて。





　それにライナ・リュートは、肩かたをすくめ、


「………………うあ～もう、めんどくさいことになってきたぁ……」


　小声で呟つぶやいた。


　ざんばらに刈かられただけの黒くろ髪かみに、少し眠ねむそうな黒い瞳ひとみ。


　平へい均きんよりはだいぶ背せが高いが、しかし、それでもまだたった十三歳さい。体つきは完成していない。


　だがその、幼おさなさの残っている身に纏まとっているのは、ここローランド軍の中でも化物揃ぞろいの暗あん殺さつ集しゆう団だんと呼ばれ、恐おそれられている特とく殊しゆ組そ織しき、『隠いん成せい師し』専せん用ようの戦せん闘とう服ふくだった。


　黒いローブに、紺こんの軽けい鎧がいが合わさっている戦闘服。


　全身がもう、暗い色でまとめられている。


　つまりそれは、闇やみに紛まぎれ、人目から消え去るためだけに作られた装しよう束ぞくなのだが……


　そう。


『隠成師』という組織は、そういう場所だった。


　外部に知られると困こまるような、軍の人体実験によって生み出された戦闘兵器や、人に忌いみ嫌きらわれる、特とく異いな能のう力りよくを持った化物たちが寄よせ集められた集団。


　そしてやることといえば、やはり外部に知られると困るような、後ろ暗い任にん務むをこなす、ローランドの暗部。


　そして、今回の任務もまた、例によってうんざりするような後ろ暗い任務だった。


　とそこで、ライナは、目の前の光景を見る。


「…………」


　場所は貴き族ぞくの館やかた。


　その館の広間には、ライナと同じ、『隠成師』の戦闘服を着き込こんだ男たちに、無理矢理床ゆかに組み敷しかれている五人の女たち。


　そのうち三人はすでに、服を引きちぎられ、裸はだかにされて床に倒たおされている。


　男たちはいやらしい表ひよう情じようで歓かん声せいを上げていて。


　もう、いまからなにが起ころうとしているのかは……まだ幼いライナにも、簡かん単たんに理り解かいできた。


　というか、こんなことは、日にち常じよう茶さ飯はん事じだった。『隠成師』というのは、そういう場所なのだ。


　いや、この狂くるった国、ローランド帝てい国こくでは……と、言った方がいいだろうか？


　ライナが『隠成師』に配はい属ぞくされて、数年。


　任務につくたびにいつも、気分の悪くなる指令ばかりが下される。


　暗殺任務。


　誘ゆう拐かい任務。


　脅きよう迫はく任務。


　殲せん滅めつ任務。


　もう、吐はき気がするほど最悪なものばかりだ。


　軍の上じよう層そう部ぶや貴族たちの欲望や見栄の張はり合いに巻まき込まれ、人を殺せ、人を殺せ、人を殺せの繰くり返し。


　だからライナはその、すべての任務を、放ほう棄き、妨ぼう害がい、秘ひ密みつ情じよう報ほうの漏ろう洩えいなど、反はん抗こうの限かぎりを尽つくしていたら……


　今回のこの、任務を与あたえられてしまった。


　つまり。


『ローランド最高の魔術師』と呼ばれる、最悪の化物が管理しているチームの一員になって、ルノショ伯はく爵しやくの娘むすめを誘ゆう拐かいするという、任務。


　さすがに問題児のライナ・リュートでも、『ローランド最高の魔術師』クヲント・クオには逆さからえないだろう、という軍部の考えらしい。


　そんなこんなでいま、ライナは絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの状じよう況きようにあった。


　その、『ローランド最高の魔術師』クヲント・クオと対たい峙じして、にらみ合ってしまっているのだから。


　短く刈った金色の髪に、右目は刀かたな傷きずで潰つぶれ、左目は見ただけで切れてしまいそうなほど鋭するどい瞳。


　他ほかの『隠成師』たちよりも頭一つ大きな体は、しかし、ただデカイだけじゃない。


　戦闘服の下に隠かくされた体たい軀くは、まるで鋼はがねのように鍛きたえ込まれていることが、その、身のこなしを見ただけでわかる。


　おまけにこいつの……魔法の展てん開かい速度。


　この屋や敷しきに入るやいなや、護ご衛えいの兵八人を一いつ瞬しゆんで殺してしまったこいつの『稲光いづち』のスピードは、凄すさまじかった。


　つまり、こいつは本当に強いということだ。


『ローランド最高の魔術師』……その名に、恥はじないほどに。


　そのクヲントが、射いるような目でライナをにらみ据すえ、言ってくる。


「おいガキ。いま言ったことを、もう一いつ遍ぺん言ってみろ」


　それに、ライナはもう一度、さっき言ったことと同じ言葉を、言った。


「…………いや、だからね、女の子に乱らん暴ぼうするのとかは、やめたほうがいいんじゃないかなーとか、思うんだけど……」


　するとクヲントはライナをにらみつけ、


「はぁ？　そりゃ、俺に対する、命令か？」


　低く、圧あつ迫ぱく感かんのある声音で言ってきて。


　ライナは慌あわてて、


「いやいやそんな、命令とかじゃなくてさ、お願いというか……ほら、僕ぼく、子こ供どもでしょう？　子供の前で婦ふ女じよ暴ぼう行こうするのとかって、やっぱ教育上よくないというか……」


　が、クヲントはそれに、


「だから俺に、この女どもに乱暴するのを、やめろと？」


「……うん。出来れば、やめてほしいなぁとか、思ってんだけど……」


「おまえが、俺がやることに文もん句くを言うと……そういうわけだな？」


「いやだから、そういうことじゃなくてさぁ……」


　が、そこでクヲントが、さらに低い声音で、


「……黙だまれ、ライナ・リュート。おまえのことは聞いてるぞ。散々任にん務むを妨害して、上層部に煙けむたがられてるそうじゃないか。で、また、今回も任務妨害か？」


　それにライナは、慌てて首を振ふる。


「いやいや、任務妨害だなんてそんなつもりはないよ。そうじゃなくて、誘ゆう拐かいの目標ターゲツトに乱暴するのは、よくないんじゃないかって思……」


　しかし、ライナの言葉の途と中ちゆうで、クヲントが動いた。


「乱暴……ねぇ」


　と、小さく呟つぶやいてから、床ゆかに組み伏ふしていた女の腕うでを握にぎり、そのままゴキンっと……


「ひ、きゃぁああああああああああああ!?」


　上がったのは、女の悲鳴。


　女の腕が、あっさり折られて……


　クヲントは、にやりと笑い、


「……乱暴っていうのは、こういうののことか？　それとも……」


　とそこで、今度はその、苦く痛つうの声を上げる女の両足をつかみ……


「って、ちょ、待て！　やめ……」


　ライナが叫さけんだのも束つかの間……


　ゴキン。


「…………」


　女の、悲鳴が止やんだ。あまりの痛いたみに、失神したのだ。


　それにクヲントはつまらなそうに女の顔に唾つばを吐はき、


「ああ？　なんだよ……俺は女の悲鳴が好きなのに、もうちょっと楽しませろよ」


　続いてクヲントの部下の男たちが、


「ちょっとクヲントさん、まだ楽しんでないうちに、殺さないでくださいよ！」


「もぉ、クヲントさんはすぐ殺しちゃうんだから」


　それにクヲントはへへへと笑い、


「おお、悪ぃ悪ぃ、ちょっとあのガキが生意気言うから、頭にきちまってな」


　なんて会話をしていて。


　そんな光景に、ライナは、


「…………」


　しかし、なにも言わなかった。


　ただ、半はん眼がんで、いまの状じよう況きようを見つめるだけ。


　そのライナを、クヲントは再ふたたび見み据すえ、


「……なぁ、ライナ・リュート。いままでがどうだったかは知らねぇが、俺の下で働くことになったからには、あんまナメたこと吐ぬかしてっと、この女みたいに手足の骨ほね折って、犯おかしちまうぞ。俺らの仲間には、そういうのが好きな奴やつもいるんだ。ほれ、そいつ」


　と、一番端はしでへらへらしているひげ面づらの男を指さす。


「あいつは、女も好きだが、おまえみたいな男のガキも好きでな……」


　なんて言う。


　しかし、ライナは、


「…………」


　やはり無言だった。


　ただ、気け怠だるい目で、両手足を折られてしまった女を見つめるだけで。


　するとクヲントの部下が、


「ひゃは、このガキ、急にビビって、しゃべれなくなってやがんの」


「まあもう、クヲントさん、こんなガキのことはいいから、早くやりましょうよ。俺はもう我が慢まんできませんよ」


　それにクヲントはうなずいて、


「おお。んじゃ、やるか。おいライナ。おまえも仲間に入れてほしけりゃ言えよ？」


　言って、笑う。


　それに。


　それにライナは、


「……ああもう、ほんとめんどくさい」


　言ってから、床ゆかを、蹴けった。


　全身に力をこめる。


　一直線にクヲントのほうへと走り、拳こぶしを構かまえると、


「だからやめろって言ってん……」


　だろっ！　という声とともに、拳を放つ。


　しかし、クヲントはそれに、反はん応のうする。


　ライナの拳を受け止め、


「くると、思った」


　にやりと笑う。


　そのままライナの関節を極きめようとしてくるが、それを弾はじき、蹴りを顔面にたたき込こむ。


　が、クヲントはびくともしない。


「くそがっ、体重差がありすぎる……」


　ライナが吐はき捨すてるように言ったのと、クヲントがライナの足をつかんだのが同時。


　クヲントはにやついた笑えみを浮うかべたまま、


「よっぽど、犯されたいらしいな」


　そのまま、足をつかんだ手に力を込めてくる。


　しかしライナはひるまない。


　腰こしに差してあったナイフを引き抜ぬき、クヲントの腕うでを切り裂さこうと……


　が、クヲントはライナの足を振ふり回し、そのまま投げ捨てることによって、ナイフを回かい避ひする。


　ライナは吹ふっ飛ばされるが、空中で体たい勢せいを整え、着地。


　そして再びナイフを構えようとしたが……


　そのときにはもう、クヲントの蹴りが顔面に迫せまってきていて。


「うお、速っ……まじかよもうっ!?」


　ライナはうめいて、床を転がってよける。


　やばい……そう思った。


　やばいやばいやばい。


　思ってたより、ずっと強い……


　いや、まあ、敵てきは『ローランド最高の魔ま術じゆつ師し』と呼よばれてるほどの化物なんだから、当然といえば当然なんだけど……


　おまけに、敵はクヲントだけじゃないのだ。


　クヲントの部下は、四人。


　その全員が、一いち応おう、化物揃ぞろいと言われる『隠いん成せい師し』の一員だ。


　状じよう況きようは、かなり……


　と、そこで、ライナが転がった先に、クヲントの部下がいて、


「へへへ、逃にがさねぇぜ、ガキが」


　と、殴なぐりかかってこようとする。


　ライナはとっさにその腕を取り、関節を極め、折る。


　さらに顔面に拳こぶしをたたきつけ、さらに足の骨ほねを、折る。


　男はライナの動きに、まるで反応できない。


　だが、ライナは手て加か減げんしなかった。


　というより、


「……って、ああもう、ごめんな。今回はちょっと手加減する余よ裕ゆうがないから……」


　そして手しゆ刀とうを首へと思いっきりたたきこんで、昏こん倒とうさせる。


　これで、一人。


　だがまだ、他に三人と、クヲントがいる。


　ライナは、すぐさま振り向く。


　するともう、目の前にはクヲントの部下三人が投げた三本のナイフが飛んできていて。


　さらにその後ろでは、クヲントが凄すさまじい速さで、光の魔ま方ほう陣じんを描えがき始めていて……


　それにライナは、


「だああああもうまじかよぉおおお」


　叫さけんだ。


　ナイフをよける暇ひまは、ない。


　クヲントの……クヲントの魔法に対たい処しよしないと……


　なるべく、ナイフが致ち命めい傷しようにならない角度になるよう、体をそらしながら、ライナは一度、目を閉とじる。


　と同時、ナイフが体にぶつかる。


　顔、右みぎ胸むね、左ひだり肩かた。


　顔は少しずらすことによって、かすっただけ。胸は鎧よろいがあるので弾はじくことに成功する。


　だが、左肩は、


「……痛つぅ」


　刺ささった。


　熱い、痛みが走る。


　だが、気にしている暇はない。


　ライナはそのまま、目を、大きく見開く。


　するとその黒い瞳ひとみの中央には、朱しゆの五ご方ぼう星せいが現あらわれていた。


　誰だれもが忌いみ嫌きらい、化物と罵ののしる瞳。


『複写眼アルフア・ステイグマ』と呼よばれる特とく殊しゆな瞳だ。


　その瞳で、ライナはクヲントが唱となえようとしている魔法を見る。


　刹せつ那な。


　ライナには、その魔法の、すべてが見えた。


　構こう造ぞう。


　発動方式。


　仕組み。


　発動時間から、その効こう果かまで。


　その、すべてが見え。


　そして……


　絶ぜつ望ぼうした。


　避さけられない。


　おまけに、解呪キヤンセルしようにも、クヲントの魔法展てん開かい速度が速すぎて、後追いで解かい呪じゆ魔法を唱えたのでは、間に合わない……


　じゃあ、どうする？


　どうすりゃ……


　クヲントが笑って言う。


「ああ、軍にはおまえを手なずけろって言われてたが、もういいや。死ね、ライナ・リュート」


　そして、魔法を唱える。


「求めるは……」


　どうすりゃ……


　とそこで、ふと、思いつく。


　この状じよう況きようを、打開する方法。


　だが、それはあまりにも無む謀ぼうな策さくだった。失敗したら、確かく実じつに死ぬ。いや、失敗しなくても、致ち命めい傷しようを負いかねない。


　だが、やらなきゃどうせ、死ぬのだ。


　なら、


「くそ、やるしかねぇか！」


　ライナは、再ふたたび駆かけ始める。


　それも、向かう先は、クヲントのいる場所。


　もう、魔ま法ほうを解呪キヤンセルすることはできないとわかっていて、それでもライナは走る。


　それにクヲントは笑った。


「無む駄だなあがきを。もう遅おそい！」


　そう怒ど鳴なってくるが、そんなのは、ライナが一番わかっていた。


　もう遅い。


　もう、間に合わない。


　そんなのは、ライナが一番わかっている。


　目の前ではもう、魔法が発動しようとしていて。


「求めるは焼しよう原げん〉〉〉・……」


　そこまでで、クヲントが構こう築ちくした魔ま方ほう陣じんの中央に、巨きよ大だいな炎ほのおの塊かたまりが生まれる。


　それは、最悪の魔法だった。


『紅蓮くれない』


　この魔法は、強大な力を秘ひめている代わりに、魔法展開速度が遅く、おまけに対象者だけでなく、周囲のものまで燃もやしてしまうので、屋内ではあまり使い勝手がよくないのだが……


　その分、一度発動してしまえば後追いで打ち消すことができる簡かん単たんな解呪キヤンセル法が存そん在ざいしない。


　いくらライナの『複写眼アルフア・ステイグマ』が魔法をすべて読み取れるとしても、解呪法のほとんどない魔法が相手では、どうにもならない。


　そして喰くらえば、ライナの体は一いつ瞬しゆんで消し炭になるだろう。


　逃にげることも、止めることもできない。


　おまけに、クヲントの魔法はライナとほぼ、同じぐらいの速さで展開されるのだ。


　解呪キヤンセル、できるわけがない。


　そのことを、クヲントはわかっていて、この魔法を唱えている。


『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者であるライナが、なにもできないように……


「く……」


　ライナは、小さくうめく。


『ローランド最高の魔ま術じゆつ師し』


　その言葉が、頭をよぎる。


　ちょっと、まずい奴やつに逆さからったなぁ、とか、自じ嘲ちよう気味な笑えみを浮うかべる。


　だが、彼は止まらない。


　手に持っていたナイフを投げる。


　しかしそれは、あっさりかわされてしまう。


　そしてクヲントが、笑った。


「無駄だ」


　それも、知ってる。だが、魔法の発動を一秒でも遅らせられれば、それでいいのだ。


　クヲントが、言う。


「これで終わりだよ、ガキ。死ね」


　そして、魔法の最後の一言を唱える。


「紅蓮くれない」


　刹せつ那な。


　ライナの目の前。


　魔法が発動した。


　強大な炎の弾たまが、ライナに向かって放たれようとする。


　だが、それでもライナは止まらない。


　クヲントの元へと全力で突とつ進しんし、手を、伸のばす。


　それも、巨大な炎の塊に向かって。


　火が、放たれる。


　ライナは体をそらして、よけようとするが……


「がぁああ」


　よけきれない。


　腕うでが、焼やかれる。


　体が、焼かれる。


　あまりの痛いたみに、意い識しきが持っていかれそうになる。


　だが、


「ああああああくそがぁあああああっ!?」


　ライナは止まらなかった。


　その、炎の奥おくへ手を突つっ込こみ……


　発動中の魔ま方ほう陣じんに無理矢理腕を差し入れ、そして、その魔方陣をかき換かえ始める。


　魔法が……反転するように。


　クヲントがそれに、驚きよう愕がくの表ひよう情じようで、


「なっ、ば、馬ば鹿かな……おまえ、狂くるってるのか!?　発動中の魔法に手をつっこむなん……さ、させるか！」


　怒ど鳴なってから、魔方陣に手を突っ込んでくる。そして、ライナが描き換えた場所を、みるみるうちに修しゆう復ふくしてしまって。


　速い。


　とてつもなく、速い。


　だが、負けるわけにはいかない。


　ライナは、必死に魔方陣を描き換える。


　魔法が、反転するように。


『稲光いづち』に変へん更こうされるように。


『崩水みすみ』に変更されるように。


　そのたび、そのすべてを描き戻もどされて。


　ライナは、顔をしかめ、


「こ、の、野や郎ろおぉおおおおおおおお」


　魔方陣を、必死に、必死に、描き換える。


　だが、徐じよ々じよに。


　徐々に押おされ始める。


　いくら描き換えても、すべて修復されてしまって。


　向こうの魔法展開速度が、少しずつ、少しずつライナを上回り始めて。


　クヲントが、言う。


「……馬鹿、め。俺おれを……誰だと思ってる……てめぇみたいなガキに、魔法の展開で、負けるか」


　それでもライナは必死に、魔方陣を描き換える。


「くそ、くそ」


「無む駄だだ。は、はは。おまえは、死ぬ」


「くそ、くそ、くそっ!?」


　ライナは叫さけびながら、必死に魔方陣を描き換えていく。


　しかし。


　どんどん、どんどん押されていく。向こうのほうが、あきらかに魔法展てん開かい速度が速くて。


「今度こそ終わりだ、ライナ・リュート。死ね」


　そして結局、クヲントの魔方陣が完成してしまう……


　負けた。


　完全に、負け。


　クヲントは、勝ち誇ほこった表ひよう情じよう。


　そして魔法は、ライナへ向けて、再ふたたび発動する。


　だが。


「くそ、くそ、くそおおおおおおおおお……………………………………なぁ～んてね」


　だがそれは、すべて、計算通りだった。


　ライナは、ぺろっと舌したを出す。


「んぁ？」


　と、クヲントが怪け訝げんな表情をしたときには、もう遅おそかった。


　ライナは自分の左ひだり肩かたに刺ささっていたナイフを引き抜ぬき……全力で投げつける。


　さっき投げたナイフの、倍の速さ。


　そう。さっきのナイフは、わざと手て加か減げんして投げたのだ。


　ナイフは一直線にクヲントの首へ。


　その、さっきのナイフとの速さの違ちがいに一いつ瞬しゆん反はん応のうが遅れたクヲントは顔色を変え、


「ぐぅ」


　それでもなんとか、よける。しかし手は、魔方陣から離はなれてしまう。


　それにライナはにんまり笑って、


「へへ～ん。いただき」


　魔方陣に再び手を突つっ込こみ、自分の支し配はい下かに置く。


　もちろん、クヲントもすぐさま魔方陣に手を伸のばしてくるが……


　ライナは、クヲントのさっきまでの嫌いや味みな笑えみを真ま似ねてにやりと笑うと、


「もう、遅っせぇよ」


　魔方陣を、描き換える。


　描き換える。


　描き換える。


　それも、こちらもやはり、さっきよりも速い展開速度で。


　それも、通つう常じようの魔法公式とは違う、ライナ独どく自じの改良が加えられた、より複ふく雑ざつで、より解呪キヤンセルのしにくい魔法……


　それにクヲントが、顔を歪ゆがめた。


「……き、貴き様さま、さっきはわざと……」


　が、ライナは笑みを浮うかべたまま、


「それも、いまさら気づいても遅いって」


　ライナは、ぐいぐい魔法を完成させていく。


　体たい勢せいを崩くずし、さらに、さっきまでのゆっくりとした魔法展開争いに慣なれてしまっていたクヲントでは、反応できない。


　おまけに、ライナはクヲントが体勢を崩し、こちらから目を逸そらしている間に、魔方陣の基き本ほんの部分をすべて壊こわし、ライナが自分で開発した魔法に再さい構こう築ちくしてしまった。


　そうなると、いくらクヲントが『ローランド最高の魔術師』と呼よばれ、大量の魔ま導どう知ち識しきがあったとしても……


　この一瞬で解呪法を見つけることは、不ふ可か能のうだった。


　もちろん、こいつが『複写眼アルフア・ステイグマ』でも持っていれば別だが……


　と、ライナはクヲントを見る。


　すると、ライナの描えがく魔方陣にまるで対たい応おうできなくて、


「くっ、なっ……これは……」


　うめく。それでも必死に、魔方陣に介かい入にゆうしてくるが、ライナはそれを、笑った。


「はっ。そこは囮おとりの構成だよん。そこをいじっても、なんの意味もない」


「お、おまえは……」


　が、ライナはそれも遮さえぎって、言った。


「ほいでもって、俺はおまえみたいに余よ裕ゆうこいて無む駄だ口ぐちはきかないぞってね」


　とそこで、魔法は完成。


　そしてすぐさま、呪じゆ文もんを唱となえる。


「終わりだ。求めるは……」


「ま、待っ」


「やだ。ほいじゃバイバイ。


　求めるは水雲〉〉〉・崩雨みすみ」


　瞬間。


　魔方陣の中央に、圧あつ縮しゆくされた液えき体たいが集まり、弾はじける。


　大量の液体は、激げき流りゆうとなってクヲントの体を打つ。


「ぐあぁ」


　苦く悶もんの声とともに、クヲントは血を吐はいた。だが、水圧は止まらない。そのままクヲントを呑のみ込み、吹ふっ飛ばす。


「うあ、ぐああああああ……」


　悲鳴とともに、クヲントは壁かべに激げき突とつし、そのまま、気き絶ぜつして倒たおれてしまう。


　それをライナは、見つめた。


「…………」


　クヲントは、ぴくりとも動かない。


　たぶん、死んではいないだろうが……しかし、あれだけ至し近きん距きよ離りで『崩雨みすみ』をくらって、起き上がってくるような化物だったら、はっきり言って、勝ち目はない。


「ってか、俺にももう、あんま体力残ってねぇしな……頼たのむから起き上がんなよ」


　ライナは、クヲントを、見つめる。


　が、クヲントが立ち上がる気配は、なかった。


　完全に気絶しているようだ。


　それを確かく認にんしてから、今度は周囲に、視し線せんを走らせる。


　一いち応おう、一番やっかいなのは倒たおしたが、他ほかにも敵てきは残っているのだ。


　それも、ただの敵じゃない。一応エリートと呼よばれる、化物揃ぞろいの『隠いん成せい師し』が三人だ。


　まあ、いくら相手がエリート集団だと言っても、ただの『隠成師』ならライナの敵ではないのだが……


「…………」


　彼は無言で、自分の左ひだり肩かたを、見る。


　ナイフが刺ささり、さらに自分でそれを乱らん暴ぼうに引き抜ぬいたせいで、傷きず口ぐちが広がってしまった左肩。もう、力を少し入れるだけで、頭がくらくらするほどの痛いたみが走る。


　それにライナは顔をしかめ、


「…………左ひだり腕うでは、使いもんになんねぇと……で、右腕は……」


　小声で呟つぶやく。


　それから自分の右腕を見る。


　さっきまでは必死だったせいで痛みを感じなかったが……しかし、右腕も、『紅蓮くれない』の炎ほのおが発動している中に無理矢理手を突っ込んだせいで、指先から肘ひじまで、けっこうな火傷やけどを負ってしまっている。


　指は……指は動くには動くけど……


　しかし、ライナは指を動かした瞬しゆん間かん、思わず、


「う、動かすだけで、すげぇえええええええええええええええええええええええええええええええ痛いてぇえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!?」


　そんなことを叫さけんでいた。


　うえええ、噓うそ？


　なんでこんな痛いの？


　これ、やばいだろ。


　まじやばい。


　これはまじやばい。


　っていうか、


「……だぁあああ、なんか、なんか痛すぎて、急に腹はら立たってきたぁ！　なんなのおまえら？　なんなんだよおまえら!?　こんなかわいらしい子こ供どもつかまえて、大人たちがよってたかって虐ぎやく待たいしまくるのって、どうかと思うぞおい！　俺ってば満まん身しん創そう痍いだぞ!?　これ、どうしてくれちゃうの？　どう責せき任にんとるつもりなんだよ！」


　なんて言いながら、ライナは怒いかりの顔を上げる。


　すると、その迫はく力りよくに気け圧おされたのか、ライナを囲むように立っていた他の『隠成師』たちはたじろぐような表ひよう情じようになって。


　それにライナは、


「ってか、おまえらなぁ！　なに俺を囲んでんの？　いったい、どういうつもりなんだよ！　こんな弱ってる子供を、さらに襲おそおうってわけ？　あーそう！　そういうわけなのな！　ああ、いいよ。じゃ、こいよ。俺ってば腕があんまり痛くて超ちよう怒おこってっかんな。もう手て加か減げんできねぇぞ！　ボコボコ！　もう、ボッコボコにするから、かかってくるならそのつもりでやれよ！　んじゃ、こいやおらぁ！」


　と、威い勢せいよく怒ど鳴なりつける。


　怒鳴りつけるが……


　しかし、その威勢のよさは、虚う勢そだった。


　はっきり言って、このまま戦ったら、ちょっとやばい。


　だって、こいやおらぁ！　と手て招まねきするだけで、もう、涙なみだが出そうなほど腕が痛いのだ。


　ってか、いま、涙滲にじんだ。痛くてちょっと涙出たってまじで。


　やっべ～、どうしよう。これで襲われたら、雑ざ魚こ相手でも負けるかも……


　と、ライナは緊きん張ちようしながらも、


「おら、どうした！　てめぇらがこねぇなら、俺おれのほうからいくぞ！　それともなにか？　やめるか？　どっちにするか、さっさと決めろ！」


　その怒声に……


　一人の『隠いん成せい師し』が、震ふるえる声音で言った。


「……だ、だめだ、俺……ろ、ローランド最高の魔ま術じゆつ師しを、魔法で圧あつ倒とうするような化物とは……戦えねぇよ……」


　その言葉に、ライナは思わず、


（よしっ！　おまえ、偉えらい！）


　と、心の中で叫さけんだが、それは表情に出さない。


　ただ、もう、目だけで相手を殺してやるぁ！　とばかりの勢いきおいがこもった視し線せんをがんばって演えん出しゆつして、相手を見つめる。


　するとその隣となりの男が、


「…………お、俺もだ……ま、まいった……こ、この殺気…………こんな怪かい物ぶつと戦うなんて、無理だ……」


　それに、


（よしよしよしよし！　うまくいってる！　あと一人！　あと一人！）


　なんて気持ちはおくびにも出さずに、さらに最後の一人をにらみつけ、


「……で、おまえはどうすんだ？」


　するとそいつも、


「…………く、クヲントさんを倒たおすようなお方に逆さからう度ど胸きようは……ありません」


　なぜか、敬けい語ごだった。


　それにライナは、ほっと小さく息をつく。


　そのまま顎あごだけで倒たおれているクヲントを指して、


「んじゃ、仲間連れて、さっさと引き上げてもらおうか」


　という言葉に、敬語の男が、


「い、いえ、でも、ライナ先生、一いち応おう娘むすめを誘ゆう拐かいする任にん務むが……」


　なんて言葉に、先生っておまえ……と、突つっ込こみを入れそうになるが、まあ、それはこらえて、ライナは言った。


「うるせぇな。それは俺がやっとくから、さっさと連れて出てけ」


「は、はい」


　そして三人は、倒れているクヲントと、ライナに腕うでと足の骨ほねを折られて気き絶ぜつしている仲間を連れて、逃にげていった。


　ライナはそれを確かく認にんしてから、はふっとため息をつき、


「……はわぁ～……なんか、すげぇ疲つかれた……」


　言いながら、ゆっくりと地面に落ちていた服を拾う。そして、裸はだかで床ゆかに倒たおれている女たちにそれをかけてから、


「……ああ、そんな怯おびえなくていいよ。俺ってばもう、疲ひ労ろう困こん憊ぱいで誘拐なんか出来る気しないから……んじゃ、俺は帰るけど、今後は戸と締じまりちゃんとするようにな」


　そう言ってから、館やかたの出口へ向けて、ふらふら歩き始める。


　その、後ろから、


「……た、助けてくれて、ありがとう」


　なんて女の声がかかるが、疲れているので振ふり向かない。


　手も、動かすと痛いたいので、振らない。


　それでも女は、


「……お、お名前を……あなたのお名前を、教えてもらえないでしょうか……？」


　その問いかけに、いや、俺の名前はさっきクヲントが散々言いまくってたの、あんた聞いてなかったの？


　と、言いたくなるが、まあ、それもめんどくさいので無む視しした。


「……お願いです。お名前を……」


　女はそれでも、切なそうな声でそう言うが……


「…………」


　ライナは結局、その名を、名乗らなかった。


　ローランドの暗部。


『隠成師』である彼の名は、表おもて舞ぶ台たいには決して、現あらわれないのだ。





　　　　◆





　だが。


　裏うらでは違ちがう。


　ローランドの暗部では、この一いつ件けんで、ライナ・リュートの名前がたちまち有名になってしまった。


　あの、クヲント・クオ──『ローランド最高の魔術師』を倒たおした、化物。


　忌いまわしい『複写眼アルフア・ステイグマ』を両目に宿した、化物。


　まだ十三歳さいという幼おさなさで、あのクヲント・クオを倒した化物。


　いやいや、俺が聞いた噂うわさでは、大人の二倍も身長がある、巨きよ人じんのような男らしいぞ？


　噓うそよ！　無類の男好きの、冷血女だって私は聞いたわ！


　違うって。二十年間山で魔ま術じゆつの研究だけをしてきた老人らしいぜ。なんでも、魔法のエキスパートらしい。


　いや、実は双ふた子ごって噂があるぜ？


　いやいや、オカマなんだろライナって。


　などなど。


　とにかく、噂に尾おひれが三つも四つもついて、そいつは突とつ如じよ、現れたのだった。





　新たに『ローランド最高の魔術師』と呼よばれるようになった、化物。





　ライナ・リュート。





　それが、彼が『ローランド最高の魔術師』と呼ばれるようになった、きっかけだった。











　しかし。


　話はそこで、終わらない。


　いやむしろそれが、この物語の、始まりだった。





　それから、数か月後。


　噂が、十分にローランド中を駆かけ巡めぐったあとに、物語は、始まる。











　　　　◆





『ローランド最高の魔術師』





　彼は、そう呼ばれて──悩なやんでいた。





「っていうか、なんなの？　なんでこんなことになったの？」


　と、頭を抱かかえているライナの前には、一人の大男。


　そいつが言う。


「おい。てめぇがライナ・リュートか？」


「……うん」


　ライナがめんどくさそうにうなずくと、大男はにやりと笑い、


「そうかそうか。それじゃ……死ねぇえええええええええええっ!?」


　突然、殴なぐりかかってきて！


　かなり鍛きたえ込まれた、突つきだった。


　鋭するどい突きが、ライナに迫せまる。


　だが。


「……はぁ」


　ライナはまるで、慌あわてない。


　ただ、もう、疲つかれ切ったため息をつきながら、その男の殴りかかってくる腕うでをつかみ、関節を極きめ、


「……ほ～いっ」


　つまらなそうなかけ声とともに、相手の勢いきおいを利用して放ほうり投げる。


　すると男は頭から地面に落っこちて、


「ぎゃっ」


　あっさり気き絶ぜつ。


　それにライナは、


「……はぁ～あ」


　再ふたたびため息をついて、地面を見る。


　ちなみに彼がいまいる場所は、『隠いん成せい師し』というエリート集しゆう団だんに所しよ属ぞくしているライナが、国から与あたえられている煉れん瓦が造づくりの屋や敷しきの、庭だった。


　その庭の地面には、いま気絶した大男以外に、朝からずうぅぅ──っと、次から次へと現あらわれる挑ちよう戦せん者しやの男やら女やらが十二人、気絶していた。


　ちなみにこいつらがここを訪おとずれる理由は、


「ライナ・リュートがいるのはここかぁ！　おまえを殺して、俺が裏うら世せ界かいのナンバーワンになってやるぜぇ！」


　だの、


「おまえを倒たおせば、『ローランド最高の魔ま術じゆつ師し』の名は、俺のもんだぁ！」


　とか、そんなくだらないものらしい。


　それをライナは朝から、千切っては投げ、千切っては投げ、最後には相手が喋しやべってる間に、


「こんなガキが俺より強いわけあるはずぎゃぁああああ！」


「ふふふ、おまえがいくら魔法に長たけていようとも、我わが必ひつ殺さつ剣けんの前にはぎゃあぁあああああああ！」


「いえいえ、我わがシルウェルト家の槍やりこそぎゃぁああああああ姉さぁあああああん!?」


　と、もう、顔も見ないで瞬しゆん殺さつの繰くり返しで、庭には屍しかばねの山だった。


　いや、まあ、一人も死んでないけど……


　ちなみに昨日は八人。


　一昨日は十五人。


　さらにその前は十九人。


　挑戦者が現れ始めた五日前から計算すると、六十人を超こえていた。


　それにライナは、


「……なに？　なんなのこれ？　新手の修しゆ行ぎようかなんかか？　俺に百人組み手でもしろっての？」


　げんなりとした表ひよう情じようで、言う。


「……俺、修行とかってほんと嫌きらいなの、知ってる？」


　なんて言っても、庭に倒れてる挑戦者たちは気絶しているので、誰だれも答えてくれないが。


　それを見つめ、


「……ってか、気絶してるおまえら片かたづけるのも、すげぇ大変なんだけど、そこらへんのことも、君らは知っているのかい？」


「…………」


　なんて声も、誰にも届とどかない。


　それにライナは、


「……はうあ」


　もう、泣きそうなため息をついた。


　ちなみにため息だけなら、五日前から今日までで、千回以上はついている自信があった。


「……なんの自じ慢まんにもならないけどね……うう……」


　言ってから、ライナは空を見上げる。


　もう、陽ひはだいぶ落ち始めていた。


　朝から馬ば鹿かどもを相手にして、気が付いたら夕方。


「……僕ぼくってば昼ひる寝ねも昼ご飯も抜ぬいちゃったよ？」


　もちろんそれにも、誰からも返事はない。


　それに肩かたをすくめ、


「……ああ、もう……夕飯前に、あいつら片づけるか……」


　と、千何回目かのため息をついて、ライナが動きだそうとしたところで──


　背はい後ごから、


「おい、少年。君がライナ・リュートの居い場ば所しよを知っているというのは本当かね？」


　とかいう、野太い男の声がかかった。


　それにライナは、


「…………はぁ～……」


　いつもの、ため息。


　すると男はなにを勘かん違ちがいしたのか、


「怯おびえることはない。我わが輩はいは子こ供どもには用はないのでな。用は、おまえの主あるじ、ライナ・リュートにある」


　なんてことを言ってくる奴やつも、中には何人かいるのだ。


　ライナ・リュートは巨きよ人じんらしいという噂うわさや、ライナ・リュートは老人らしいなんて噂もあるらしく、子供の姿すがたのライナを見ても、本人だと思わない奴やつがいるのだ。


　で、こいつもその中の一人らしいのだが。


「…………」


　ライナは、振ふり返る。


　すると目の前には、顎あご中じゆうヒゲもじゃもじゃの、巨きよ漢かんの男が立っていた。


　さっき訪おとずれた大男でくのぼうとはあきらかに違う、引き締しまった体。鋭するどい眼がん光こう。隙すきのない身のこなし。


　そいつは、ここ数日訪おとずれた挑ちよう戦せん者しやたちとは段だん違ちがいの雰ふん囲い気きを放っていた。


　かなり、強い──


　けど、倒たおせない相手じゃない……ぐらいの、けっこうめんどくさい相手。


　ライナが八割わりぐらい本気で戦って、倒すのに一分くらいかかるかもしれない。


　一分。


　一分ね……


　はっきり言って、


「……めんどくせぇ……」


　ライナは、小さくそう言った。


　だって、あれだぜ？


　俺おれってば医者から、君は体が弱いんだから、ジャンプしたり走ったりしちゃだめだよもう！　ちゃんと安静にして、毎日三十時間は寝ねてなさい！　とか言われたらいいなって思ってるような危き険けんな病に冒おかされてるのに、昼寝もせずに一分も戦ったら……


　戦ったら……


「い、命にかかわるな……」


　危険だった。


　こいつは、あまりに危険な相手だった。


　だからライナは、巨漢のヒゲ男を見つめ、


「……す、すみません。あの、僕は、ライナなんて奴は知らな……」


　が、男は言葉を遮さえぎり、


「いや、君がライナ・リュートの居い場ば所しよを知っているということは、確たしかな情じよう報ほう筋すじからすでに得ているのだよ」


　って、俺がライナだってわからない段階でどこが確かな情報だよ！　っという突つっ込こみを危あやうく入れそうになるが、なんとか踏ふみとどまって、


「で、でも、本当に知らないんです。だから今日のところはお引き取り願いたいっていうか、金こん輪りん際ざい俺の前には現あらわれないでほしいっていうか、もうめんどくさいことは勘かん弁べんしてくださいっていうか……」


　なんてことを言うと、ヒゲ男はこちらを困こまったような顔で見つめ、


「ふむぅ？　君がなにを言ってるのかはよくわからないが、本当に知らないようだね？」


「え？　って、じゃあ、帰ってくれるの？」


　瞬しゆん間かん、ライナの表ひよう情じようが輝かがやく。


　するとヒゲ男はそれにうなずいて、


「まあ、君が知らないっていうのなら、仕方ないだろう？」


　なんてことを言ってきて。


　それにライナは思わず、庭のほうを振り返る。


　今朝から訪れた挑戦者の屍しかばねの山を見てから、


「う、うわぁ……なんか、この、庭の状じよう況きようを見てもそう言えるあんたが、好きだなぁ」


　それに男は少し嬉うれしげに、


「ふむ。そうかね？　我が輩は子供には好かれるほうでね」


「だろうね。なんか、そのめんどくさくなさが、俺はすごい好きだなぁ」


「ふふ。そんなに褒ほめてもなにも出ないぞ？」


「いやいや、出なくていいから。ってか出されても困るから。もう、ほら、帰ってくれるだけでいいから」


「ふむ。では少年、なにか情報を摑つかんだら、私に教えてくれるかね？」


　それにライナはこくこくうなずき、


「教える教える！　真っ先に教えるよ！」


　あんたの連れん絡らく先さきは知らないけどね！　という部分は口にしない。


　ヒゲ男も別にそんなことは気にしてないようで、


「じゃあ、我が輩はこれで失礼するよ」


　そう言った。


　そして踵きびすを返す。


　それにライナは、


「……はふ」


　思わず安あん堵どの息を漏もらした。


　どうやら、今日最大のめんどくさそうなことは、なんとか回かい避ひすることができ……


　が、そこで突とつ然ぜん。


「おい！　おまえがライナ・リュートか？　って聞くのめんどくせぇから、とりあえず死んどけやオラぁあああああああああ！」


　なんて声が、また響ひびいた。


　それにライナはもう、うんざりした表情で、そちらを見て、


「って、え？　子こ供ども？」


　ライナは思わず、言った。


　そこにいたのは、ライナとほぼ変わらないくらいの年の頃ころの少年だった。


　茶色い髪かみに、負けん気の強そうな青い瞳ひとみ。


　背せ格かつ好こうも、ライナよりはほんの少しだけ背が低いが、しかし、ほとんどかわらない。


　おまけにその身に纏まとっているのは、ライナと同じ、『隠いん成せい師し』の装しよう束ぞくだ。


　そんな少年がオラぁああああと叫さけびながら、凄すさまじい勢いきおいで巨漢のヒゲ男に向かい、跳とび蹴げりを放っていて。


　その蹴りが、


「速っ!?」


　ライナはまた、思わず声を上げる。


　もちろんヒゲ男も慌あわてて、


「うぬぅっ!?」


　その蹴りを、受け止め、


「な、なにをする少年!?　我が輩はライナ・リュートでは……」


　が、少年はその言葉を遮さえぎって、


「んぁ？　なんだ？　てめぇライナ・リュートじゃねぇのか？」


「う、うむ。我が輩では……」


　しかしそれも遮って、


「あ、ま、いいや。俺の蹴り止められんだから、あんたも強えんだろ？　じゃ、このゾーラ様の修しゆ行ぎようの相手になって、ぶっ飛べっ！」


　怒ど鳴なってから、ゾーラと名乗ったこの少年は、空中で体を反転し、つかまれている足とは反対方向の足で、ヒゲ男の顔面を蹴り潰つぶそうと……


　しかしヒゲ男も簡かん単たんに蹴られたりはしない。ゾーラの足をつかんだまま、地面にたたきつける。


　が、ゾーラは両手で地面に手をつき、ヒゲ男の腕うでを両足ではさんで関節を極きめ、


「バキーンてなっ」


　なんてかけ声とともに、ヒゲ男の腕を、躊ちゆう躇ちよなく、折った。


　ゴンっという鈍にぶい音とともに、ヒゲ男は、


「ぐぁ」


　うめき声を上げて。


　しかし、ゾーラは止まらない。そのまま折れたヒゲ男の腕を登り、


「バイバァ～イ」


　懐ふところから取りだしたナイフの柄つかで、ヒゲ男の首の後ろを思いっきり、殴なぐる。


「…………」


　それで、終わりだった。


　ヒゲ男の巨きよ体たいが、がくんっと地面にくずおれる。


　ゾーラはその背中を踏ふみ台にして、くるんっと回転してから、地面に着地。


　そして、


「しゅ～りょ～」


　満足げに、そう言った。


　それにライナはまた、


「…………あ～あ」


　頭を抱かかえたくなった。


　いまあっさり倒たおされたヒゲ男は、それほど弱い奴やつじゃなかったのだ。


　なのにこのゾーラとかいう少年は、あっさり倒してしまった。戦せん闘とうが始まってから、恐おそらく一分たってないだろう。


　それが意味していることは……


「…………」


　こいつはかなり、強い……ということだ。


　動きだけ見ても、ライナとほとんど遜そん色しよくないように見える。もし、戦ったらどうなるか、それはライナにもわからなかった。


　ただ、一つだけわかっていることもある。


　それは、めんどくさい奴とは、関かかわり合いにならないに越こしたことはない、ということ。


　だからライナは、


「え、えと……あの、ら、ライナさんに庭の掃そう除じをするように言われてきてみたんですけど……なんかお取り込み中のようなので、僕はお暇いとまさせていただきますね……」


　そう言って、踵きびすを返す。


　するとゾーラは、


「ああ。おまえ、ライナ・リュートに雇やとわれてる、掃除係の兄ちゃんだったのか？　じゃ、ライナ・リュートの居い場ば所しよ、知ってるよな？　ちょっと教えてくんないか？」


　なんて引き止められて、しかし、ライナは振ふり返らないまま首を振る。


「い、いえ、あの、ご主人様は僕らの前にはあまりお顔を出されないので、ちょっと居所はわかりかねますのですが……」


　するとゾーラがあからさまに落らく胆たんしたような声音で、


「ああん？　そうなの？　使えねぇなぁ」


「す、すみません」


「ああ、謝あやまることねぇよ。知らないもんは仕方ないもんな」


「はぁ」


「っておまえ、こっち向けよ。人の話は、相手の目を見て聞きなさいって教育されたろう？」


　それに、ライナはまた、首を振って、


「い、いえ、あの、僕、急いでま……」


「いいからこっち向け。俺はそういう礼れい儀ぎとかには、うるさいほうなんだよ。ちゃんとできるまで、帰さないからな」


　なんて言葉に、


「…………」


　ライナはまた、相手に気づかれないように、小さくため息をつく。


　やっぱりこいつは、めんどくさい奴やつのようだった。


　ライナは、振り返る。


　すると妙みように元気のよさそうな青い瞳ひとみが、こちらをじーっと見つめていて。


　それにライナは、


「……あ、あの、そちらを向きましたが、どうしたらいいでしょうか？」


　そう聞いた。


　しかし、


「…………」


　ゾーラは相変わらずライナをじろじろ見つめてから、突とつ然ぜん、


「……はぁ？　おまえがライナ？　あの噂うわさの、天才ライナ・リュート？　こんなガキが？」


　って、うお、いきなりバレた!?


　え？　え？　でもなんで？


　とたじろぐライナに、ゾーラは無言のまま、すぐに答えてくれた。


　指でまず、庭に倒たおれてる挑ちよう戦せん者しやたちの屍しかばねの山を指し、それからライナの服を指す。


　普ふ通つうの掃除係は絶ぜつ対たいに着ない、『隠いん成せい師し』専せん用ようの、黒い戦せん闘とう服ふく。


　それを見たらもう、そりゃ、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。


「……ああ、そうか……そうだよね……ってか、さっきのヒゲのおっちゃんが間ま抜ぬけだったから、おまえもその勢いきおいでいけるかなぁとか思っ……」


　が、そんなライナの言葉は完全に無む視しで、ゾーラが言ってくる。


「おい、年はいくつだ？」


「へ？　って、なにをいきなり……」


「いいから答えろ。年いくつだ」


「……あの、十三だけど」


　するとゾーラは顔をしかめ、


「十三だぁ？　じゃあ殺せねぇな。俺はガキは殺さねぇ主しゆ義ぎなんだ」


　なんてことを、あきらかにライナと同い年ぐらいのガキが言ってきて、


「が、ガキって……でも、君も僕ぼくと同じぐらいの年に見えるけど」


　するとそれは図星だったようで、ゾーラは少し困こまったような表ひよう情じようになってから、


「あ～じゃあ、あれだ。タメも殺さない主義ってことで」


「おまえも十三かよ！」


「いやいや、まあ、あれだぜ？　十三は十三でも、精せい神しん年ねん齢れいでいえば、俺のほうがおまえよりだいぶ上だぜ？」


　なんて言葉に、


「ええええええ？　おまえそれ、まじで言ってんの？」


　と、思わずライナが言うと、ゾーラは急に機き嫌げんの悪そうな顔になって、


「[image: ][image: ]っ!?　てめ、なんか文もん句くあるかよ!?」


　という反はん応のうの、どこがどう、精神年齢が高いんですか？


　なんてことは、


「……俺おれは大人だから言わないけどさぁ……」


　と、ライナが疲つかれた声音で言うと、ゾーラはますます表情を険けわしくする。


「あ、あ！　てめぇ、いま、俺を馬ば鹿かにしたろ？」


「してないって」


「してるねっ！　ってか、おまえのその眠ねむそうな顔がもう、俺を馬鹿にしてるような気がする！」


「いや、これは本気で眠いんだけど」


「んなの俺が知るか！　とにかくおまえはこの天才ゾーラ・ロム様を馬鹿にしている！　それはつまり、なにを意味しているのか、おまえはわかっているのか!?」


　という問いに、ライナは答えた。


「……ああもううるせぇなぁ……」


「って俺の質しつ問もんにちゃんと答えろおおおおおおおおおお！」


　怒ど鳴なって、鉄てつ拳けんを放ってくる。


　それも、かなり速い!?


「ちょ、危あぶなっ!?」


　ライナはそれをなんとか受け止める。


　しかしゾーラは止まらない。もう片かた方ほうの拳こぶしを顔面にたたきこもうとしてきて。


　ライナはそれも受け止めようと……


　が、ゾーラはそこで、にやりと笑う。


「と、見せかけて、フェイントぉおおお！」


　拳こぶしを止め、肘ひじ打うちに変化させてライナの鳩みぞ尾おちを狙ねらってくる。


「ええええまじで？」


　ライナは顔をしかめ、慌あわててそれをよけようと……


「って、無理か。んじゃ、こっち」


　先に摑つかんでいたゾーラの左ひだり腕うでを、ひねる。これで肘打ちは、ライナまで届とどかないはずだった。このままさらにこちらへ近づいてこようとすれば、ライナにひねられているゾーラの左腕は、折れてしま……


　が。


　ゴキンっという音とともに、ゾーラは左腕の関節を、自分で外してしまう。


「……えっ？」


　と、ライナが驚おどろきの声を上げたときにはもう、遅おそかった。


　ゾーラの肘打ちが、ライナの鳩尾に突つき刺ささろうと……


「やば、ちょ……ぐぇっ!?」


　とっさに、急所は避さけた。避けたが、腹はらにゾーラの肘が、突き刺さる。


「……い、痛いったい!?　って、うえええ～、まじで？」


　ライナはそのまま、お腹なかを押おさえてくの字になる。腹に力を入れて、内ない臓ぞうへのダメージは防ふせいだが、表面はやっぱり痛い。


　無む駄だに痛い。


　なんか、その痛みのせいで、ちょっとだけ……ちょっとだけこいつぶん殴なぐってやろうかこんにゃろおお!?　とか思い始めながらライナが顔を上げると……


　ゾーラは外した左腕の関節をあっさりぱきんっと戻もどすと、勝ち誇ほこった表ひよう情じようで、


「ほらな！　俺の質問に答えないと、こうなるんだ！　じゃ、もう一度聞くぞ？　おまえはこの、超ちよう天才ゾーラ・ロム様を、なんか間ま抜ぬけな表情でへらへら馬鹿にしてしまいました。さて、それはつまり、なにを意味しているでしょうか!?」


「……んなの、俺が知るかよ……」


　と、ライナが言いかけたところで、ゾーラがまた鉄拳を構かまえ、


「俺の質問に……」


「って、ああはいはい！　わかったから！　めんどくせぇ奴やつだなぁ、もう。質問答えるから、暴ぼう力りよくに訴うつたえるのやめろ！」


「お、やっと俺様の話を聞く気に……」


　が、ライナはそれを突とつ然ぜん遮さえぎって、


「とか言っといて、おまえの話なんか聞くかこの迷めい惑わく野や郎ろうがぁあああああ！」


　ゾーラの顔面に向けて、拳を、放つ。


　もちろんゾーラはそれに反はん応のうして受け止めようとするが、


「フェイントぉおおお！」


　ライナは、叫さけぶ。


　拳を止め、肘ひじ打ちに変化させようと……


　が。


「馬ばぁ鹿か！　俺が自分で使った技わざでやられると思ってんのかっ！」


　ゾーラは言って、両手を鳩みぞ尾おちをかばうように交差させる。


　しかし。


　しかしライナの肘打ちは、鳩尾よりもさらに下を狙ねらっていた。


　腹の、さらに下にある急所。


　男なら誰だれもが持っている急所に……


「って、え？　噓うそ？　噓で……ぎゃぁああああああ！」


　肘が、当たる。


　もちろんゾーラはとっさにかわした。アレには当たっていない。実じつ際さいに当たったのは、太ももだった。


　だが、ゾーラはなぜか地面にうずくまり、


「い、い、痛いてぇええええ。ってかそれよりも、怖こぇえええええ！　かすった!?　いまかすったぞ!?　て、てめぇ、なにしやがんだよ！」


　太ももを押さえながら、言ってくる。


　それにライナはため息をつきながら、


「先にやってきたのはおまえだろうが」


「そ、そりゃそうだけど、でもおまえ、普ふ通つうここ、やるか？　おまえは鬼おにか？　鬼なのか？」


「鬼っておまえ……」


「ったく、男の風上にもおけねぇ奴だな！」


「いや、そんなこと言われてもなぁ……」


「だいたい、さっさとおまえが俺の質問に答えないのが悪いんだぞ！」


　それに、ライナは首を傾かしげ、


「質問？　って、なんだっけ？」


　するとまた、ゾーラは怒いかりの形相になり、


「だから！　この天才ゾーラ・ロム様を馬鹿にした奴が、どうなるかおまえは知ってんのか？　っていう質問だよ」


「ふむ……で、どうなるわけ？」


　それにゾーラはやっと太ももの痛みが治まってきたのか、立ち上がる。


　そして気き障ざったらしくフッっと笑ってから、


「俺を馬鹿にした奴らは全員……あの世にいってもらうぜぇ。あの世にな……」


　なぜか、『あの世に』を二回言った……


　おまけになぜか、髪かみの毛をさらっとかきあげた。


　さらに『決まった！』と、言いたげな顔をしている。


　そんなゾーラに、ライナは『疲つかれた……』と、言いたげな顔で、質問する。


「……いや、別に、あの世にいくのはいいけどさぁ……でもおまえ、さっき子こ供どもは殺さない主しゆ義ぎとか言ってなかったか？」


　するとゾーラは突とつ然ぜん、こちらを指さし、


「それ！　それなんだよ問題は！　俺は、この国の馬鹿どもの言いなりになるつもりはないからな。俺が受ける暗殺依い頼らいには、ルールを作ってるんだ。


　ルールその一！


　ガキは殺さない。


　ルールその二！


　女も殺さない。


　ルールその三！


　思想のない殺しはやらない」


　などと、勝手にマイルールを話し始めて。


　それにライナは、


「ってか、おまえのルールなんて、俺にとってはどうでも……」


「ルールその四！


　気分が乗らないときの殺しもやらない」


「いやだから……」


「ルールその五！


　弱者も殺さない」


「……まあ、それでおまえが気持ちいいなら、いいけどさぁ。じゃ、俺、もう帰っていい？」


「ルールその六！


　俺が正しいと思ったとき以外は殺さない」


「って、それ、暗殺者としては、完全に失しつ格かくだろ……」


　ライナが思わず突つっ込こむと、ゾーラは嬉うれしそうに笑って、うなずく。


「その通り！　もう、完かん璧ぺきに、失格だ。三年前までは『隠いん成せい師し』の中でも最高のエリートで、もう、あと少しで『ローランド帝てい国こく最高の暗殺者』の称しよう号ごうをもらいそうになっていた俺は、しかし、気づいてしまったのだ！　本当に『強い男』は、国からもらった『エリート』だの『最高』だのの称号なんかに頼たよったりしないんじゃないかってな！」


　とかもう、陶とう酔すいするような雰ふん囲い気きで、延えん々えん語り続けているゾーラを無む視しして、


「…………」


　ライナは無言で、家に向かって歩き出す。


　しかしゾーラはその横を歩きながら、


「それ以来、俺は国の言いなりになるのをやめた！」


「って、ついてくんのかよっ！」


「本当の強さは、国に頼っている段だん階かいで、得られないのさ！」


「聞いてねぇし……ああもう……」


　とそこで、ライナは庭の、挑ちよう戦せん者しやたちを見る。片かたづけは……もう、めんどくさいからいいか。


　さらにゾーラが、続けてくる。


「ちなみにどうして俺がその真実に気づいてしまったのか、おまえ、聞きたいだろ？」


「聞きたくない」


「それは三年前、俺がヴェイオール聖国であの娘こに出会った瞬しゆん間かんに、始まったんだ！」


「…………うう」


　そのまま、ライナは庭を抜ぬけ、家の扉とびらを開あけると、ゾーラが入ってこないよう急いで閉め、鍵かぎをかける。


　しかし鍵は二秒で解かい錠じようされ、扉は開き、


「彼女はすげぇ美人な上に、とんでもなく強い娘こだった。さらに、大空を飛び回る鳥のように、自由な娘こだったんだ。まだ俺と同じ、十歳さいだったにもかかわらず、誰にも、どこにも頼らず、たった一人で…………いや、馬ば鹿かそうな妙みようなガキも一人ついてたが、ま、ありゃ人間の数に入れる必要はないから、まあ、一人だな。とにかく彼女は一人で世界を渡わたり歩いて……」


　なんてのも完全に無視で、ライナは台所にあったパンと、チーズと、牛ぎゆう乳にゆうをテーブルに用意すると、それを食べ始める。


　その間も、ゾーラの熱ねつ弁べんは続く。


「彼女に殴なぐられたとき、俺は悟さとったのさ。いまのままじゃ、いまのままじゃいけないんだってね」


　食事が終わり、ふわーっとあくびをする。


　立ち上がり、皿とコップを流しに放ほうり込むと、二階へと上がる。




[image: ]


　そのまま寝しん室しつに入ると、ゾーラが入ってこられないよう慌あわてて扉を閉め、鍵をかけた瞬間に鍵が解錠され、


「俺が、君を守れるくらい強くなるって言ったら、彼女は言ったね。『あは。待ってて欲ほしい？』って。そのときの彼女の天使のような、それでいて小こ悪あく魔まのようなかわいらしい顔に俺おれの心しん臓ぞうは…………」


「…………もう泣きそう……」


　ライナはうめいてから、ベッドに入る。


　するとゾーラは寝室にあった椅い子すを一つ取ると、枕まくら元もとの横において、そこに座すわる。


　そしてまるで、これから眠ねむる子こ供どもにお伽とぎ噺ばなしを聞かせてくれる優やさしい母親よろしく、


「とにかく二人の愛の約束は交かわされたんだ。ここ大事。そう。二人は愛してあっていたんだ。そして俺は、強くなることを誓ちかった。彼女よりも、そして、彼女のまわりをうろちょろする、あのムカツク馬ば鹿かガキよりも！　あいつまじ後で絶ぜつ対たい殺す！　まあ、それはともかく、だから俺は…………」


　と、そこで、ゾーラの声が、小さくなってきたような気がする。


　というか、なんか、話はかなりつまらないので、もう、みるみる眠く……あ、これ、いいかも、眠……おやす……


　が、そこで。


　ゴン！


「ぎゃ!?」


　いきなり殴なぐられた!?


　頭を押おさえ、ライナが起き上がる。


　するとゾーラは、


「だから俺はこの狂くるったローランドで、ローランドに従したがわずに強くなることを誓……」


「てめぇぶっ殺すぞ!?」


「俺は貴き族ぞくたちに逆さからっても殺されないだけの力を……軍に逆らっても殺されないだけの力を……」


「…………き、聞いてねぇし……ってか、もう、ほんとたいがいにしろよおまえ……次俺の眠りを邪じや魔ましたら、まじ怒おこるぞ？」


「それでも俺は生き残った。この三年間、命をかけて強くなり続けた……」


「もう、ほんと怒るかんな？　俺は、そういう男だからな？　睡すい眠みんを邪魔する奴やつは絶対に許ゆるさない……それが俺のポリシーだかんな？　そのへんちゃんとわかっとけよ？」


「だがまだ足りない。もっと強く、俺は強くならなきゃいけないんだ……」


「じゃ、俺、寝るから？　もう、話してていいから、俺に手はだすな？　いいな？」


「そして三年。俺は、どれだけ強くなることが……」


「じゃ、おやす………………グー」


　瞬間。


　ゴン！


　頭を、思いっきり殴られ……


「…………………………てんめぇええええええ、ぶっ殺しゃらあああああああああああああああああああああああああ！」


　ライナはベッドから跳はね起き、全力で殴りかかる。


　それにゾーラは、


「うげ、速ぇえ!?」


　とっさに跳ちよう躍やくし、かわす。そして部屋の天てん井じようの隅すみに張はり付いて、


「あ、あ、あぶねえ……いまのはあぶねぇ……いいね！　そのパンチ。さっきより全然速ぇよ！　それだよ！　そういうのを待ってたんだ。あの娘こに相応ふさわしい男になるため、俺は強い奴と戦わなきゃいけないしな……だが、悪いなライナ・リュート。あいにく俺は、おまえみたいな精せい神しん年ねん齢れいの低いガキは相手にしない主しゆ義ぎなんだ」


「じゃあさっさと帰りやがれええええええええええええ！」


　怒ど鳴なって、ライナはベッドにあった枕まくらを投げつける。


　もちろんゾーラはそんなの、あっさり手で払はらいのけてしまうが。


　そして払いのけられた枕は、たまたま開いていた窓まどから、外へ……


「って、ああ!?　俺の枕が!?」


　だが、もう間に合わない。


　枕は、窓の外へと消えてしまい。


「………………ま、枕が……」


　もう一度そう言って、ライナは震ふるえた。


　怒いかりと、絶ぜつ望ぼうに。


　素す晴ばらしい睡眠は、いい枕からというのは、世界の常じよう識しきなのに……


　ありえない。


　あまりに、ありえなかった。


　こんな馬ば鹿かのために、なんの罪つみもない枕が……枕がぁああああああああ！


　と、ライナは、いまだかつてないほどの憎ぞう悪おのこもった目で、ゾーラを見上げる。


　するとそれにゾーラもたじろいで、


「……い、いや、いまのは俺のせいじゃないだろ？」


「ま、枕様を馬鹿にした奴は、生かしちゃおけない……それが我わがライナ家に代々伝わる伝でん統とうなんだ」


「はぁ？　ライナ家の伝統って……おまえ、ライナは名字じゃなくて、名前だろう？　なにいきなり噓うそついて……」


　が、ライナはそれを遮さえぎって、


「馬鹿野や郎ろう！　おまえがいましたことが、どれだけ大変なことなのか、わかっているのかっ!?」


　思いっきり、怒鳴りつけた。


　するとゾーラはそれに気け圧おされて、


「え、って、俺、そんなまずいことしたの？」


　それに、ライナは大きくうなずく。


「おまえがいま窓から放ほうり投げた枕はな……死んだじいちゃんに俺が託たくされた、形見なんだぞ！」


　その、いま初めて明かされた衝しよう撃げきの事実に、ゾーラは驚きよう愕がくの表ひよう情じようになって、


「……う、うそ？」


「ほんとだ！　おまけにあれは、ライナ家に先せん祖ぞ代々伝えられる家宝でもあるんだ。その枕をおまえ、いったいどうした？」


「え、いや、あの……」


「俺のじいちゃんの形見を、おまえはいったい、どうしたんだ!?」


　それに、ゾーラは、


「あ、あの、俺、すぐ拾ってくるから！　ちょっと待ってろ！」


　言って、慌あわてて部屋を飛び出していく。


　それにライナも慌ててベッドから飛び出し、物置から縄なわを持って戻もどってくる。


　そして部屋の扉とびらに鍵かぎをかけ、さらに簞たん笥すを扉の前に置き、さらに窓をしめ、鍵のとこを縄でぐるぐる巻まきにして開かないようにしてから、


「やった！　ついにやった！　あの馬鹿を追い出したっ!?」


　ライナは、叫さけんだ。


　もうこれで大だい丈じよう夫ぶ。


　さすがに入ってこれな……


　と、そこで。


「てめぇなにが先祖伝来の家宝だ！　この枕、商店街で売ってる安物じゃねぇか！」


　なんて怒鳴り声とともに、部屋の扉のノブがガチャガチャっと回される。


　そしてすぐに鍵が解かい錠じようされ、


「あれ、開かねぇ！　てめ、なんか小細工しやがったな！　おい、開けろ！」


　ゴン！　ゴン！


　と殴なぐりつけてくるが、扉の前には棚たなが置かれているので、開かない。


　それにライナはにやりと笑い、


「ふっふっふ。馬ば鹿かめ。その扉は、精せい神しん年ねん齢れいが乳にゆう児じレベルのガキには、開かないことになっているのだよ」


　なんて言いながら、ゆっくりとベッドに入る。


　そんな間にも、ゴンゴンガンガン扉は殴られるが、扉はびくともしない。


　それをライナは満足げに見つめてから、


「さてさて、馬鹿はおいといて、眠ねむるとしようかね……」


　とそこで、扉の外。


「……求めるは雷らい鳴めい……」


「って、え？　お、おいおい、おまえ、そういう冗じよう談だんやめ……」


　が、冗談じゃなかった。


「求めるは雷鳴〉〉〉・稲光いづち！」


　刹せつ那な。


　ドゴォオオオオオオン!!


　という轟ごう音おんとともに、魔ま法ほうで生み出された雷らい光こうが、部屋の扉と、簞たん笥すと、その中にあったライナの着き替がえを、残らず消し飛ばす。


　そしてその向こう側から怒いかりの形相で枕まくらを手にしたゾーラが現あらわれ、枕をこっちへ差し出すと、


「これ、いったいどういうことだよ！」


　なんて怒鳴ってきて。


　それに。


　それにライナは……


「どういうことだは、こっちのセリフだぁああああああああああああああ！」


　ライナは思いっきり怒鳴りながら、差し出された枕を払はらいのける。


　すると再び枕は窓の外へ。


　それを見たゾーラが、


「あ！　あ！　ほら！　やっぱおまえ、あれ、全然大事じゃない枕じゃねぇか！」


「当たり前だろうが！」


「あ、当たり前とはなんだよ！　俺ってば本気で、あ、なんか、おじいちゃんの形見窓から落としちゃって、悪いことしちゃったなぁ……とか、へこんだんだぞ!?　そんなちょっと傷きずついた俺の気持ちをどうしてくれんだよ！」


「んなの知るかぁああああってか、おまえ、部屋の中で魔法ぶっ放すとか、なに頭おかしいことしちゃってんの？　俺の服とか簞たん笥すごと全部消えちゃったんだぞ？　おまえ、その責せき任にんどうとるつもりだよ！」


　と、消し炭になってしまっている簞笥を指さして、ライナは怒ど鳴なる。


　それにゾーラは振ふり返り、かつて簞笥だったものを見てから、にやりと笑って、


「はっ。またそんな噓うそを。もう騙だまされないぞ」


「って噓じゃねぇええええ！」


「またまたぁ～。その手には乗らないって。あの簞笥には、おまえの着替えは入ってなかった」


「入ってた！」


「いいや入ってないね！　俺はそういう噓を見み破やぶるのは得意なんだ！」


　と、胸むねを張はるゾーラの顔面があんまりにも小こ憎にくたらしくて、ライナは拳こぶしをたたきこもうとするが……


　それをよけながらゾーラが、


「だからおまえ、俺はしょんべん臭くせぇガキとは戦わないって言ってんだろ！」


　拳を、ライナの顔面に放ってくる。


　ライナもそれをよけながら、


「じゃあこれなんだよ！　おまえ、戦わない戦わない言いながら、バンバン殴なぐってきてんじゃねぇか！」


　怒鳴って、蹴けりを放つ。


　ゾーラはそれを左手で押おさえ、


「馬鹿、これは違ちげぇよ！　これは、あれだ。もう十三にもなってしょんべん漏もらしまくりの噓つきなガキに、教育的指し導どうをしてやらなきゃっていう、お兄さんからの愛の頭ず突つきだよ！」


　言って、頭突きを放ってくる。


　それにライナも、


「てめぇのほうがしょんべん臭ぇんだよっ！」


　頭突きで対たい抗こうする。


　刹那。


　ゴガンッ!?


　と、頭と頭がぶつかりあう、いい音が部屋に響ひびき渡わたり。


　直後。


『ぎゃぁああああああああああああ!?』


　少年二人の、悲鳴が轟とどろく。


　どちらがしょんべん臭いかはさておき、どうやら、頭の固さは同じぐらいのようだった。


　ライナは頭を押さえて、しゃがみこむ。


「……うっわ、うっわ、まじで？　な、なんかいま一いつ瞬しゆん、大切な記き憶おくが、千個こくらい頭から消えた気がする……」


　ゾーラも、目の前でしゃがみこみ、


「……ぐぁああ、い、痛いたみで涙なみだが……で、でも俺おれはこんなことじゃ泣かない男だ……お、俺は最強の男になってあの娘このところへ戻もどるって決めたんだからな」


　なんて言葉に、ライナは頭の痛みをこらえながら、半はん眼がんで言う。


「なぁにがあの娘こだよ。おまえみたいなうるせぇ馬鹿ガキ好きになる女の子なんて、いないっての」


　すると涙目のゾーラがこちらをにらみつけ、


「あ、て、てめぇ、いまなんつった？」


「だから、おまえなんかフられるっての」


「て、て、てめぇ、俺はもう許ゆるさねぇぞ！」


　叫さけんで、また殴りかかってきて。


　それにライナも、


「だからそれはこっちのセリフだぁああああ！」


　ゾーラのパンチにカウンターを合わせて、殴り返す。


　これで、終わりだ。


　カウンターが入れば、いくらこいつだって立っていられるはずが……


　立っていられるはずが……


　しかし。


　ライナが思っていたより、ゾーラのパンチは速くて。


　カウンターというか、ちょっと相打ち気味に……


　瞬間。


『ぎゃばっ!?』


　なんて奇き妙みような悲鳴を同時に上げて、顔面を押さえ、またしゃがみこむ二人。


　ゾーラが痛みをこらえながら、


「こ、殺す……こいつ絶ぜつ対たい殺す……」


「だからそれは俺のセリフ……」


　だ！　という言葉と同時に、ライナは蹴りを放つ。


　だが、ゾーラも同じことを考えていたのか、蹴りが同時に、お互たがいの腹はらに……


『ぐぇっ!?』


　そのまま……二人は腹を押さえてうずくまる。





　なんて攻こう防ぼうをその後、数十回繰くり広げて……





　　　　◆





　十分後。





　　　　◆





「……し、死ぬ……死んじゃう……」


　ゾーラは部屋の隅すみで全身ボロボロになって、倒たおれていた。


　そしてライナは、


「…………い、いや、もう、死ぬなら頼たのむから……頼むから早いとこ死んでくれ……」


　やはり全身ボロボロで、部屋の窓まどから上半身落ちそうな状じよう態たいで、倒れていた。


　殴なぐり合いは、完全に互ご角かくだった。


　殴ったら、殴られ、蹴けったら、蹴られ、威い力りよくも、速さも、ほとんどかわらない。


　このふざけたガキは、ここ数日訪おとずれていた挑ちよう戦せん者しやたちの中でも、ちょっとレベルが違ちがうほど、ダントツで強かった。


　ライナは上半身を起こし、


「……うお、体、動かすだけで、あちこち痛いてぇ……」


　しかし、もう殴られ過すぎて、どこがどう痛いのかは、いまいちわからなかった。


　そして、部屋に戻もどる。そのまま床ゆかに座すわり込こみ、部屋の隅で倒れているゾーラを見つめ、


「……ってかさ、で、結局おまえ、なんの用なわけ？　『ローランド最高の魔ま術じゆつ師し』っていう通り名欲ほしくてやってきた挑戦者じゃ、ねぇんだろ？」


　そう言った。


　それは、さっき適てき当とうに聞き流していたこいつの話から、わかったことだった。


　こいつはライナを見て、子こ供どもは殺さない主しゆ義ぎだと言った。


　ということは、こいつはライナを殺しにきたということだ。しかしさらにこいつは、こんなことも言っていた。


『俺は、この国の馬ば鹿かどもの言いなりになるつもりはないからな。俺が受ける暗殺依い頼らいには、ルールを作ってるんだ』


　暗殺依頼。


　この国の馬鹿どもの言いなりにはならない。


　それはつまり、どういうことか？


　ライナは、半はん眼がんのまま、言った。


「……軍が、俺を殺せって？」


　するとゾーラは起きあがり、懐ふところから数すう枚まいの紙を取りだしてクシャクシャに丸めると、こちらへ投げてくる。


　ライナはそれを受け取る。


　そして、開く。


　するとそれは、見覚えのある紙だった。


　ライナも所しよ属ぞくしている『隠いん成せい師し』で使われている、指令書だ。


　そこには、こうある。





『三日以内に、隠成師第四十二部に所属している、ライナ・リュートを殺せ』





　さらに二枚目、三枚目の紙には、ライナの身体的特とく徴ちようが書かれていた。


　黒くろ髪かみ、黒目、『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者、最近クヲント・クオを倒し、『ローランド最高の魔術師』と呼よばれる──などなど。


　そこまで読み、ライナは顔を上げた。


「で、殺しにきた？」


　するとゾーラは笑えみを浮うかべ、


「軍の奴やつらは、相変わらず馬鹿だろう？　俺がガキは殺さないって知ってるから、その指令書には、おまえの年ねん齢れい、書いてねぇでやんの」


　その、言葉に、ライナはまた、紙に目を落とす。


　確たしかにそこには、ライナの年齢は書かれていなかった。


　だが、


「おい、ゾーラ」


「いきなり呼び捨すてかよ」


　が、ライナは無む視しして、


「おまえ……子供を殺さないとか、女は殺さないとか、そういう理由をつけてもう何度も命令無視してんのか？」


　するとその質しつ問もんに、ゾーラはあっさりうなずく。


「当たりめぇだろ。なんで俺が国の言いなりにならなきゃいけないんだよ」


　なんて言葉に、


「…………」


　ライナは、顔をしかめる。


　なぜならこの国は……決して、そういうことを許ゆるさない場所だからだ。


　ライナがそうだ。


『隠成師』に所属してはいるが、命令をまるで聞かない。


　しかし当然、その報むくいは、ある。


　拷ごう問もん、監かん禁きん、ありとあらゆる嫌いやがらせをされた。


　いつ殺されても、おかしくない。


　それでも彼が生かされている理由は、普ふ通つうとは違う『複写眼アルフア・ステイグマ』を持っているから。


　普通とは違う珍めずらしい実験動物モルモツトだから、いまはまだ、殺さない。


　ただ、それだけ。


　本当にそれだけの理由で、ライナは生かされている。


　だが、こいつは……


　ライナは、ゾーラを、見る。


　そして、


「……で、今回も俺を殺さずに、命令違い反はんか？」


　するとゾーラはあっさり、


「ああ」


　うなずく。


　だが、ライナはゾーラを見つめたまま、


「……おまえそれが、どういう意味かわかってんのかよ？」


　するとゾーラはそれに、まるでなにもわかってないようなガキっぽい顔で、よっとかけ声とともに立ち上がると、


「なにが？」


　聞いてくる。


　それにライナは、思わずまた、ため息をついた。


　やはり、こいつはガキなのだ。ただ強いだけの、馬鹿。


　まあ、『隠いん成せい師し』にはそういう奴やつは多いのだが……


　軍からおまえらは天才だのエリートだの選ばれし者だだのと教育されて、ローランドのために働くよう、洗せん脳のうされる。


　もちろん、たまにその洗脳がうまくいかずに、こういう国に反はん抗こうするような態たい度どをとる奴も生まれる。


　だが、そういう奴はたいてい、すぐに処しよ分ぶんされる。


　ローランドは、これだけの強さを持った反はん乱らん分子を、見み逃のがしたりしない。


　そしてこいつも……


「おまえ、ちょっと俺の話聞け。あのな……」


　と、ライナが言いかけたところで、うるさいと言わんばかりにゾーラは手を振ふって、それを遮さえぎる。


「おまえの話なんか聞かねぇよ」


「いいから聞けって。いまおまえは……」


　が、それも遮り、


「ああもう、うるせぇなぁ。知ってるよ。俺、殺されるんだろ？」


　なんてことを、さらっと自分で言ってくる。


　それにライナは、


「え……へ？　あ、おまえ、わかって……」


　すると当然とばかりの表ひよう情じようでゾーラが、


「ったりまえだろ？　おまえ、俺を馬ば鹿かにしてんのかよ？　だいたい、その指令書からして、怪あやしいじゃん？　俺が散々命令違反して、子こ供ども殺さないのわかってんのに、まぁたおまえみたいなガキ殺せって命令してきて、おまけに、指令書にはおまえの年ねん齢れいがないときた。じゃ、こりゃどういうことだ？　答えは簡かん単たんだ。命令違反しまくりの俺を、『ローランド最高の魔ま術じゆつ師し』さんに始末させようってことで、噓うその指令書が出された…………と、思ったんだが、おまえんとこには、天才ゾーラ・ロム様は危き険けん人物なので、しょんべん魔術で倒たおしてくださいっていう指令はきてない？」


　なんて言葉に、ライナは、


「……なんかおまえ、やっぱいちいちむかつくな……」


　するとゾーラは笑って、


「きてない、っと。じゃ、今回はビオ・メンテんときとは違うんだな」


　その、言葉に。


　ライナの表情が、曇くもる。


「おまえ、ビオのことを……」


　ビオ・メンテ。


　それは、ずいぶん懐なつかしい名前だった。ライナを殺しにきた少女で、でも、なぜか突とつ然ぜんライナのことを好きだとか言い出して、一いつ緒しよにローランドから逃にげることになって。


　でも。


「…………」


　彼女は、ライナを守るために、死んだ。


　ライナを、化物と呼よぶ奴らから守るために、彼女は自分で自分の命を絶たった。


「……おまえ、彼女のことを……」


　すると、ゾーラはうなずく。


「知ってる。あいつが殺される前に、一回会ったからな。おまけに彼女がどういう殺され方をしたのかも、調べた。あいつはかつて、『ローランド帝てい国こく最高の暗殺者』って呼ばれててね。で、それを目指してた俺おれとしては、彼女の行く末は気になるだろ？　そんでどうなるのかと思ったら、なんと騙だまされて殺されてやんの。彼女はライナ・リュートを殺すように指令されて……だが、それは罠わなだった。ライナ・リュートのほうにも、ビオを殺すようにって指令が出てて……でも、おまえと手合わせしてわかったよ。あの当時のビオじゃ、おまえにはまるで太刀打ちできなかったろう。で、ビオはおまえに……」


　が、ライナは首を振ふる。


「お、俺は……」


　だが、ゾーラはにやっと笑って、


「それも知ってる。おまえはビオを殺してない。軍がおまえを実験するために殺したんだ。で、今回も……」


　と、そこで、ゾーラは窓まどの外を、指さす。


　それにライナは振り返る。


　すると、窓の外。


　庭の向こうの館やかたの入り口には、ライナたちと同じ、『隠成師』の黒い戦せん闘とう服ふくを着き込こんだ男たちがすでに十数人、なにかを待っているような様子で集まっていて。


　その中には、知っている顔もあった。


　あの、以前『ローランド最高の魔術師』と呼ばれていた男。


　クヲント・クオの姿すがたも。


「あれは……」


　ライナが言うと、ゾーラは肩かたをすくめ、


「俺を殺しにきたんだろ？　ライナ・リュートと戦わせて、弱った俺を殺しにきた……もしくは、弱ったはみ出し者二人を同時に殺すつもりか……ま、どっちでもいいが……」


　そう言った。


　そのままライナの横をすり抜ぬけ、窓まど枠わくに足をかけると、


「俺ってば、こういうのを待ってたんだよね。ローランドを敵てきに回し、それでも生き残る最強の男、ゾーラ・ロム様。ふふ、いい感じだ。この逆ぎやつ境きようを乗り切れば、そろそろあの娘こに告白しても、大だい丈じよう夫ぶなんじゃねぇの？」


　なんて馬ば鹿かなことを言い出すが、それにライナは、


「馬鹿。たった一人で国を敵てきに回して、死ぬ気か？」


　が、ゾーラは笑う。それは子こ供ども特有の、無む邪じや気きな笑みで。


「死なねぇよ。というか、死ねねぇ。こんくらいで死ぬようじゃ、あの娘こにはとてもかなわないしな……」


「どんだけ強いんだよその女」


　するとゾーラは苦く笑しようして、


「すげぇよ？　もう、まじすげぇ。いや、俺もだいぶ修しゆ行ぎようして、追いついたかなぁ……っていう実感はちょっとはあるんだけど、向こうも成長してるだろうしなぁ……あ、そうだ！　じゃあ、俺があの娘こに初めて会ったときの話を……」


「ってそれさっき聞いたよ。おまけに長いからいい」


　ライナがうんざりしたような顔で言うと、ゾーラは楽しそうに、


「えええ？　聞いてよ？」


「やだ」


「いいじゃん？　俺、あんまこの話できる相手いないから、話したくて仕方ないんだよね。命令違い反はんに、命令放ほう棄き、おまけに貴き族ぞく殴なぐって監かん禁きん拷ごう問もんされるような俺みたいな馬鹿、あんまいないだろう？」


　それにライナは、


「……誰だれのことかな？」


　首をかしげる。


　するとゾーラはこちらを指さし、


「おまえ」


「俺はそんな不良じゃねぇよ」


「ははっ。ま、どうでもいいけどさ。んじゃま、俺の天使との運命的な出会いについては、戻もどってきてからするとして……」


　その、言葉に。


　ライナはまた、ため息をつく。そして少し、悲しげな表ひよう情じようになる。


「……おまえ、本気で戻ってこられると思ってんの？」


　するとゾーラはまた、いつもの気安げな声であっさり、


「ったりまえだろ？」


　なんて言ってきて。


　それにライナは疲つかれたような声音で、


「…………おまえ、馬鹿だろ？」


「ははは。あとで殴なぐるから覚えとけよ」


　ゾーラはそう言って、さらにもう片かた方ほうの足も、窓枠にかける。


　それにライナは、さらにため息をつきたくなる。


　だって、戻ってこられるはずがないのだ。


　軍が、ゾーラを殺すと決めたのだ。


　なら、殺される。


　国を出るならまだ、生き残れる可か能のう性せいもあるかもしれない。だが、こいつは馬鹿だから、戦うつもりなのだ。


　軍と真まっ向こうから戦って、勝てるはずがないのに。


　それも。


　ライナは、もう一度窓の外を見る。


　館やかたの入り口には、あいつがいる。


『ローランド最高の魔ま術じゆつ師し』と呼ばれていた男が。


　おまけに部下も十数人。


　勝てる、はずがない。


「…………」


　ライナは、小さく言った。


「……まじでいくの？」


「もちろん」


　ゾーラは明るく答える。


　それにライナは、忠ちゆう告こくする。


「ってかさ、んな馬鹿なことするより、国外へ出ない？　おまえ強いから……俺が手伝えば、絶ぜつ対たい成功すると思うんだけど？」


　だがそれにも、


「って、ビオに言って口く説どいたんだろ？　でも、俺ってそういう趣しゆ味みねぇんだよなぁ。ごめんなぁ。おまえにとっては超ちよう美形な俺はタイプかもしれないけど、俺はおまえのその、眠ねむそうな顔大っ嫌きらいだから、手伝われたくありませーん」


「……って、いやあのね……俺もおまえうぜぇしむかつくから、別に手伝いたかねぇけどさぁ……でも、無む駄だ死じにするのをなにもしないで見るのも、寝ね覚ざめが……」


「ああもううっさいなおまえは。おまえはあれか？　俺のママかなんかか？」


「こんなうるせぇ息子むすこが生まれたら、自殺するよ」


「……はい。いまの発言で、俺の母親殺しが決定しました」


　が、ライナはそれに、


「……無理だよ。おまえは……その母親殺しをする前に、ローランドに殺される」


「殺されねぇって」


　しかし、ライナは首を振ふり、


「殺される。窓まどの外にいる、あの、短い金きん髪ぱつの大男な、あれ、クヲント・クオだぞ」


　その、絶ぜつ望ぼう的てきな言葉に……


　しかし。


　ゾーラはなぜか、目を輝かがやかせ、


「おっと！　まじで!?　あいつが『ローランド最高の魔術師』だった奴か!?　うお、ラッキー！　じゃああれか？　あいつをおまえより短い時間で倒たおせば、『ローランド最高の魔術師よりさらに超強いゾーラ様』の称しよう号ごうは俺のもんか!?」


「って反はん応のうするのはそこかよ？」


　ライナがあきれて言うが、ゾーラは気にせず、


「いいから答えろよ。あいつを俺のほうが短時間で倒したら、おまえ、俺のほうが『ローランド最高の魔術師』に相応ふさわしいって認める？」


「……いや、称号なんて俺はどうでもいいから、欲しけりゃいくらでもやるけどさぁ……」


「馬ぁ鹿。俺だって称号はどうでもいいんだよ。ただ、ガキのおまえぶっ飛ばせないなら、あいつ使ってどっちが強いか証明するしかないだろう？　で、俺ってばローランド最強だぜって自分で納なつ得とくできたら、あの娘こに告白にいくのだ。よし、やるぜ、俺はやるぜ！」


「いやいや、だからおまえ、そういうことじゃなくてさ、いまの状況をちゃんとよく見……」


　が、ゾーラはやはり聞かない。こちらを振り向いて、妙にわくわくした顔で、言う。


「で、おまえ、あいつ何分で倒した？」


「だぁからそういう話じゃ……」


「いいからいいから。早く言え。何分？　何分であいつやった？」


　それに、ライナは困こまったような顔で、


「いや、何分って言われても……覚えてないけど……」


「だいたいでいいんだよ馬鹿だなぁ」


「馬鹿って……いや、まあ……ああ～十分くらいじゃ……」


　とそこで、


「十分な！　よし、おまえ、見とけ！　八分……いや、五分、ああああ違ちがう！　そんな低い志こころざしじゃ、あの娘こに認みとめてもらえないぞ、俺！　瞬しゆん殺さつだ、瞬殺。あんなデカブツ瞬殺で始末だ！　そしてゾーラ様伝説が世界に知れ渡わたり、あの娘この耳にも届とどいた瞬間、二人はゴールイン伝説の始まりなのか！　そうなのか!?　えへへ[image: ]　んじゃ、いくぜいくぜいくぜ！」


「って、ちょ、待て。俺も手伝……」


　が、聞いちゃいない。


　ゾーラはそのまま窓まど枠わくから、


「とりゃあああああああああ！」


　飛び出す。


　空中でくるくると回転し、地面に着地。


　それにクヲントたちも気づいたのか、ゾーラを見て、一いつ斉せいに襲おそいかかろうと……


「って、やばい！　あいつ殺されるぞ」


　と、ライナも窓枠に足をかけようとしたところで、突とつ然ぜん。


　ゾーラが、胸むねを押おさえた。


　すると彼の胸は、いつの間にか真っ赤に染そまっていて。それを手につけ、ゾーラは、見る。


「ち、血だ……」


　さらに口からも、どういうわけかゲハっとばかりに真っ赤な……まるで血のようなものを吐はいて……


　そして。


「……ぎゃぁああああ『ローランド最高の魔ま術じゆつ師し』ライナ・リュートはやっぱ強ぇええ、や～～～～ら～～～～れ～～～～た～～～～っっ!?」


　パタリ。


　と、彼は倒れる。


　それにライナは、


「いや……その芝しば居い、わかりやすすぎるだろ」


　という突つっ込こみを入れるが、それもむなしく、


「ふははは！　思ったとおり、あいつらやりあったな。いまならどっちも弱ってるぞ。まずはゾーラ・ロムを殺し、それから、ライナ・リュートをぶっ殺すぞ！」


「って騙だまされんのかよ！」


　と、ライナが言っている間にも、クヲントたちは一斉に庭へと侵しん入にゆうしてくる。


　そのままクヲントは腰こしのナイフを抜ぬく。そしてそれを振ふり上げ、ゾーラに向かってナイフを振り下ろそうとしたところで、


「なぁああああんてねぇええええええ！」


　ゾーラの嬉うれしそうな声が響ひびき……


「ぎゃぁあああああ」


　あっさりクヲントの悲鳴。


「おいライナ！　見た？　見た？　いま俺おれ瞬しゆん殺さつ！　こいつぎゃあだって！　あほじゃねぇーの？　ははっ。あとの雑ざ魚こなんて、敵てきじゃねぇええぜえええええ」


　笑いながら、十数人の『隠いん成せい師し』たちと戦い始める。


　もう、圧あつ倒とう的てきな強さだった。


　本当に、真しん剣けんに戦ってもライナといい勝負かもしれない。


　もう、なんか、本当にライナが手伝う必要、なさそうだった。


　ゾーラはあっさり一人、二人、三人と倒たおしていき、四人倒したところで、


「へへへ～ん。見たかおまえら！　この俺様の強……ってぎゃああああ」


　ゾーラは油ゆ断だんしている隙すきを突かれ、背せ中なかから肩かたにナイフを喰らい、


「い、痛いてぇ！　やべぇ！　うわ、負けそう!?　ライナ、手伝え！」


「はぁあああああああ？　おま……ふざけん……ってああもう、まじこいつうぜぇ！」


　そして結局、ライナも窓から飛び出したのだった。





　　　　◆





　日は、もう、完全に落ちてしまっていた。


　月明かりの下。


「で、おまえ、これからどうすんの？」


　庭に積み上がった大量の屍しかばねの山（といっても、気き絶ぜつしているだけで誰も死んではいないけど……）、ライナはその山の上に座すわって、


「……おまえ、いまはなんとか乗り切ったけど、そのうち死ぬぞ？」


　聞いた。


　するとゾーラも屍に座った状じよう態たいで、背中に刺ささったナイフを抜きながら、


「ああもう、さっきからほんと口やかましいな、しょんべんママは」


「しょんべ…………おまえほんとムカ……ああくそ、もう、いいけどさぁ……」


　ライナは、はぁっとまた、ため息をついてから、


「でも、こんなことして、軍が黙だまってないぞ。おまえ、ほんとに殺されるよ。ってか、もうすでに、この瞬しゆん間かんにも、さっきよりもさらに大量の追手が手配されてると思うけど……」


　が、そんな事実を聞いても、ゾーラはやはり、気にしてないとばかりの表ひよう情じようで、


「そんときゃ、そんときだよ。この程てい度どで殺されるくらいなら、俺はそれまでの男だったってことだ」


「…………いや、それまでの男だろ？」


　ライナが言うと、ゾーラはにんまり笑って、


「はい、しょんべんママ殺害決定」


「無理だって」


「できるよ」


「ナイフで背中負ふ傷しようしてんのに？」


「はっ。てめぇなんて、こんくらいのハンデでちょうどいいんだよ」


「……はいはい……ってか、ほんと、国外へ逃にげることおすすめするけどなぁ……」


　と、そこで。


　ライナは館やかたの外を、見る。


　するとそこにはもう、いつの間にやら別の刺し客かくの気配が感じられて。


「……うわ、遅おそかった」


　今度の数は、かなり多い。


　この気配だと……数十、いや、百を超こえているかもしれない。


　もう、絶ぜつ望ぼう的てきな状じよう況きようだった。


　が、ゾーラはにやりと笑う。


「いいね。こういう逆境を、俺は待ってたんだ」


「……ポジティブだなぁ」


「だろ？」


「それとも馬ば鹿かなの？」


「ふふ。君には理り解かいできないほどの器うつわの持ち主なのだよ、僕ぼくは」


「……ああ、やっぱ馬鹿のほうか……」


「死ね！」


　と、背中から抜ぬいたナイフを投げてきて、ライナはそれを、ひょいっとよける。


　するとゾーラはそれを確かく認にんしてから、立ち上がった。


「さて」


　それに、ライナは立ち上がったゾーラの顔を見上げた。


「……いくの？」


「ああ」


「死にに？」


「死なねぇよ」


「死ぬよ」


「死なない。そして戻もどってきて、おまえに俺とあの娘ことの馴なれ初そめを……」


「って、まだ付き合ってないんだろう？」


　と、突つっ込こむと、ゾーラは顔をしかめ、


「う……だからおまえ、嫌きらいなんだよ……」


　それにライナは笑って、


「はは。好かれてなくて、よかった」


　それを無む視しして、ゾーラは、踵きびすを返す。


　館やかたの、外。


　いまや何百という気配が感じられる夜よ闇やみの向こうを見つめ、


「んじゃ、ちょっといってくるわ」


　それにライナは。


「…………」


　ライナは、


「……おまえ、死ぬなよ」


　そう言った。


　するとゾーラはまた、あの無む邪じや気きな顔で振ふり返って、


「はは。俺を誰だれだと思ってる？」


　それだけ言って、彼は駆かけ出した。


　夜の、闇の向こう側へと。





　　　　◆





　そしてゾーラ・ロムは……


　死んだ。





　　　　◆





　その、三日後のこと。


　深夜。


　寝しん室しつ。


　枕まくら元もと。


「そしてまだガキだったゾーラ・ロムは死んだ……それからすぐに、『ローランド最高の魔ま術じゆつ師しよりさらに超強いゾーラ様きゃあかっこいい私と付き合ってぇえいやいやごめんよハニー僕には心に決めている人がいるんだよ』バージョンのゾーラ様があの地じ獄ごくの状じよう況きようから不死鳥のように蘇よみがえり、誕たん生じようしたのであった！」


　という、彼の生い立ちから、なにやら何者なのかよくわからないあの娘ことの出会い……そしてこの間ローランド軍の包ほう囲い網もうをくぐり抜ぬけ、ゾーラ抹まつ殺さつの命令を出した軍の関係者と仲の悪い貴き族ぞくに取り入り、抹殺命令を取り消させ、さらにその関係者を殺す命令を受けてゾーラが殺し、『隠いん成せい師し』の中でちょっと出世して帰ってきた──


　とかいう、彼の今日までの十三年と四か月の話をライナはぶっ続け十時間聞かされ……


　ライナは、もう、頭をくらくらさせながら、言った。


「……おまえ、死ねばよかったのに……」


「え？　もう一度あの娘こと出会ったときの話を……」


「聞きたくない！　聞きたくない！」


「まあまあ、そう言わ……」


「言うって！　ってか、それ以上つまんねぇ話したら、おまえぶっ殺……」


「される前に、先にぱ────んち！」


　と、放たれたパンチを受け止め、ライナは叫さけぶ。


「馬ば鹿かめ！　もう、おまえのパンチは見切ってんだよキィイイイイイック！」


　なんていうライナの蹴けりを、ゾーラはあっさりよけ、


「それはこっちのセリフチョオッッップ！」


　手しゆ刀とうを振ふり下ろしてくるのを、ライナは押おさえる。


　そのまま、しばらく力比べになるが……


「ぐ、ぐぐぐ」


「がぁあああ」


　もう、ほとんど力の強さは同じ。


　お互たがい、顔を真っ赤にして押し合うが、決着がつきそうになくて……


「があああああああああくそ、疲つかれる……お、おいゾーラ……ちょ、やめようぜ……意味ねぇよ、これ」


　するとゾーラも、


「あ、ああ……そうだな……少し、俺たちも大人になろう……」


　そして、二人は見つめ合い、うなずきあって。


　同時に、手を、離はなした。


　瞬しゆん間かん！


『なんて馬鹿が、死ねやこらぁああああ！』


　まったく同じセリフで、二人ともが拳こぶしを放つ。


　だが、ライナはもう、その展てん開かいを読んでいた。


　この、あの娘こあの娘こ言って女にモテなさそうな卑ひ怯きよう野や郎ろうが、卑怯な手しゆ段だんにでることは、もう、お見通しだったのだ。


　だからその、ゾーラのパンチにうまい具合にカウンターを合わせて、拳こぶしを放つ。


　今度こそ、これで、終わりだ。


　このカウンターが入れば、いくらこの、つまんねぇ話を延えん々えん続ける迷めい惑わく野郎だって、話を続けられるはずが……


　はずが……


「…………」


　しかし。


　やっぱりライナが思ってたより、ゾーラのパンチは速くて。


　カウンターというか、相打ちに気味に……





『グァベっ!?』





　と、またも奇き妙みような悲ひ鳴めいを上げて、二人は、倒たおれたのだった。





　　　　◆





　これが。


『ローランド最高の魔術師』と呼よばれた男を倒してしまった二人のガキが、初めて出会った物語。


　この、二人が。


　将しよう来らい、世界を塗ぬり替かえることになるというのは……


　まだ、ずっと先の話だ。






















つづく！







　あとがき







　やってきましたローランド帝てい国こく編。


　長編ではおなじみの、シオンたちが活かつ躍やくするローランド編に突とつ入にゆうした『とり伝[image: ]　権力のワンダーランド』は、いかがでしたでしょうかー？


　ローランド編はすごく評ひよう判ばんもいいので、みんなに楽しんでもらえたら、嬉うれしいです。


　で、この本を出すにあたって、僕ぼくのところに著者がチェックするための原げん稿こうが送られてくるわけですが──それを久しぶりに読んでみた、僕の感想。


　うん。この巻あたりから、なんというか、やっとこさ文章や内容が少し安定してきたんだなぁ……とか、僕の中で勝手に思いました。


　でも実は、これ僕にとってはすごく昔の原稿なんだよねぇ。二年前くらい？


　というのも、このあとがきを書いてる時点で、同時に執しつ筆ぴつしてる伝勇伝の連れん載さい原稿は、13巻の１話目として収おさめられる予定の原稿なんです。ということは計算すると、いま書いてるのが61話目で、このとり伝８に収められてる一話目が36話目だとすると……


　えー、25か月前に書いた作品がここには載のっているということですね！


　約二年ですね！　すごく長い空白。だから、まるで他人が書いたものかのように普通に読んで、ギャグやストーリーで笑いましたー。


　意外に面おも白しろいじゃーんとか思ってしまったんですが、自分の作品読んで、意外に面白いじゃーんとか思ったら、鏡かがみって自じ画が自じ賛さん野や郎ろうだなぁとか思われそうで怖こわいけど、ほんとに今回は原稿ぶ厚あついのに、読むのに苦労せずに普通に楽しめました。


　自分的にちょっとだけ出来の悪い巻の読み直しとかは、実は、あの、少し寝そうになるけど（そ、そんなこと書いていいのか！　いや、でもほら、自分で書いてるだけに、ほとんど内容知ってるわけだしねぇ？　眠くなっても仕方ないよねぇ？）


　でも、今巻はなんと、作者自身もけっこう楽しめたので、みんなも楽しんでくれたらいいな！


　おまけに今回は、あとがきでもイベントがありますしね！　あれです。


　伝勇伝キャラクター人気投票の、中間発表があるのでーす！


　でも、それは後半におあずけ！　普通にあとがきを、しばらく続けます。


　話戻って、え～、今回、ぶ厚いですねー!?　短編集とは思えないほどの分厚さですね。


　書き下ろしも書きすぎだし、今回はあとがきも長い予定です！


　というのも、えー、詳くわしいことは僕もよくわからないのだけど、本っていうのは32ページで一折りになっているので、32の倍数を超えてしまうと、さらに32枚プラスしたページ数になってしまうのです。書くことがなくても、32ページプラスになってしまうので、なんとかその空白を埋うめなくてはいけません。


　まあ、でも、そこは裏技を使って、最後32枚もプラスしたら超ちよう大変なので、16枚プラスで終わらせることもできるみたいなんだけど、それは製本するときに手間がかかるので、ちょっと経費がかかってしまうのです！


　そして今回は！　その、経費がかかってしまうようなページ数ですね！


　本文とか出版社や著者の紹介のページで32×10折りの３２０ページをぴったり使い切ってしまい、あとがきのスペースがゼロなのです。


　しかし、あとがきなしというわけにもいかないので、16ページプラスされてしまうわけですねぇ。ということは、まるまる16ページあとがきスペースがあるということなわけです。16ページも書くことなんてねぇえええええええええええという悲ひ鳴めいをあげながら、現在頑がん張ばっているわけです。


　なぜならあとがきが短いと、広告ページがどばーんっとつくことになってしまうのですが、それじゃ寂さびしいもんね。


　だから、あとがきを頑張りたいと思います。





　ではでは、そろそろみなさんお待ちかねの、キャラクター人気投票へといかせていただきます!!　今回のこの、伝勇伝キャラクター人気投票は、ちょっとすごいことになっています。組そ織しき票ひようによって、とんでもない奴やつが一位になっているのです。


　しかし、一位から発表してしまっては面白くないので、24位からまず、発表しまーす。


　といっても、24位というのは少数票の横並びなのですが。


　同列24位の13人を、一気に紹介！





　アルア。


　ナイア。


　キファ・ノールズ。


　ペリア・ペルーラ。


　ジェルメ・クレイスロール。


　リル・オルラ。


　ラッヘル・ミラー少佐。


　イリス・エリス。


　バユーズ・ワイト。


　カルネ・カイウェル。


　リューラ・リュートルー。


　ティールナウェスト・シルウェルト。


　おすすめ詰つめ合わせセット４番。





　以上の方々が、24位にぎりぎり入りました。ここにも入れなかった人たちもたくさんいるわけなので、けっこう人気があるのかな？　みなさんは、全員名前だけで誰だれだかわかりましたかー？　僕はなんと、わかりました！（当たり前だろ）


　ナイアあたりは、一度しか登場してないので、みなさんの記き憶おくに残るにはかなり厳きびしいんじゃないでしょうか？


　でも僕は伝勇伝オタクなので、誰だっけ？　としばらく考えて、かなり考えて、あ、もしかしてあの子か？　と調べたら、当たってました（それでいいのか作者！）


　彼女の正体は、キファの姉あねですね。


　ナイア・ノールズです。一度しか出てないのに、三大ヒロインの一人であるキファと同点とは……キファが姉コンプレックスになる理由がわかりますね。


　とか、てきとーな発言をしつつ。他ほかは、まあ、わりとよく出てくるキャラだから、説明なくてもみんなわかるかな？


　しかしおすすめ詰め合わせセット４番って……（笑）





　でもま、24位ぐらいで長々やってたら、さすがに16ページあっても書ききれなくなってしまうので、さっさと同列20位の４名にいきたいと思います。


　20位の方たちは～、こちら！





　ハミン・パティ。


　シルワーウェスト・シルウェルト。


　ヴォイス・フューレル。


　ラフラ。





　以上４名の方たちでしたー。


　ハミンは、短編の初期のころ、『とり伝[image: ]』の５話目に一度だけ登場したキャラなのに、妙に人気があるんだよねぇ。ほんとに、たった一度しか登場していないのに、短編レギュラーのシルやヴォイスと並ぶランキングです！


　まあ、実は彼女もレギュラーになる予定だったのですが、なんとなく、なんというか、いつの間にやら登場しないうちにレギュラーの座を逃してしまいました。


　でも、再登場を望む強い声がけっこうあるので、そのうち出てくるかもしれませんね。


　とよたさんも、ハミンは！　ハミンはまだでないの？　とか、よく言ってくれるのですが……いやほんと、彼女は短編に一回しか出てないキャラなんだけどなぁ、なんでみんなそんな強きよう烈れつに印いん象しように残ってるかなぁ……と、思い返してみると、まあ、確かに印象は強烈だよね……


　覚えてない方は、『とり伝[image: ]　脱だつ力りよくのヒロイック・サーガ』を、ぜひ、読み返してみてください。持ってない方は、いますぐ書店へ！（宣せん伝でん）





　さてさて、お次は同点15位の発表です。


　15位は五名います。では発表。





　ゾーラ・ロム。


　フィオル・フォークル。


　ルーク・スタッカート。


　リーレ・リンクル。


　鏡先生。





　以上の５名でーす。


　ゾーラ、登場しましたね！　今回もゾーラの書き下ろしです。そして次回は短編にも……っと、これは内ない緒しよ。


　とにかく、ゾーラはまだ登場したばかりのキャラなのに、人気が出て、嬉しいです。


　そしてフィオル。いまは亡なき、シオンのかつての秘ひ書しよですねー。フィオルについても、ドラゴンマガジン増刊号バトルロイヤルに載った幻まぼろしの短編があるのですが、いつ収録されるのでしょう担たん当とうさん！


　でもって、ルークとリーレは、順当ですね。なんせ短編第一話から登場している、レギュラーキャラですからね。


　そしてその人気の二人と同じ得票数を得た、謎なぞの人物、『鏡先生』。


　彼は……彼はいったい何者なのか！


　という冗じよう談だんはさておき、僕に票入れてくれて、ありがとー！　嬉しいです。


　そして少し、恥ずかしいです！（笑）





　では、さらに上位へまいります。ここから先は、一人ずつです。


　ここからはそれぞれのキャラに、コメントをいただいていこうと思います。


　では、いきます。





　14位　だんご神しん様。


「……………………」


　皿さらに載ったまま、なにも喋しやべらないので、今回はコメントなしということで。しかしこの、だんご神様に負けたという結果をゾーラ・ロム君に伝えたところ、彼は泣きながら、


「あ───うるさいうるさいうるさいおまえ嫌きらい！」


　と叫さけんで修しゆ行ぎようの旅へと出ていきました。





　では次。





　13位　ビオ・メンテ。


「え？　私？　噓うそ？　あ、ありがとう……」


　と、なぜかちょっと照れたような様よう子すで語ってくれた彼女は、『とり伝[image: ]　無気力のクロスカウンター』の書き下ろしに出てくる、悲劇のヒロインですね。


　彼女も登場は一度だけなのに、ライナに強い影えい響きようを与えているせいか、人気あります。みんなに好かれて、よかったね～。





　では、次。





　12位　ノア・エン嬢じよう


「私ですか？　ありがとうございます。クラウさんクラウさん、私、12位になりました！」


「んぁ？　ああ、よかったな」


「はい[image: ]」


　と語ってくれたのは、エスタブール王国の元姫ひめ──現ローランド貴き族ぞくのノアさんです。


　伝勇伝の中でも、ナンバーワンといってもいいほど優等生な彼女が人気が出るということからもわかるとおり、伝勇伝は親御さんが子こ供どもたちに安心して薦すすめられる、真ま面じ目めな物語なのです。


　ぜひ、この機会によろしくお願いします。





　では次いきます。





　11位　ルシル・エリス。


「……ふ、ふふ」


　と、怪あやしげに少し微笑ほほえんでから消えてしまったのは、フェリスの兄あに貴きのルシル・エリスさんです。


　なんか、彼が11位に登場してしまうと、親御さんが安心してお子さんに薦められる作品じゃないような気がしてきました。





　では次。ついに、トップ10に突入です！





　10位　ティーア・ルミブル。


「……僕が？　ふぅん。だが、これは人間からの投票だろう？　人間……人間か……」


　と答えてくれたのはライナとは違う魔ま眼がん、『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保持者のティーア・ルミブルさんでした。


　そしてますます親御さんが子供に薦める本としてはってそれはもういいから。





　さらに次いきまーす。





　９位　ぶ～ちゃん。


「うむ。当然の結果だな。そして皆の支持に感かん謝しやする。やはり槍やりが世界を制するのだ」


　と、答えてくれたのは、自分は槍だと言い張る、喋るブタのぬいぐるみ、ぶ～ちゃんでした。最近ドラマガの短編のほうでは、彼はいったい何者なのかの謎なんかも解明され、さらなる活かつ躍やくが期待されます。





　では、さらに次へ。





　８位　ピア・ヴァーリエ。


「ええええ１位じゃないの？　え？　なんで？　なんでこの超スーパー天才美少女ピア・ヴァーリエ様が８位なわけ？　ちょっとライナとペリアも言ってやってよ、これおかしいって。みんなももう一度ハガキ百枚ずつ買って私に………………」


　と、長くなりそうだったので、途中で打ち切りました。ゾーラの恋こいするあの娘。ライナの幼おさななじみにして、天才のピア・ヴァーリエが、数回の登場にもかかわらず８位というのは、すごいと思うのだけど、本人は気にくわないようです。





　では、次。





　７位　ミルク・カラード。


「え？　私？　うわぁ、やったー！　ルーク、みんな、私、なんか７位に選ばれちゃったよー！　いえーいっ！」


「よかったですね隊長！」


「７位だなんて、僕はお目が高いですよ！」


「馬鹿ムー、それを言うなら胸が高いだろ？」


「それも違いますよラッハ。正しくは鼻が……」


「え？　え？　お花がどうしたのリーレ？」


「いえ、なんでもありません。とにかくおめでとうございます」


「うん！　みんなありがとう！　じゃ、ありがとうの歌を歌いまーっす！　わったしはすっごく…………」


　とそこで、やはり長くなりそうなので、終了。


　ミルク部隊総出でコメントをしてくれたのは、伝勇伝の三大ヒロインの一人、ミルク・カラードさんでした。


　そしてその陰かげで、部下のラッハとムーが、こんな会話をしておりました。


「……なぁムー。なにか、なにか気づかないか？」


「……うん。もちろん、気づいてるよ……そりゃ気づいてるさ……あれでしょ？　ミルク隊長やルーク先せん輩ぱいはいいとしても、リーレが15位に入ってるのに……僕らがランクインしてないのは……さすがにちょっと……」


「……いや、もう最後までは言うなムー。悲しくなるからさ。でも次回から……次回からはもう少し俺、頑張ろうかなとか、思ってるんだ」


「あ、じゃあ僕もやるよ！」


「……頑張ろうな」


「……うん」


　と、堅かたく二人が肩かたを組んだという悲しいストーリーは、見て見ぬふりをしておきます。





　さて、ここからはトップ６ですね──!!





　と、思ったけど、なんと、16ページもあったはずのスペースが、ここであっさり尽つきてしまいました！　意外と16枚、あっさりいくなぁ。まあ、そんなわけなので、続きは十月発売予定の『伝説の勇者の伝説[image: ]』へ持ち越そうと思います。


　もちろん、その間にも投票は受け付けてますので、どしどしご応おう募ぼください！


　現在、組織票によりとんでもない無名キャラが１番を獲かく得とくしているので、応おう援えんしたいキャラがいる方は、ハガキをいっぱい送ってあげてくださーい。


　応募要よう項こうは、『伝勇伝[image: ]』や『とり伝[image: ]』のあとがきに書いてありますので、よろしくお願いしまーす。





　さて、ではではそろそろお別れの時間なのですが、もう少し宣伝してから、さよならしようと思います。


　なんとこの本が発売されたあとすぐあたりで、伝勇伝のラジオドラマが放送されそうです。このあとがきを書いてる段階ではまだ詳しよう細さいがわかってないので詳くわしくは書けなくてごめんなさい。でも、その予定です。


　おまけに今月末発売予定のドラゴンマガジンは、伝勇伝が表紙＆巻頭特集！


　そしてさらに来月末のドラマガには、伝勇伝のラジオドラマで放送される予定の一部が収録されたＣＤが付録としてついてきてしまうらしいです！


　そして十月には、第一部完予定の、『伝説の勇者の伝説[image: ]』が発売してしまいます。


　他にも細かい情報は、毎月末発売のドラゴンマガジンや、僕の公式ホームページ『鏡貴也の健康生活』に載っていくと思うので、今後ともどうかよろしくお願いします。





　ってなわけで、今回はこれまでー。


　でも、次はすぐです。毎月のドラゴンマガジンや、十月の長編で、また！







鏡　貴也





　　　初　出





ろすと・あいらんど




　　月刊ドラゴンマガジン２００４年９月号




きる・ざ・きんぐ




　　月刊ドラゴンマガジン２００４年10月号




いん・ざ・べっどるーむ




　　月刊ドラゴンマガジン２００４年11月号




みすてりあす・ろばー・ばんど




　　月刊ドラゴンマガジン２００４年12月号




すぺしゃる・れくちゃらーず




　　月刊ドラゴンマガジン２００５年１月号




たちくらみ伝勇伝


天才の流儀




　　書き下ろし





とりあえず伝でん説せつの勇ゆう者しやの伝でん説せつ[image: ]


権けん力りよくのワンダーランド





鏡かがみ　貴たか也や
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